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若き金融王は身ごもり妻に昂る溺愛を貫く【極上四天王シリーズ】










プロローグ




　美み夕ゆうが婚姻を結んだのは十八歳のとき。

　しかし、幸せな結婚とは言えなかった。

　十歳年上の夫は、美夕を養うだけで愛そうとはせず、結婚してすぐに別居を命じた。以来六年間、ふたりは夫婦としての関わりを持たなかった。

　夫は自分を妻と認めない、この先、愛されることもないだろう。

　二十四歳となり、自立した美夕の望みはただひとつ。

『離婚してください』

　なのに――。




　その日、夫は真しん摯しな眼差しで戸籍だけの妻を見下ろした。

　目の奥から雄お々おしい熱情が伝わってくる。それは美夕を女性として、妻として求めている証拠にほかならなかった。

　ベッドに体を押し付けられ、高鳴る鼓動。全身の血液が勢いよく体を巡り、美夕の肌を桃色に染め上げていく。

『そろそろ役目を果たしてもらおうか』

　男の艶つやめいた微び笑しょうに、心を奪われそうになる。

（どうして……？）

　これまで頑かたくなに抱いてくれなかった夫が、今では妻を昂たかぶらせようと白い肌に唇を這はわせている。

　絡まる四し肢し。交わる体温。生まれて初めて知る、男性の体の重み。

　気の遠くなるほど長い時間、ずっと離婚することだけを考え、生きてきたというのに。美夕の決意は、男の眼差しひとつであっさりと揺さぶられ乱される。

『今抱いてやるから、安心しろ』

　あるいは、心の奥底で、ずっとこうされるのを願っていたのかもしれない。

『慶けいさん……』

　本当は恋しくてたまらなかった最愛の夫の名を、熱い吐と息いきとともにこぼした。










第一章　鍵のない箱庭




　美夕が寝室を覗のぞくと、大きなベッドに枕がふたつ並んでいた。

　サイドテーブルには『美夕様』というメモの挟まったギフトボックス。

　箱を開けて、絶句する。入っていたのは、精せい緻ちな刺し繍しゅうが施ほどこされたレースの下着。大事な部分を隠すつもりがあるのかないのか、わからないような構造をしている。

（これを身に着けて夫を誘惑しろということ……？）

　早く世継ぎを産んでくださいという無言の圧力。

　これが現当主の指示なのか、使用人の行きすぎた気遣いなのかはわからないけれど、いずれにせよ美夕には拒否権などない。

　美夕は二日前にこの家、旧財閥北ほく菱りょう家に嫁ぎ、長男の嫁となった。

　大正時代に建てられた屋敷を修しゅう繕ぜんしたというこの二階建ての大豪邸には、義両親も住んでおり、大勢の使用人が働いている。

　嫁いできた美夕は、まだ十八歳の学生だ。しかし、跡継ぎを産むという重責が圧おしかかっていた。

　ふうとひとつ息をつくと、素直にラベンダー色のスケスケ下着を装着し、毛布の中に潜もぐり込む。

（そもそも、当の夫は仕事から帰ってきていないのだけれど）

　夫の北菱慶は、美夕より十歳年上の二十八歳。家業の巨大グループ企業の跡取りとして、世界中を飛び回っている。

　昨日も出張で帰ってこなかった。そもそも、籍を入れてからまともに会話をした記憶がない。

　最後に目を合わせて会話をしたのは、おそらく十年前。美夕がまだ八歳だった頃で、子どもをあやすようなやり取りだった。

（どうして私との縁談になんて応じたのかしら……）

　美夕はまだ若く将来性はあるが、嫁ぐには分ぶん不ふ相そう応おうだと、本人ですらよく理解している。美夕の父も大手不動産会社の社長ではあるが、五大財閥と呼ばれている北菱家とは格が違う。

（慶さんは、うちの父に恩義があるみたいだけれど、だからって、娘との結婚まで承諾するとは思えないわ……）

　悩んでいても仕方がない。直接聞いてみようと、美夕は無駄な考えを振り払った。

　美夕は割とドライな性格で、くよくよ悩まないタイプだ。

　だから、突然父から結婚を命じられても、抗あらがいはしなかった。それはそれで幸せになれると思ったのだ。

　今も抵抗ひとつせず、スケスケ下着を身に着けて夫の帰りを待っている。

　もちろん、色仕掛けをする相手が慶だからというのもあるけれど。

（慶さんは素敵な人……と言っても、十年前の記憶なのだけれど）

　さすがに十年も経てば変わってしまっているだろう。優しいままの彼ではないはず。それを知るのが怖くもある。

　ふう、と短く息をついて、不安が消えるよう努める。

　夫が寝室にやってくるまで、まだ当分かかるだろうと、雑誌でも読んで時間を潰つぶすことにした。

　部屋の電気はつけたままベッドに半身を埋めて、携帯端末にデジタル雑誌をダウンロードする。

　ファッションやコスメなど、十代後半から二十代前半の女性をターゲットにした情報誌『RuRuルル』――美夕の愛読誌だ。

　雑誌の編集者になりたいと考えたことがあるほど、美夕は雑誌を読むのが好き。

　――なのだが、記事を眺めてもどうも頭に入ってこないのは、これから始まる夫との一夜が気がかりだからか。

（やっぱり気にしないなんて無理よ。初めてなんだもの）

　露出した胸の谷間を見下ろして、携帯端末を持つ手がカタカタと震え始める。

　考えないようにしていたはずなのに体は正直で、緊張と恐怖が押し寄せてきた。

　美夕はドライではあるが、臆病でもある。頭ではどうするべきか割り切れても、心がついてこないときがある。

　夫婦となって初めての会話が、体を使ったものになるとは思ってもみなかった。

　それどころか、美夕はこれまで男性とそういうことをした経験がない。

　十八歳で未経験なのは、恥ずかしいことではないし、夫は見るからに経験豊富そうな見目をしているから、問題なくエスコートしてくれるだろう。

　冷静に考えて不安などなにひとつないと、自分に言い聞かせるが――。

（食べられるのを大人しく待っているだなんて、変な気分ね）

　そんなとき、雑誌のページをめくっていた――正しくはスワイプしていた――手が止まる。

『愛されるカラダの作り方』という特集ページを発見し、美夕の目は釘付けになった。

（なになに……大切なのは作り込みすぎないこと……？）

　この雑誌の調査によると、男性のうち七九パーセントが『自然なカラダが好き』と答えている。

　ほどよい柔らかさのふんわりボディ――そんなフレーズに、思わず自身の体を覗き込む。

（ほどよい柔らかさではあると思うけれど……そもそも、あの慶さんのお眼鏡めがねにかなうかしら）

　十年前、すでに確立されていた慶の美び貌ぼうを思い出す。

　あの極上の男性が、美夕の凡ぼん庸ような体に満足するだろうか。

　美夕は平均的な身長に平均的な体重、大きくも小さくもない胸。顔立ちは一つひとつのパーツを見れば整っているが、合わさるとどことなく印象が薄い。人の記憶に残りづらく、つまらないとも形容されがちだ。

　今さらそんなことを気にしても仕方がないと理解しながらも、ままならない感情がそわそわと胸をかき乱す。

　ふと部屋の外の騒がしさに気づき、美夕は顔を上げた。きっと夫が帰ってきたのだ。

　出迎える者、夜食を用意する者、風呂に湯を張る者、使用人たちが各々の役割を果たすべく、廊下を歩き回っているのだろう。

　美夕も己の役割を果たそうと、きゅっと唇を引き結んだ。

　とはいえ、帰ってきてそうそう寝室には来ないはず。もう少し時間を潰そうと、再び携帯端末に目線を落としたとき。

　ガチャッとドアの開く音がする。慌てて顔を上げると、そこにはスーツを着た夫が立っていて、こちらに鋭するどい眼差しを注いでいた。

「慶さん……！」

　部屋は明るいまま。ベッドから出ている美夕の上半身を見て度ど肝ぎもを抜かれたのか、慶はわずかに目を見開いて沈黙している。

　美夕は『愛されるカラダの作り方』特集を熟読していたことにやましさを感じ、咄とっ嗟さに携帯端末を枕の下に隠した。だが、本当に隠すべきはそこではないと気づいて、慌てて胸の前で腕をクロスさせる。

「あの、これはっ……」

　帰宅直後の疲れ切った男に晒さらすべき姿ではない。

　恋愛経験の少ない美夕でも、慶が引いているのは伝わってくる。

　言い訳を巡らせているうちに、慶はうしろ手にゆっくりとドアを閉め、腕を組んだ。

「……お前、今いくつだ」

　は？と美夕は眉をひそめる。まさか自分の妻の年齢も知らないのだろうか。

「……十八ですが」

「そうか。自覚しているようで助かった」

　慶はゆったりと頷くと、漆黒の双そう眸ぼうを美夕に向けた。美しく、それでいて冷ややかで、見るものを震え上がらせるような威圧感を放っている。

　慶は良家の跡取り息子、とんでもない財力や権力を有すると同時に、並外れた美貌も兼ね備えており、ルックスは完璧だ。

　一八〇を超える長身に、スラリと長く伸びた手脚。艶やかなミディアムヘア。男らしく精せい悍かんなその眼差しで射い貫ぬかれれば、平静でいられる女性などいないだろう。

　そんな彼が、蔑さげすむかのように美夕を睨にらんだ。

「十八の子どもが男を誘惑しようなどと考えるな。子どもは子どもらしく勉学に励はげめ」

　その言葉には、温厚な美夕もさすがにカチンときた。

　十も年下の新妻が、勇気を振り絞しぼりセクシーな下着を身に着けて夫の帰りを待っていたというのに、その言い草はなんだ。乙女心を踏みにじりすぎではないか、と。

　百年の恋が冷めた瞬間である。

「……お言葉ですが、十八の子どもを妻に迎えたのはあなたではなくて？」

　つい刺とげ々とげしい言葉を発してしまったのは、若気の至いたりというやつだ。新婚生活に暗雲が垂れ込める。

「ほう。口は達者なようで頼もしい限りだ」

　慶はにやりと口の端を跳ね上げ、美夕を見下ろす。

　数秒睨み合うと、慶はすっと視線を横に逸らし、額に手を当てた。

「そもそも、どこで買ったんだ、そんな下着。近頃の十代は恐ろしいな」

「またまたお言葉ですが、こちらを用意したのは北菱家の使用人の方々です。これを装着して、夫婦でしっぽり子作りに励めと」

　感情のままに嫌みを吐くと、慶はぴくりと片眉を上げ驚いた顔をした。

　どうやら夫婦の営み用ランジェリーの手配については初耳だったらしい。

「そう、か」

　ばつが悪い顔で相あい槌づちを打つ。

「余計な気を遣わせて悪かった。普通の格好をしろ、俺は自室で寝る」

　それだけ言い置くと、去り際にちらりと肩越しに振り向き、「風邪を引くなよ」と保護者のような台詞を残して寝室を出ていった。

『子ども』と言われて腹を立てた美夕だったが、暗に〝一緒に寝るつもりはない〟〝お前に女性としての魅力を感じない〟と言われたのだと気づき、ショックを受ける。

（子ども扱いされてしまったわ……）

　妻なのに、同どう衾きんを拒まれた。そもそも慶は、美夕を女性として見ていなかった。

（だったらなぜ、私を妻に迎えたの……？）

　不条理さに湧き上がってくる苛いら立だち。そして、女としての無力感。

（確かに私は慶さんと比べたら若いけれど、体はちゃんと大人なのに……！）

　せめて、少しくらいドキドキしてもらえれば救いようがあった。頬ほおを染めるとか、照れて戸惑うとか。

　だが、慶は冷静に美夕を直視し、躊躇ためらいもなく一いっ蹴しゅうした。

　どこが悪かったのだろうと、美夕は自身の胸をふにふにとつまんでみる。

（大きくはないけれどちゃんと柔らかいし、腰だってそれなりにくびれているし……）

　自分には色気がない？　もしかして、これまで相手にしてきたナイスバディの女性たちと比較している？　そんなことにぐるぐると考えを巡らせ、美夕は頭を抱える。

　しばらく茫ぼう然ぜんとしていたが、あきらめてのそのそと下着を脱ぎ、色気のない寝巻に袖そでを通した。

　仕方がない。悩んでどうにかなるようなものでもないのだ。

　あきらめるしかないけれど、それでも美夕は悲しかった。




　十年前。

　美夕の父である花はな柳やぎ夕ゆう輔すけは、大手不動産会社『花はなやぎ不ふ動どう産さん』の代表取締役社長。立場上、レセプションなどの企業パーティーに招かれることが多かった。

　パーティーという響きに憧れた当時八歳の美夕は、私も行きたいと駄だ々だをこね、北菱家の屋敷で開かれる当主の生誕パーティーに連れていってもらった。

　煌きらびやかなシャンデリア、豪勢なお料理、ドレスを纏まとった人々。

　最初はなにもかもが目新しくわくわくしていたが、三十分経つ頃には飽きがきた。

　ビュッフェのプチフールばかり食べて時間を潰していたが、そのうち「これ以上はお腹を壊すからダメだ」と父に叱られ、完全に時間を持てあましてしまった。

（つまらないわ）

　パーティーはもっと楽しいものだと思っていた。

　着飾った男女が手を取り合ってダンスを踊り、おいしいものをたくさんいただく――そんな光景を想像していた美夕だが、実際のパーティーは実に地味で、大人たちはダンスも踊らず、ろくにご馳ち走そうも食べず、小難しい話ばかりしている。

　せっかくかわいらしいピンク色のドレスを着てきたというのに、これでは浮かばれない。

　せめておもしろいものでもないかと、美夕は父の目を盗んで大広間を出ると、大きな両階段のあるエントランスホールに向かった。

　階段を上ったり下ったり、花か瓶びんの花を眺めたり、落ち着きなく時間を潰していた美夕だったが。

「そんなところで、なにしてるんだ？」

　軽快な声が降ってきて、美夕は振り仰いだ。

　二階の手すりに肘ひじをついてこちらを覗き込んでいたのは、見たことのない青年。光沢のあるスーツを纏い、艶やかな髪を横に流し、まるで王子様のように麗うるわしかった。

　なんて素敵な人だろうと、美夕は幼心なりに衝撃を覚え、目を奪われる。

「君、名前は？」

「花柳美夕です」

　知らない人から声をかけられたにもかかわらず、警戒心ゼロで素直に答えると、青年は「ああ。花柳先生の娘さんか」と言って階段を下りてきた。

　同じ高さに立つと、とても背が高くスラッとしていることがわかる。

　美夕が首をぐっと上に伸ばしてつま先立ちしようとすると、青年は自ら膝ひざをついて目線を合わせてくれた。

「お父さんとはぐれたのか？」

「いえ、その、父は、お客様とお話をしていて、私にはよくわからなかったので……」

「ああ、つまらなくて抜け出してきたのか。そうだよなあ。あのパーティーはつまらない」

　勝手にそう納得して目もとを緩ゆるめる。

　図星ではあるが恥ずかしくなり、美夕は頬を染めた。大人の社交をつまらないと思ってしまう自分がひどく子どもに思えたのだ。

　そんな幼心を見透かしたのか、青年は優しく微笑んで美夕の頭を撫なでる。

　なんて綺麗な笑みだろう。漆黒の瞳は宝石のように輝いてキラキラしている。

　男性の好みなんて考えたことのなかった美夕だが、生まれて初めて『この人の全部が好き！』と明確に思った。

「だったら、お兄さんと一緒に来るか？　ちょっとは楽しいものが見られるかもしれない」

　王子様がそう言って手を差し伸べてくる。

　初対面の相手に不ぶ用よう心じん極まりないが、美夕はなんの躊躇いもなく手を取った。ともに階段を上りながら、美夕は尋ねる。

「あの、お兄さんのお名前は？」

「慶、だ」

「ケイ……」

　シンプルな二文字が、とても美しく感じられた。響きが深く胸に刻まれる。

　慶が連れていってくれたのは、二階の一番奥の部屋。そのさらに奥には、広々としたクローゼットルームがあった。

　大きなガラス棚にはキラキラ光る宝石や時計がたくさん飾られていて、美夕は目を大きく見開く。

「これはなに？　ギザギザしていて、怪かい獣じゅうの口の中みたい」

「はは、なるほどな。これはアメジストの原石だ。その横のは、エメラルドの原石」

「原石？」

「これを綺麗に削って磨くと、こういうものができる」

　慶はガラス棚のロックを解除し、引き出しを開ける。

　深い藍あい色いろの台座に豪華なネックレスが置かれていた。

　鮮やかな緑色のエメラルドが金糸で編み込まれたように連なっている。もちろん糸ではなく、とんでもなく細かい金細工だ。

「わあ……」

　幼い美夕もひと目で立派なものだとわかった。これはお姫様が着けるものだ。

「美夕の服には、こっちの方が似合うかな」

　そう言って慶はひとつ下の引き出しを開ける。

　そこには、先ほどのエメラルドよりもさらに美しくエレガントなルビーのネックレスが置かれていた。

　大粒のルビーがダイヤモンドに縁ふちどられ、花びらのかたちをしている。

　慶はそっと手に取り、美夕の首にかけてくれた。

　宝石はひやりと冷たく、ずっしりと重たい。

　姿見を覗くと、ピンク色のドレスにルビーの赤が映えて、何度も瞬まばたきしてしまうほど眩まぶしく輝いていた。

「すごい……」

「とてもよく似合っているよ、お姫様」

　慶の言葉に、まるで自分が本物のお姫様になったかのように錯さっ覚かくする。

　慶は膝をついて美夕の手を取ると、甘い笑みを浮かべて手の甲こうにちゅっと口付ける振りをした。

「ではお姫様。そのルビーの輝きをみなに見せにまいりましょうか」

　美夕は「はい！」と大きく返事をする。

　宝石を着けてお姫様になれたことも嬉しかったが、王子様が手を引いてくれることがなにより幸せだった。

　一階の大広間に着くと、すれ違う来客たちが、美夕のネックレスを見て足を止めた。

「お嬢さん、立派なネックレスだね」

　声をかけてきた来客に、美夕は誇らしげに胸を張る。

　慶は「北菱家が所蔵するジュエリーコレクションの中で一番価値の高い品です。十八世紀初頭のイタリアで作られました」と美夕には少し難しいことを言ってネックレスを説明した。

　辺りが騒がしくなり、人が集まってくる。

　やってきた女性たちは「まあ素敵」と頬を染め、男性も「これは立派だ」と頷いている。

　よほど高価で珍しい宝石を着けてくれたのだろう。

　たくさんの人に囲まれて、普段なら逃げ出したくなるところだが、慶がずっと手を繋いでいてくれたせいか嫌にはならなかった。

　やがて騒ぎを聞きつけた美夕の父が血相を変えて飛んできた。

「美夕、そんなところにいたのか！　って――」

　娘を捜していたのだろう、見つかって安あん堵どするも、首もとのジュエリーを見て再びぎょっとした顔をする。

「どうしたんだそれは……」

「花柳先生、ご無ぶ沙さ汰たしております」

「慶くん！　君が美夕を見ていてくれたのかい？　というか、そのジュエリーはいったい……」

　美夕が見る限り、父と慶はそれなりに親しい間柄のようだ。

　慶はにっこりと笑って美夕の背中に触れる。

「娘さんを少しの間、お借りしても？」

　父はぎょっと目を見開いたが、慶の目論見に気づいたのか、呆あきれたように笑った。

「今日のパーティーは君の婚約者探しも兼ねているんだろう。いいのかい？　子どもの世話なんてしていて」

「とんでもない。レディのエスコートをさせてもらえるなんて光栄ですよ」

　そう言って慶は美夕の手を握る。

　子どもではなくレディ――そう言ってもらえたことが美夕はとても嬉しかった。頬がほんのり火ほ照てるような感じがする。

「そういうことかい。ご両親に叱られないよう、ほどほどにね」

　父がなにを心配しているのか、美夕にはわからなかったが、正直そんなことはどうでもいい。こんなに素敵な王子様が自分のそばにいてくれるのだから。

　慶は美夕を覗き込み、「もう少しだけ俺と一緒にいてくれる？」と柔らかい笑顔を向けた。

「はい！」

　慶は会場中を練り歩き、招待客に挨あい拶さつをした。客は美夕とそのネックレスに興味に示し、話は大いに盛り上がった。

　客は慶が子どもと一緒にいることもあって、長話をせずに解放してくれる。中には、ふたりでゆっくり話したいと持ちかけてくる女性もいたが――。

「失礼。今日のパートナーはこちらの愛らしいレディですので」

　そう言って慶は女性をあしらい遠ざけた。

　美夕としては、寄ってくる綺麗な女性たちよりも自分を優先してくれたことが誇らしかった。

　結局は父がしていたのと同じ退屈な社交をさせられていたにもかかわらず、まったく苦にならなかったのは、慶のそばで、ずっと彼を見つめていられたから。彼の力になれたからだ。

　ひと通り挨拶を終えると、慶は美夕を連れてクローゼットルームに戻り、ルビーのネックレスを外した。

「ごめんね。重たかっただろう？」

　肩の重みが消え、羽が生えたように軽くなる。随ずい分ぶんと重量のあるものを下げていたのだなと、美夕は今さら気づく。

　慶は美夕の肩に手を当て、優しくもみほぐしてくれた。

　大きくて温かい手、縮まる距離。彼の気遣いに体がぽかぽかと温まっていく。

「付き合ってくれたお礼をしようか。なにか欲しいものはある？」

　そう尋ねられ、美夕はぱちりと目を瞬しばたたく。

　真っ先に思い浮かんだのは先ほどのルビーのネックレス。

　けれど、あれを欲しいと言っては困らせてしまいそうだし、あんな宝物をもらったところで困りそうな気がした。

　父やサンタさんがくれるようなものは、慶にお願いしたくない。彼でなければ価値のない、なにか特別なものが欲しい。

　そう考えた美夕は、ひとつの答えに行きつく。

「私をお嫁さんにしてください」

　今度は慶がぱちりと目を瞬く。その願い事は予想していなかったのだろう、ややあって苦笑した。

「美夕が大人になる頃には、俺はおじさんになっているかもしれない」

「それでもいい」

　自分が大人になる頃には、慶はさぞ素敵な男性になっているだろう。そして、自分は慶に釣り合う立派な女性になっている、そう信じたかった。

　美夕がじっと見つめていると、やがて慶は観念したようで、にこりと微笑んだ。

「わかった。なら、美夕が大人になるまで待っているよ」

「じゃあ、約束、です！」

　美夕は慶の大きな小指に自分の小さな小指を絡ませ、ぶんぶんと縦に振った。

　慶はちょっぴり困ったように、ふっと笑みをこぼす。

　慶に認めてもらえるような最高のレディになる。そう心に決め、その日から美夕は、ピアノやバレエ、華道や書道など、あまり乗り気じゃなかったお稽けい古こも一生懸命するようになった。

　十年前の約束など、時効だとはわかっている。

　だが美夕は、あの約束が頭の片隅にあるせいか、年頃を迎えてもほかの男性に興味が湧わかず、恋人を作ることなく今に至った。

（今考えてみれば、慶さんは私を女除けに使っただけなのよね）

　子どもの面倒を見る振りをして、婚約者候補となる女性をあしらった。

　加えて、何億円という豪華なルビーを子どもに着けさせることで、嫌みなく北菱家の資産を見せつけ、招待客との会話にとっかかりを作った。

　客は北菱家の長男である慶と、大きなルビーのネックレスをセットで記憶しただろう。次に会ったときも宝石の話題で盛り上がったに違いない。

（相手に短時間で強い印象を与えるのも、帝てい王おう学がくの手法だって父が言ってたもの）

　父は社長の仕事をこなしながらも、ときおり有名大学で経営学や経済学の客員教授として講義をすることがある。

　とくに慶が幼い頃は、家庭教師として帝王学を教えていたようだ。慶が父を『花柳先生』と呼ぶ由ゆ縁えんはそこにある。

（あの日、慶さんは『大人になるまで待っている』と言ってくれたけれど、十年経っても私はまだ大人になれていないのね）

　もちろん美夕が慶に嫁いだのは、あの日の約束などではなく、大人の事情のせいなのだけれど。

　それでも美夕はほんの少し期待していた。十年前のあの日の続きが待っているのではないかと。

（やっぱり、そこまで都合よくはいかないみたい）

　美夕はもう慶に甘やかしてもらえるような子どもではない。同時に、女性と認めてもらえるほど大人でもない。

　自分がひどく宙ぶらりんに感じられ、この先、どんな顔で夫の前に立てばいいのかわからなくなった。

　妻の顔をすべきなのか、彼に命じられた通り、子どもらしく従順な姿を見せていればいいのか。

　素直な子どもの振りをするのは簡単かもしれないが――。

（……でも、そんなの嫌だわ）

　自分は大人の女性であり、慶の妻なのだから。

　憂ゆう鬱うつを覆い隠すように、美夕は毛布を被って目を瞑つむった。




　学生花嫁の一日は忙しい。

　まだまだ未熟な美夕の指導は、使用人頭が一任されている。使用人頭は六十代くらいの神経質そうな女性で、『家の中でもきちんと正装をしてください』『人前で携帯端末をいじるのはお控えください』などお小言が多い。

『お食事は奥様より早く召し上がってはなりません。遅くてもなりません』と言われ軽く頭を抱えた。そんな器用なことができるだろうか。

　漫画や娯楽雑誌などもってのほか。この家に持ち込もうとしたファッション誌は即座に廃棄された。携帯端末に電子書籍をダウンロードしているとは口が裂けても言えない。

　土日は習い事で埋まった。茶道、英語、マナーレッスンに、果ては日本舞ぶ踊ようまで。

　華道と書道は幼い頃に習っていたため免除され、ホッとした美夕だが、幼時教育にこんな助けられ方をするとは思わなかった。

　大学への通学は送迎車を使うこと、当然帰宅時の寄り道は禁止、アルバイトも禁止、ご友人と勉学なさる場合は事前に連絡を――と言われたところで、もう大学で友だちと遊んだりサークル活動に参加したりするのは無理だろうなと、あきらめ気味だ。

（質たちが悪いことに、旦那様や奥様のご命令ではなく、使用人頭の独断のようなのよね）

　美夕が使用人頭に叱られているのを見て、温厚な奥様は「ほどほどにしてあげてね」と困ったような顔で笑っていた。

　思うに、この旧財閥系北菱家は、嫁いだ他家の娘より古くから仕える使用人の方が、立場が上なのではないだろうか。

（きっと奥様もこうしていびられ――もとい、鍛きたえられてきたんだわ）

　花嫁修業だと言われれば、反論もできない。

　これが大学を卒業するまでの四年間、いや、永遠に続いていくのだろうか。考えただけでも美夕は怖ろしくなった。




　あの夜から一週間、慶とは顔を合わせず、美夕は大学と家の往復を繰り返した。

　車で大学まで見送られ、授業に出て、帰りは所定の場所にお迎えが来て直帰する。驚くほど単調な学生生活だ。

　この日も美夕は五限の講義を終え、真っ直ぐ迎えの車に乗り込み、北菱家に戻ってきた。

　だがこの日は、いつもとは違うことが起きていた。どちらかというと悪い方向に。

「これは……」

　二階にある自室のドアを開け茫然とする。

　部屋のものがなくなっている。いや、正確には、家具の中身が空になっていた。

　クローゼットの中の服も、本棚にあった教科書類も、テーブルの上に置かれていたＰＣや、ペン立て、充電器などの細かいものまで。

　まさか、出ていけということだろうか。

「控えめに言って、嫁失格ってことかしら」

　苦笑しながら、ひくりと頬を引きつらせる。日々自由を制限されても文句のひとつも言わずにがんばってきたというのに、この仕打ち。

　夫からは子ども扱いされて放置。

（そろそろ本気で実家に帰りたくなってきたのだけれど……そんなことをしたら父が泣くかしら？）

　とりあえず、その辺にいる使用人を捕まえて事情を尋ねてみようかと、美夕が辺りを見回したとき。

「帰ってきたか」

　廊下の奥から姿を見せたのは、もはや滅めっ多たに会えないレアキャラと化した夫、慶。

　美夕を一いち瞥べつすると、「来い」と端的に命令し階段を下っていった。

「あの、どこへ……？」

「ここを出る」

　慶はそれだけ答え玄関に向かう。

　すると、廊下の奥から「慶様、困ります！」という叫びが聞こえた。

　使用人頭がはあはあと息を切らしながら、美夕たちのもとまでやってくる。

「美夕様はまだ花嫁教育が終わっておりません！　勝手に連れ出されては――」

「そんなもの、いつ施せと指示した？」

　冷ややかな慶の声に、美夕の方がびくりと震え上がった。慶はなぜかものすごく怒っているようで、その矛ほこ先さきを使用人頭に向けている。

「美夕はまだ十八の学生だ。学生の本分は勉学、そして社会勉強だろう。花嫁教育などいらない。俺は妻に日本舞踊など求めていない」

　すっぱりと言い切ると、「来い」と美夕の腕を掴んだ。

　美夕を引きずって玄関に向かうも、扉をくぐる前にぴたりと足を止め「それと」と使用人頭を睨み付ける。

「俺は学生を孕はらませる気などない。妻を子作りの道具だとも思っていない。いい加減にしてくれ。母の時代とは違うんだ」

　鋭く言い置くと、エントランスに横付けされていた車の後部座席に美夕を押し込んだ。

（……私を守ってくれたの？）

　運転席に乗り込む慶を眺めながら、美夕はぎゅっと膝の上の手を握りしめる。

　あの日、慶は美夕を子ども扱いして抱いてくれなかったわけではなくて。

（妻として、尊重してくれたから……？）

　茫然としている間に車は走り出し、あっという間に陰鬱な日々を過ごした忌いま々いましい屋敷から遠ざかっていった。

　美夕はおずおずと運転する慶に尋ねる。

「……どちらに行かれるんですか？」

「ここからそう遠くはない。すぐにわかる」

　いまいち要領を得ない返答。

　部屋のものがなくなっていたのも、きっと慶の指示だろう。なにをしようとしているのか、バックミラー越しに表情を探る。

「聞きたいことがあるなら、聞いたらどうだ」

　答えなかったのは自分の方なのに、偉そうに聞いてくる。だが、面倒な探り合いは不要ということだろう。それ自体はありがたい。

「私の荷物はどこに行ったんでしょう」

「先に運び込んだ。お前、あの家は窮きゅう屈くつだっただろう」

　尋ねられ、というより断定され、美夕は思わずこくりと頷く。

「もう少し自由に暮らせる場所を用意した」

　慶の言葉に、胸がどくりと大きく震える。もしかして、実家を出てふたりで暮らそうと……？

　未来に光が差した気がした。ようやく夫婦らしい生活ができるのでは、そんな期待に胸を弾ませる。

　しかし、続きを尋ねる前に、慶はまたしても突とっ拍ぴょう子しもない質問を重ねてきた。

「お前、将来なりたいものはあるか？」

「将来、ですか？」

　突然、なぜそんな質問を？　美夕は眉をひそめつつ、模範的な回答を口にする。

「北菱家の嫁として立派に務めることができれば、満足です」

「……質問を変える。子どもの頃はなにを目指していた？」

　なぜ今さら尋ねるのかと不思議に思いながらも、美夕は答える。

「父の会社を手伝いたくて、経営学部に――」

「それも却下だ」

　は？と美夕は口を開けた。慶はいったいどんな言葉を引き出したいのだろう。

「後継ぎや家業など考えずに、やりたいことはないのか。将来の夢は？」

　そんなことを聞かれても、名家に嫁いだ時点で未来の決まった美夕に、夢を語らせたところでなんの意味があるというのか。

「……中学の頃は、マスコミ関連の仕事に就きたいと思っていました。出版社か広告代理店などに就職できたらと」

「よりにもよって、マスコミか。お前はとことんアレだな」

　慶が苛立った声をあげる。『よりにもよって』の意味が美夕にはさっぱりわからず、こちらまでイライラしてきた。

「私になにを言わせたいんですか」

　飾らずに問いただすと、バックミラーに映った鋭い目が、鏡越しに突き刺さった。

「美夕。北菱家の嫁で終わるな。夢と目標を持て。自活できるように自分を鍛えろ。……なにがあっても折れるなよ」

　自活……？　夢……？

　慶はなにが言いたいのだろう。しかも、『嫁で終わるな』『なにがあっても』とは、不穏でしかない。

　もしかして慶は、娶めとったばかりにもかかわらず、もう離婚を考えている……？

　都心から三十分程度車を走らせて辿り着いたのは、四階建てのごく普通のマンションだった。

　普通と言っても新築でぴかぴか、セキュリティも厳重で、エントランスに足を踏み入れただけでもきちんと管理されているのがわかった。

　周囲は静かな住宅街。主要駅から近く交通の便もいい、学校からもそう遠くない。

（とはいえ、彼が住むには少し庶民的すぎるような……？）

　案内されたのは三階の角部屋。慶がチャイムを鳴らすと、見知った顔の女性が玄関で出迎えてくれた。

「美夕さん、ご無沙汰しております」

「桐きり江えさん！」

　美夕は驚いて目を丸くする。彼女は美夕の実家、花柳家に仕えていた使用人の桐江真ま知ち。三年ほど前から美夕の世話を焼いてくれていた。

　今の大学に入学できたのも、彼女が試験勉強を見てくれたおかげだ。

　二十代中盤で、あまり年が離れていないせいもあり、美夕はよく懐いている。

「どうしてここに？」

「美夕さんのお世話をするようにと――」

　その言葉を慶が遮る。

「違うでしょう」

　桐江はびくりと肩を震わせると、気まずそうに沈黙した。慶はずかずかと部屋へ上がり込み、一方的に説明を始める。

「今日からここで生活しろ。生活費は振り込むから、計画的に使え」

　冷ややかな言葉に、美夕は絶句した。ふたりで暮らそうというのではないのか。夫婦の生活は？

　胸に抱いていた希望ががらがらと音を立てて崩れ落ちる。

「学費は気にしなくていい。学業で必要になる金は、別途請求してくれ。だが、遊ぶ金は自分で稼げ。バイトも好きにしていい。だが、まずその前に――」

　慶は美夕を真っ直ぐに見つめ、低い声で命じた。

「当分の間、この部屋にこもっていてもらう。俺がいいと言うまでは外に出るな」

「はい？」

　美夕は声を裏返らせる。

『好きにしていい』と言ったり、『外に出るな』と言ったり、慶はなにを考えているのか。指示に一貫性がなさすぎる。

「理由はすぐにわかる。桐江さん、あとは頼みます」

「かしこまりました」

「近いうちに顔を出す。それまで、ここでいい子にしていろ」

　一方的に言いつけると、慶は美夕の言い分も聞かずにさっさと帰ってしまった。

　あまりの仕打ちに茫然として言葉を失くし、桐江も困惑した様子で黙り込む。

「――つまり私は、北菱家から追い出されて、ここに閉じ込められたの？」

　最悪のパターンが脳裏をよぎる。

　嫁として期待はしていないから北菱家には置いておけない、かと言って離婚をするつもりもない。

　生活費と学費は振り込むから、ひとりで生活しろという。

　こんなに横暴なことがあってたまるものか。心の中で慶への不満をぶつける。

　せめて離婚でもして解放してくれればいいものを、飼い殺しとは。体てい裁さいでも気にしているのだろうか。

　だったら最初から、嫁になどもらわなければよかったのに。

　暗い目をしてつぶやいた美夕に、桐江は慌てて「それは違います！」と言い募る。

「桐江さんは事情を知っているの？」

「私の口から言えることでは……ですが、慶様はきちんと美夕さんのことを考えてくださっています！　それは本当です」

　美夕はふっと自じ嘲ちょうの吐息を漏らす。

　家を与えて生活費を振り込む、それが美夕のためだというのなら、お門違いもいいところだ。

　挙あげ句く、当分はこの家に軟なん禁きんするつもりだと言う。いったいなにを考えているのか。

「……妻として見る気もないのに、北菱家でずっと花嫁修業させられるよりはマシね」

　美夕はあきらめてダイニングチェアに腰を落とした。四人掛けの、木目の綺麗なダイニングセットだ。

　この家にあるものはいずれも新品。北菱家にあるアンティークの調度品とはまた違って、北欧系のおしゃれなインテリアが揃そろえられている。

　美夕の好みにどんぴしゃだったことが、余計に悔しく思われる。

「桐江さん、ごめんなさい。少し疲れてしまったわ。お茶を淹いれてもらってもいい？」

　美夕が声をかけると、桐江はなぜかきゅっと唇を引き結んだ。

　いつもなら笑顔で「どんなお茶がよろしいですか？」と聞いてくれるはずだ。

　なんなら「ティータイムにしましょう」と、とっておきのスイーツを出してきてくれるのだが――。

「ごめんなさい、美夕さん」

「……桐江さん？」

　彼女の様子がおかしいことに気づき、美夕は腰を浮かす。

　桐江は気まずそうに目を逸らしていたが、やがて意を決したのか、美夕をキッと見つめ返した。

「私はもう、花柳家の使用人ではありません。美夕さんの自活をサポートするため――教師として、慶様に雇われました」

「教師……？」

　美夕はぽかんと口を開ける。これまでも勉強を教わったことは多いけれど、自活のサポートとは、どういうことだろう。

　桐江は凛り々りしく眉を吊つり上げ、試験勉強を見てくれていたときよりもよっぽど険しい顔で美夕に向き直る。

「これからは、ご自身のことはすべてご自身でやっていただきます。食事の準備も掃除も洗濯も、買い物も。私は指導に徹てっします」

「え……」

　はっきり言って、美夕は箱入りのお嬢様だ。

　家には常に使用人がいて、家事はすべて任せていた。美夕も母も自分で手を動かすのは稀まれ――というか、美夕に至ってはほぼなかった。

　書道や華道、ピアノ、バレエなど、たくさん習い事をして人より多く教養を身に付けていても、生きるためにもっとも必要な〝家事〟という技術が欠落していた。

「私が自分で……？　食事も、掃除も、洗濯もひとりで全部？」

「はい。もちろん、やり方は細かくご指導しますから、安心してください」

　桐江の瞳の中に熱い炎が見えた気がして、くらりと眩め暈まいを覚える。

　こんな指示を出すなんて、慶はなにを考えているのだろうか。

「なぜ慶さんはこんなことを？　私が気に入らないのなら、早く離婚すればいいじゃない。わざわざこの家に閉じ込めて家事を勉強させるなんて……」

　頭を抱えていると、桐江は美夕の肩を抱いて、奮い立たせるように言った。

「美夕さん。慶様には慶様のお考えがあるはずです。信じてみては？」

　ちらりと目線を上げ、桐江の表情を確認する。彼女の目は真剣そのもの、かげりなど一切ない。

　彼女は美夕を困らせて楽しむような人間ではない。これが美夕のためであると、本気で思っているのだ。

（……信じるもなにも、従うしかないわ）

　ほかに道もない。美夕はふうとひとつ息をつくと、気持ちを切り替えてキッチンに向かった。

『悩んでいても仕方がない』――これが美夕のモットーだ。

「それで。お茶はどうすればいい？　まずはお湯を沸かすところから？　どうせ学ぶなら、最高においしいお茶が淹れられるようになりたいわ」

　尋ねると、桐江は「はい！」と爽やかに返事をして、美夕に付き添いキッチンに向かった。




　美夕が教師付きのひとり暮らしを始めて、三日後のことだった。

　慶の指示通り、大学を休んで家に閉じこもっていると、衝撃的なニュースがテレビから流れてきた。

　ガシャンと音を立ててティーカップが転げ落ち、紅茶がマットに広がる。

「美夕さん！」

　幸いカップは割れなかったし、火傷やけどもしなかったが、淡いグレーのマットに沁み込んだ紅色を落とすのは骨が折れるだろう。

　だが、そんなことは今の美夕には考えられない。

『不動産会社経営・花柳夕輔　巨額横おう領りょう容疑』

　テロップに目が釘付けになる。父の会社を特とく捜そう部の面々が取り囲み、家宅捜索に入る様子が映し出された。

　いったいなんの冗談？　そう思い桐江を見つめると、彼女はそこまで驚いた様子もなく、ただ心配そうに美夕を見つめていた。

　まるで、この情報をあらかじめ知っていたかのような反応だ。

「……まさか桐江さん、知っていたの？」

　桐江は唇をかんで、目を逸らす。彼女の瞳にはじんわりと涙が溜まっていた。

　美夕の中で、慶のあらゆる不可思議な行動が線で繋がった。

　なぜ慶は花嫁教育が不要だと言ったのか。北菱家から離し、こんな場所でひとり暮らしを命じたのか。

『なにがあっても折れるな』と念を押し、『自活できるように自分を鍛えろ』と言った、本当の意味。

「……慶さんは私が犯罪者の娘だから、ここに閉じ込めたのね」

　妻が犯罪者の娘では、体裁が悪すぎる。こんな嫁は表に出せないと、慶もその両親も判断したのだろう。

　汚いものに蓋ふたをするかのように、この小さなマンションの一室に軟禁した。結婚を公にしていない今なら、隠し通せる。

「美夕さん……」

　桐江の悲痛な声も、父の逮捕を報じるアナウンサーの声も、美夕の耳には届かなかった。










第二章　愛してやろうか




（父が横領しただなんて、きっとなにかの間違いよ……）

　美夕はそう信じて疑わなかった。

　父はお金に執しゅう着ちゃくするようなタイプではなく、とてもおおらかで誠実な人間だ。横領などするわけがないと、美夕は自信を持って言える。

　しいて欠点を挙げるならば、真面目すぎるきらいはあった。正義感が強く、こうと決めたら曲げない性格で、融通が利かないとも言える。

　だが、そんな父の性格だからこそ、横領疑惑とは結びつかない。

　両親には聞きたいことがたくさんあったが、父は身柄を拘束されており連絡が取れず、母は事件発覚直後、心労で倒れて入院してしまった。

　母とは一度、電話でやり取りをしたが、母自身状況を把握できておらず混乱していた。美夕は『お父さんが戻ってくるのを信じて待とう』と声をかけるので精いっぱいだった。

　事件がどうなっているのか、父の疑惑は晴れるのか、誰にも聞けないままもう三日が経つ。

「美夕さん。少しだけでも召し上がってください」

　桐江が朝食のクロックムッシュとポタージュを持ってきてくれる。

　美夕の家事修業は一時中断、そもそもここ三日間、ほとんど食事をしていない。ダイニングチェアに座ってぼうっとしたり、ベッドに横になったりを繰り返している。

　美夕の『悩んでいても仕方がない』というモットーも、さすがに今回ばかりは通用しなかった。

「桐江さん、ごめんなさい。よかったら食べて」

　断りを入れると、これまでの桐江なら食事を冷蔵庫にしまい自身の昼ご飯にするのだが、今日だけは折れなかった。

「ダメです。もう三日もろくに召し上がっていないじゃありませんか。これ以上は、お体が持ちません」

　体がおかしくなってきていることは、美夕自身自覚している。

　頭がぼんやりして体がだるい。食べていないのに吐き気をもよおす――おそらく低血糖状態なのだろう。

「美夕さん。私もあのお優しい旦那様が横領をしたとは思っていません。きちんと調べれば明らかになるはずです」

「そうかしら……」

　同意はできなかった。企業犯罪の場合、確固たる証拠がなければ検察は動かない。万一、冤えん罪ざいともなれば、組織のメンツに関わるからだ。

　理解してはいるものの、口にする勇気はなかった。

　テレビでは連日、自宅に報道陣が詰めかけている様子が映る。当初は使用人が応じていたが、母が入院して以降は、家に誰もいないらしく応答がない。

　家を留守にしておくのは物騒だ。今は報道陣が取り囲んでおり、期せずして防犯になっているが、そのうち泥棒でも入るのではないか。心ない人間にいたずらをされるかもしれない。

　なにより、父の帰りを待つ人間が必要だ。

　そう考えた美夕は、ふらりとチェアから立ち上がった。

「……私、行かなくちゃ」

　覚おぼ束つかない足取りで玄関に向かう美夕に、桐江は「美夕さん!?」と縋すがり付く。

「家を守る人が必要だもの。あそこで父を待つわ」

「ダメです！　今あなたが姿を見せたら騒ぎになります。それに、そんな体では倒れてしまいますよ！」

　玄関の前で行かせまいと桐江にしがみつかれ、美夕は体をよじった。振り払おうにも力が出ない。

「桐江さん、離して。こんなところでただ眺めているわけにはいかない」

「美夕さん！　お気持ちはわかりますが――」

　問答していると、ガチャリと鍵をいじる音がした。外から何者かが玄関の鍵を開けたのだ。

　凍り付くふたりの目の前で、ドアがゆっくりと開かれる。

「なにをしているんだ、お前たちは」

　姿を見せたのは慶。今日はスーツではなく、カジュアルなジャケットにブラックのパンツ、シンプルな白のインナーを合わせている。手には謎の紙袋。

　美夕と桐江はもつれ合ったまま硬直して、ずかずかと家の中に入ってくる慶を視線で追いかけた。

「なぜ、慶さんが鍵を……」

「俺が契約している家だ。鍵を持っていても不思議ではないだろう」

　悪びれもせず返答する慶に、ただでさえ情緒不安定な美夕は、尊厳もプライベートもあったものではないと文句を言いそうになる。

　しかし、慶には問いただすべき重要な問題がほかにもたくさんあったため、クレームを呑み込んだ。

「あなたはこうなることを知った上で、私をここに閉じ込めたのですね」

　美夕の問いかけを無視して、慶はダイニングテーブルの前で足を止める。

　手つかずのクロックムッシュとポタージュに目を落とし「食べていないんだな」とひと言、つぶやいた。

「……実家に帰らせていただきます。離婚がご希望でしたら、書面でお送りください」

　乱暴に言葉を投げかけ玄関を出ようとすると、すかさず歩み寄ってきた慶に腕を掴まれた。

「実家については、お前の父親から任されている。信頼できる管理会社を手配した。母親は退院次第、ホテルに避難させる。父親も拘留が解けたら合流してもらうつもりだ」

　慶がすでに動いてくれていたことに美夕は安堵した。同時に、責めるように言い募ってしまったと反省する。

「……失礼いたしました。ありがとうございます……」

「桐江さん。少し外してもらえますか」

　慶の要求に桐江はペコリと頷き、玄関を出ていく。

　慶は持参した紙袋をテーブルの脇わきに立てると「座れ」と指示し、美夕をダイニングチェアに座らせた。

　慶は立ったまま美夕の顔を覗き込んで、にやりと口の端を跳ね上げる。

「この数日でわかりやすくやつれたな」

　それは笑うところだろうか。他人を小馬鹿にするような表情に反感を覚え、美夕は無言を貫く。

「まずは食え」

「……食欲がありません」

　拒絶すると、慶はそんなリアクションなど想定内とでもいうように笑みを深めた。ポタージュの器を手にして、あろうことか自身の口へと流し込む。

「慶さん……？」

　なぜ自分で飲むのだろう。お腹が減っていたの？　眉をひそめていると、突然慶の手が美夕の顎あごを掴み、押し上げた。

　不ふ遜そんな顔を近づけ――いや、近づけるどころか唇を重ねて、口移しでポタージュを喉の奥に流し込む。

「んっ――！」

　一瞬、ファーストキスという単語が美夕の頭を掠かすめるも、それどころではない。

　生温かい液体が許容量以上に流れ込んできて溢れそうになる。咄嗟にごくりと喉を上下させたけれど飲み干し切れず、少量が気管に流れ込んだ。

　むせて、思わず慶の体を突き飛ばす。うずくまってげほげほと咳込んでいると、悪びれもしない声が降ってきた。

「量が多かったか？　すまん」

「こ、殺す気ですか……!?」

「食えないというから、食わせてやったんだが。雛ひな鳥どりのように」

　信じられないとばかりに慶を睨み付ける。普通食わせてやるといったら、スプーンで口もとに運ぶとか、そういうのではないのか。まさか口移しとは。

「あ、あなたって人は、どこまで――」

　人をおちょくるのもいい加減にして、そう言おうと睨み付けたところで、慶は鋭い眼差しを向けてきた。

「お前、父親の人生が終わったとでも思っているのか？」

　心臓が大きく鳴る。

　慶のどすの利いた声にも、冷ややかな眼差しにも、その言葉の内容にも戦せん慄りつして、肌がひりつく。

「はっきり言う。お前の父親は、真実はどうあれ必ず有罪になる。同様の犯罪に対する牽けん制せいや見せしめも兼ねて、重い罪が科されるだろう」

　美夕はぎゅっと自身の肩を抱き縮こまる。充分理解していた内容だったが、実際に突きつけられるとどうしようもなく苦しい。

「だが、時が来れば必ず出所する。ようやく外に出られたとき、娘が人生投げだしていたら父親はどう思う？」

　ハッとして息を呑んだ。これまで、世間への恨みや自分の苦しみにばかり目を向けて、父の気持ちを考えていなかったと気づく。

　父は今、どう思っているのか。圧しかかる不条理にもがき苦しみながらも、娘や妻を心配しているのではないだろうか。

　きっと父が感じているのは、家族をこんな目に遭あわせてしまったという罪の意識――。

　顔を上げると、慶の表情から鋭利さは消えていた。ただ真摯に、誠実に、美夕の目をじっと見つめている。

「父親が戻ってきたとき、立派に成長した姿を見せてやるべきなんじゃないのか」

　でなければ、父は自分を責めるだろう。

　美夕は自分のやるべきことがわかり、胸に巣食っていた黒い闇がすっと取り払われた気がした。

　やるせなさを抱え、悔しくて、悲しくて、誰に対するものでもない憎しみを抱き続けていたけれど、ようやく自分にできることが見つかった。

（私には父は助けられない。でも――）

　父の心を救うことならできる。父が抱える胸の痛みを減らすことならできるだろう。

「理解したなら食事をしろ」

　慶がクロックムッシュとポタージュの載ったトレイを美夕の前に押し出してくる。

　美夕はひとつ大きく深呼吸すると、ポタージュの器を手に取った。

　もうすっかり冷めてしまっているけれど、不思議と温かく感じる。

　残りのポタージュを飲み干し、空になった器をトレイに置くと、ほんのり目もとを柔らかくした慶が手を伸ばしてきた。

　ぽんぽん、と美夕の頭を撫でる。まるで、よくできましたとでもいうように。

　慶はなんの言葉も発してはくれないけれど、温かみのある眼差しから伝わってくるのは、いたわりと慈いつくしみ。

　じわりと目に涙が滲みそうになって、慌てて下を向いて顔を隠す。

　なんとなく慶に涙を見られるのは癪しゃくな気がして、クロックムッシュにかぶりついてごまかした。

「泣けばいい」

「泣きません」

「泣くのが子どもの仕事だろ」

「もう子どもではありません」

　気遣って保護されるだけの子どもではいたくない。美夕は初めて自立したいと心の底から願った。

　食事を終えると、慶は紙袋の中から雑誌などがすっぽりと収まる分厚い封筒をいくつも取り出した。

　テーブルの上に封筒が積み上がっていくのを見つめながら、美夕はぱちぱちと瞬きする。

「これはなんです？」

「今の大学は辞めてしまえ。もう不動産業界の仕事なんて就く気にはならないだろ。お前が大学に顔を出せば、騒ぎになる」

　美夕はきゅっと唇をかみしめ、うつむいた。

　大学には旧姓の『花柳美夕』で籍を置いている。花やぎ不動産の社長令嬢だと名乗りはしなかったが、これだけメディアが『花柳夕輔』の名前を連呼していれば、名字どころか名前まで似ている美夕を疑う人間は必ずいるだろう。

　下手をすればキャンパスにマスコミが押しかけるかもしれない。

　どこにでもいる名字ならば怪しまれなかっただろうが、珍しさが仇あだとなった。

「『北菱美夕』の名で再スタートしろ。好きな学校へ行って、好きな仕事に就けばいい」

　そう言って、慶は一つひとつ封筒をひっくり返した。

　中から出てきたのは、大学や専門学校のパンフレット。机の上が冊子や書類でいっぱいになる。

「マスコミ関連の学科がある大学や専門学校をピックアップした。まあ、お前がまだそういう仕事に興味があればの話だが。父親がさんざんマスコミに叩たたかれて、嫌な思いもしただろう。ほかに興味のある分野があれば言え。資料を取り寄せる」

　思わず美夕は絶句した。まさか、慶からこんな提案をされるとは。

　この家に来る前に尋ねられた『将来なりたいものはあるか？』という質問は、こうなることを見越していたというのか。

　しかし、安直に慶に頼ってよいのかという疑念が湧き上がる。

　今の美夕にはなんの価値もない、それどころか慶の汚点となるだろう。

　慶からしてみれば、妻としてそばに置いておくメリットがないし、離婚をするならば、これ以上世話をする義理もない。

「私は、慶さんに頼るわけには――」

　提案を拒もうとすると、慶は腕を組みふんぞり返って、冷笑を浮かべた。

「そういうところが子どもっぽいと言ってるんだ」

「なっ――」

「利用できるものは利用してやろうというくらいの気き概がいを見せろ」

　再び顎を押し上げられ、美夕は警戒から身を引く。しかし、そんな反応すら予想通りとでもいうように、慶は愉たのしそうに笑う。

「お前はこれまでの人生、恵まれすぎていたんだ。だいたいのものは苦もなく手に入っていただろ？　なにがなんでも欲しい、手に入れてやるという貪どん欲よくさが足りない」

　美夕はぐっと押し黙る。ずっと両親に守られて生きてきた美夕は、なりふりかまわず生きるということを知らない。

「お前は北菱家の嫁という社会的地位を得た。財産もたんまりある。離婚されるまでせしめてやろうというくらいのふてぶてしさでいろ」

「強欲ではしたない女になれと？」

「上等だ。それが強く生きるということだ」

　北菱家を利用する――美夕は考えたこともなくて、目から鱗うろこが落ちるような思いだった。それもまさか、北菱家の人間から提案されるとは。

「俺のもとから逃げ出したいと思うなら、一人前になって自活してみせろ。他人に頼らず生活できるようになれ」

　その言葉で、美夕はなんとなくわかった気がした。なぜこの家に住まわせ、桐江を教師として置いたのか。

　美夕がひとりで生きられるようになったあかつきには、離婚をするつもりなのだろう。

　学校に通わせてくれるのは、せめてもの慈じ悲ひだろうか。自身の気まぐれで美夕を娶ってしまったと、多少なりとも罪悪感があるのかもしれない。

「……そうすれば、離婚してくださいますか？」

　低い声でそう問い詰めると、慶はいじわるな顔で微笑んだ。

「ああ。その代わり、離婚が成立するまで、お前は俺の妻だ。戸籍上は、な」

　慶がポケットに手を突っ込み、茶色い小箱を取り出す。

　ベルベッド地の滑らかに輝く箱を開くと、中にはシンプルなプラチナのリングがふたつ並んでいた。

「外では既婚者を名乗ってもらう。これはカモフラージュのようなものだ。疑われないために着けておけ」

　美夕の左手を取り、薬指にリングを滑らせる。もうひとつ、大きな方のリングは自身の左手の薬指へ。

「慶さんも着けるのですか？」

「でなければカモフラージュの意味がない」

　美夕の左手の薬指と、慶の左手の薬指に、同じ指輪が輝いている。

　愛などない。戸籍上だけ、そう言われたにもかかわらず、なぜだか胸が高鳴ってそわそわする。

　とても不思議な気分で、誇らしくもあり虚むなしくもあった。高こう揚ようするようでいて、ひどく悲しい気持ちにもなる。

　これはこの家に自分を繋ぐための枷かせのようなものだと、美夕は理解した。

「俺を頼らずとも生きていけるようになったら、その指輪を返せばいい」

　それだけ言うと、慶は席を立つ。

　同時に、玄関で鍵の開く音がして「そろそろよろしいでしょうか？」と桐江が顔を覗かせた。

「ちょうど帰るところです」

「もうお帰りに？　ゆっくり美夕さんとお話をしていかれては――」

　桐江の手には近所にあるパティスリーの紙袋。どうやら慶をスイーツと紅茶でおもてなししようと考えていたらしい。

「いえ。私はこれで。あとは任せました」

　しかし慶はそっけなく立ち去り、代わりに桐江が部屋に戻ってきた。

　桐江は朝食が綺麗になくなっているのを見て、わっと喜びの表情を浮かべる。

「あの、美夕さん。もしよろしければデザートもいかがでしょうか？」

　美夕の食欲におうかがいを立てるかのようにおずおずと尋ねてくる。

　美夕が「ええ。食べましょう」と答えると、桐江はほっと胸を撫で下ろした。キッチンでティータイムの準備を始める。

「いいわ、桐江さん。私にやらせて」

　美夕が立ち上がると、桐江は慌ててキッチンから飛び出してきた。

「まだゆっくりなさっていた方が――」

「大丈夫。栄養もさっき摂とったわ」

　そう言って、入れ替わりキッチンに入る。桐江の指導のかいもあり、正しい紅茶の淹れ方くらいは覚えた。

　桐江はカウンター越しに、少しそわそわしながら美夕の手つきを見守っている。

「あら……美夕さん。その指輪は」

「ああ。今、慶さんが持ってきてくれたの。結婚指輪だって」

「まあ……」

　桐江が口もとに手を当て、感動したような顔をする。

　そんなロマンティックなものではないけれど、と美夕は心の中でつぶやき嘆たん息そくした。

　桐江が買ってきたのは生クリームがたっぷり入ったモンブランだ。ベージュ色のマロンクリームに、金箔の振りかかった洋栗が載っている。土台はサクサクのメレンゲだ。

　ふたりはダイニングテーブルに向かい合って座り、紅茶とモンブランをいただく。美夕が「おいしい」とつぶやくと、桐江はふわりと頬を緩めた。

　美夕はフォークを置き、紅茶をひと口飲むと、あらたまって切り出す。

「桐江さん。私、大学を辞めようと思うの」

　桐江は「えっ」と再び表情を強張らせた。

　しかし、憑つき物が落ちたような美夕の顔を見て、やけになっているわけではないのだと理解したようだ。

　美夕の目線の先には、パンフレットの山。前向きな目標があるのだとわかったのだろう。

「慶様は、素晴らしい方ですね」

　突然慶の話になり、美夕は驚いて「どうして？」と首を捻ひねる。

「だって、あんなに落ち込んでいた美夕さんをここまで元気にしてしまうんですもの。その指輪だって」

　美夕は左手の薬指を握りながら目を逸らす。

「そんなんじゃないわ」

　桐江は夫婦愛を想像しているのだろうけれど、違うと美夕は心の中で否定する。

　ただ煽あおられただけだ。自分のやるべきことが見つかり、進むべき道が明確になった。

　慶と離婚しても大丈夫なように自分を鍛える。それが今の目標だ。

「私、ふてぶてしい女になろうと思うの」

『利用できるものは利用してやろうというくらいの気概を見せろ』――慶に言われた通り、今この手にあるものを最大限に利用して自分を高めたいと思っている。

　桐江は『ふてぶてしい』という決して褒められない形容に困惑するも、それがポジティブな決意の言葉なのだとわかったのか、どこか安心した顔をする。

「では私は、美夕さんがふてぶてしい女性になるためのお手伝いをいたします」

　そう微笑んで、桐江は食べ終わったケーキ皿とティーカップを片付けようとする。しかし――。

「いいの、桐江さんは座っていて」

　すかさず美夕は立ち上がり、食器をキッチンに運んでいく。

　シンクでスポンジを泡立て始めた美夕を見て、桐江は心の底から安堵の吐息を漏らした。




　それから六年が経ち、美夕は二十四歳になった。

　大学を辞めた翌年、四年制のメディア系専門学校に入学。

　二十歳になると同時に、桐江の手を離れ本格的なひとり暮らしを始め、今では炊事洗濯掃除も慣れたものである。

　二十三歳で無事学校を卒業した美夕は、三年前に創設されたばかりの出版社『文ぶん嶺れい出しゅっ版ぱん』に就職を決めた。働き始めてもう一年が経つ。

　美夕の父は三年以上にもわたる裁判の末、最高裁が上告を棄き却きゃくし、三年の実刑判決が確定した。

　保釈期間中も美夕は父に会うのを避けた。北菱家に嫁いだ身、変な噂が立っては慶が困るだろうと気を遣ったのだ。父もそうすべきだと賛同した。

　つらく寂しくはあったけれど、出所後、元気な姿を見られると信じて耐え忍んだ。

　父の収監後、母は実家を引き払い地方へ。美夕はたびたび母のもとを訪れ、一緒に暮らそうと持ちかけたが、「あなたはもう嫁いだのだから慶さんのもとにいなさい」と諭さとされ、慶が用意したマンションにひとりで戻ってきた。

（いつまでもここにはいられない）

　左手の薬指にはめている、かりそめの指輪を見ては意思を固くする。

　慶は自分を妻として認めていない。いつかこの指輪は慶に返さなければならない。

（もう私は一人前になった。ひとりで生きていける）

　働いて稼いだ金は、ほとんど貯蓄に回している。いざここを出て自立することになっても、すぐに家が借りられるように。

　かつて慶は言った。『俺のもとから逃げ出したいと思うなら、一人前になって自活してみせろ』と。今がそのときだ。

（ずっとこの日のためにがんばってきた）

　もちろん、ここまで養ってもらえたことには感謝している。

　だが、決して愛を注いでくれない夫の存在は、美夕の精神をすり減らし続けている。

　お互い解放されるべきだ。

　その日、美夕は慶にアポイントを取ると、引き出しから離婚届を出して署名を済ませた。




　後日。慶が美夕の自宅を訪れた。直接顔を合わせるのは六年ぶりとなる。

　とはいえこの六年間、完全に放置されていたわけではない。

　誕生日には花束が届いた。ほかにも、成人式の前に着物が送られてきたり、就職祝いに高価な時計をもらったりと、会いはしないものの、最低限気にかけてくれてはいたようだ。

　平日の夜八時。仕事帰りなのか、上質な三つ揃えのスーツを纏った慶が、リビングのダイニングチェアにふんぞり返る。

　アットホームな木目調のチェアと彼がなんともミスマッチだ。

「来てくれとは、珍しいな。これまで、なんの連絡もよこさなかったくせに」

「ご迷惑になると思ったので、できる限り連絡は控えていました」

　六年経った慶は、少しだけ雰囲気が変わっていた。

　もともと堂々とはしていたが、さらに増した威圧感。日本という国を背負うだけの貫禄がある。

　形容ではない。今や、慶は日本の景気を左右するだけの力を持っている。

　二年前、慶は父親から北菱グループ関連各社の代表取締役や統括の座を次々に受け継ぎ、事実上組織のトップに立った。

　もともと北菱グループといえば、銀行や証券会社など金融系に強い企業を多く抱えていて、『北ほく菱りょう銀ぎん行こう』といえば、世界でも五指に入るメガバンクだ。

　加えて今年、日本一の経済団体とも呼ばれる『日にっ本ぽん経けい済ざい団だん体たい連れん盟めい会かい』、略して『経けい団だん連れん盟めい』の副会長に最年少で就任。次期会長との呼び声も高い。

　経団連盟の会長といえば、財界総理とも呼ばれる人物。政治、行政にも影響を及ぼすほどの立場にある。

　慶はその若さで、財界トップの座に王手をかけた。

　当初メディアは、慶の家柄と麗しいルックス、異例の若さから、揶や揄ゆの意を込めて『金融王』と報じていた。

　しかし、今や実力が伴い、誰も慶のふたつ名を茶化すものなどいない。名実ともに金融王と呼ばれるようになった。

　それが、美夕が慶に連絡を取らなかった理由だ。彼はとにかく忙しいし、簡単に手間を取らせていいような人間ではない。

　ちなみに、金融王の妻の存在はトップシークレットとされており、既婚者であることこそ知られているものの、相手について報道されたことはない。慶は関係者に厳しく緘かん口こう令れいを敷いているようだ。

「わざわざ呼び出して申し訳ありません。こちらから出向こうかとも思ったのですが、私が北菱家の敷居を跨またぐのは避けた方がいい気がして」

　美夕自ら離婚届を持って北菱家を訪ねてもよかったのだが、無駄に騒がせても悪いと思い、慶をここに呼び立てた。その方が、使用人が聞き耳を立てていない分、話しやすくもある。

　美夕がダイニングテーブルに緑茶を運ぶと、慶は「お前が茶でもてなしてくれるようになるとはな」と口の端を跳ね上げた。

　六年経っても嫌みな態度は変わらない。

「就職し、自活できるようになりました。もう生活資金は必要ありません」

　美夕はそうドライに言い放つと、テーブルの上に離婚届を広げ、正面のチェアに腰を下ろした。

「これまで養っていただいたことについては感謝しています。ですから、できる限りのお礼はさせていただきます。これはそのひとつだと思ってください」

　左手の薬指のリングを外し、離婚届の上に置く。

「私と、離婚してください」

　これこそ、彼が望んでいたことだと、美夕は思っている。

「これがお前の望みか。俺の妻になるには荷が重い、と？」

　慶はなにを考えているのか読み取れない表情で、じっと美夕を見つめている。

　荷が重いもなにも、妻として向き合う気がなかったのは慶の方だ。こちらが挑発されるいわれはない。

「あなたは最初から、私を妻として見る気なんてなかったじゃありませんか。私もあなたを夫だと実感したことはありません」

　冷静に反論すると、慶は美夕を見透かすように目を細くした。

「なら、どうして今まで男を作らなかった？」

「……え？」

　かりそめの夫婦とは言え、戸籍上は既婚者。浮気など考えもしなかった。

　だが、美夕の心中をなぜ慶が知っているのか。ぽかんとしていると、慶はため息とともに吐き捨てた。

「一応、桐江さんに見張らせていた。お前が不貞や犯罪行為に手を出さないように」

「……ああ、なるほど」

　美夕が法に触れるようなことをすれば、それは北菱家の不ふ祥しょう事じになる。

　念のため、桐江に美夕の行動を監視させていたのだろう。

「ですが、桐江さんと一緒に暮らしていたのは、二十歳までです。そのあとのことは、あなたも知らないのでは？」

「彼女だけはお前の携帯端末の位置を確認できるようにしておいた。男の家に泊まり込むようなことがあれば、すぐにわかる」

「え……」

　思わず自身の携帯端末を見る。そんな細工がされていたとは夢にも思わなかった。

「まあ、そんなことはどうでもいい。言いたかったのは、そのことじゃない」

「や、どうでもよくは――」

「夫へ操みさおを立てていたんじゃないのか？」

　不遜な笑みを浮かべて言い放つ慶に、美夕はごくりと息を呑む。

　もちろん人妻という自覚はあったから、軽々しく男性と交際をしようなどと考えはしなかったが、それ以前に、男性に対して興味が湧かなかった。

　美夕はこれまで、慶以外の男性を〝男〟として見たことがない。

　それは『操を立てていた』というより〝長い長い片想い〟――予期せず自覚し、美夕は恥ずかしさと苛立ちで頭に血が上る。

「こういうときだけ、夫ぶるなんてずるいのでは。私を妻だなんて思っていないくせに」

「そんなことはないさ」

　慶は左手を美夕にも見えるように掲げる。薬指にはまっていたのは、かりそめの結婚指輪。一瞬呼吸が止まる。

「っでは、あなたもこの六年間、私以外の誰とも関係を持たなかったというんです？」

　そんなわけがない、と美夕は心中で毒づいた。

　絶対絶対、女性がたくさんいるに違いない。こんなにもルックスが麗しく、唯ゆい一いつ無む二にの肩書を持つ男性が遊んでいないわけがない。そんなおかしな自信を掲げ、美夕が声を荒らげると。

「持たなかった」

　さらりと想定外の返答をされ、胸がざわついた。

「……嘘、でしょう？　そんなわけありません」

「お前、俺をなんだと思ってる？」

　慶はひくりと頬を引きつらせると立ち上がり、テーブルの反対側へ回り込んできた。

　美夕の隣のチェアに腰を下ろし、頬杖をついて覗き込んでくる。

「この六年間、誰とも寝ていない。おかげでフラストレーションが溜まってるんだ」

　艶っぽい眼差しとともに、美夕の顎をくいっと押し上げた。さりげない仕草で端正な顔を近づける。

　あまりの素早さと自然さに、警戒心すら湧き上がらなかった。

　唇が重なって初めて、自分はキスされたのだと理解する。

　キスとは、見つめ合って、了承し合って、目を瞑ってという三ステップを踏むものだと思っていた。

　それらを全部すっ飛ばされるとは考えてもみなかった。いや、そもそも離婚を提案した場で逆にキスを返されるとは、誰が予想できただろうか。

　美夕が我に返ったのは、さんざん唇の感触を堪能されたあと。慌てて「んんっ」と喉を鳴らしてもがき、慶の体を突き放す。

　唇が離れると、今度は慶の力強い眼差しに射貫かれる。

　突然女性の唇を奪ったにもかかわらず、悪びれもしない態度。それどころか、美夕を身の内に取り込もうとするかのように、蠱こ惑わく的てきな表情をしている。

　吸い寄せられて、受け入れそうになり――慌てて拒む。この男に愛などない。目の前の女をからかっているだけなのだと。

　気づけば手を振り上げ、慶の頬に向かってパンという軽快な音を打ち鳴らしていた。

「きゅ、急に、こんなことするなんて！　あなたって本当に……」

　離れた唇から温もりが消えない。生まれて初めて交わしたキスは、とても優しくて甘いと同時に、怒りや悔しさに満ちていて、思わず手の甲で唇を拭ぬぐった。

　――ちなみに、ポタージュスープを口移しされたことはあったが、あれを美夕はキスとカウントしていない。しないようにしている。

「妻にフラストレーションをぶつけるなんて、最低だわ！」

「……じゃあ、誰にぶつけろって言うんだ」

　慶は突然頬を叩かれたことに怒るわけでもなく、静かに不満を漏らすと、ため息を交じらせて立ち上がった。

「一週間、時間をやる。夫婦になるか離婚するか選べ」

　いつだって一方的な慶の言い草に、美夕の怒りは頂点に達する。

「あなたは勝手だわ！」

　玄関に向かう慶のあとを追いかけながら、美夕は六年分の怒りを爆発させた。

　ずっと妻を放置し、こんなところに閉じ込めていたくせに。気持ちをないがしろにするにもほどがある。

　この六年間、どんな思いで生きてきたか。

「私はこの六年、あなたからの愛情なんて、微み塵じんも感じなかったわ！　そりゃあ生活は保障されていたし、感謝もしてる、けれど……私は、そんなんじゃなくて――」

　もっと違うものが欲しかったのに。

　言いかけてハッとする。自分はいったい、なにを欲していたのだろうかと。

　慶はゆっくりと肩越しに振り向き、美夕が言えなかった言葉を口にする。

「愛されたかったのか？」

　静かに問われ、息が止まる。

　どうしてこんなにも怒りを感じているのか。慶に対して、憎しみにも恨みにも似た気持ちを抱いているのか。

　大切に匿かくまわれ、新たな人生を踏み出すきっかけをもらい、それなりに礼は尽くしてもらったはずだ。

　なのに、こんなにも踏みつけられたような気持ちになっているのは――。

　その答えをようやく知った気がして、美夕は胸が痛みだす。

「愛してやろうか？」

　振り向き、真っ直ぐな視線を向けてくる慶に、美夕は言葉を失う。

　素直に愛を乞こえば、もらえるのだろうか。

　六年分の寂しさをなかったことになどできない。だが、慶の誘惑を振り払えるほどの強い憎しみも、美夕は持ち合わせていない。

　初めて出会ったときから、美夕の中で〝男〟は慶だけだ。

「ようやくお前は一人前の〝女〟になった。俺と同じ土俵まで上がってきた、そうだろう？」

　慶の言葉に、大きく目を見開く。慶が初めて自分を〝女〟だと認めてくれた。同じ土俵に立っているとも。

「一応言っておく。俺はお前と離婚したいとは思っていない」

「そんな……どうして？」

　わけがわからず、美夕は首を横に振る。

　なぜ慶は自分をずっと手もとに置いていたのか。

　美夕が犯罪者の娘になった時点で、さっさと離婚して切り捨てることもできたはずなのに、ご丁寧に毎月生活費を仕送りし、記念日には贈り物まで用意して。

　それは美夕への同情や、世話になった先生への恩返しだったのだろうか。本当に？

「お前次第だ。せいぜい悩め」

　愛情の欠片も感じない、そっけない言葉。その裏側に優しさが隠れているのではないかと、美夕はどうしても期待してしまう。

　慶は再び背を向けると、玄関を出ていってしまった。

　あれだけ自立できる日を夢見て、必死にがんばってきたというのに。慶のもとを離れ、ひとりで生きていこうと決めていたのに。

（私は本当に慶さんと離婚したいの……？）

　六年分の決意はあっさりと覆くつがえされ、美夕はどうすればいいのかわからなくなってしまった。




　悩んでいる間に、一週間が経過した。

　美夕は決意できないまま、いつも通りの朝を迎える。今日は平日、これから出社だ。

　朝起きてすぐテレビをつけると、どのチャンネルも芸能人のスキャンダルで賑わっていた。

　人気女優が会社社長と不倫。しかも、社長の方は三カ月前に結婚したばかりときた。

「文嶺砲、決まっちゃってるじゃない」

　文嶺砲というのは、美夕の勤める文嶺出版が発行している週刊誌『週刊文嶺』が報じるスクープのことだ。

　社内でも関係者外秘の超極秘情報であるため、女性向けトレンド情報誌担当の美夕には当日まで情報が下りてこない。テレビを見て知ることも多い。

「今日はバタつきそう」

　急いでトーストとフルーツヨーグルトをお腹に流し込むと、パンツスーツに着替え高速でメイクを整え、家を出た。

　そんな日に限って電車は遅延。会議ぎりぎりの時間に出社すると、先輩の桃もも山やま舞まいと同期の青あお谷たに太た一いちはデスクでのんびりモーニングコーヒーを飲んでいた。

「会議はどうなりました……？」

「飛んだわよー。上層部が文嶺砲の後始末に駆り出されてるからね」

　猫のマグカップを傾けながら、桃山が気だるく答える。

　美夕がデスクに荷物を置くと、隣の青谷はモノトーンのストライプマグを口もとに運びながら、ぎょっと眉をひそめた。

「つか北菱、クマ、ひどくない？」

「え……そ、そうかな」

『夫婦になるか離婚するか選べ』――悶もん々もんと悩み続けて、最近は寝不足だ。

「確かにひどい。なにかあったの？」

「あー……先週、ちょっと旦那と話をしまして」

　ふたりの手がぴたりと止まる。美夕に旦那の話題はタブーであると、ふたりは知っているのだ。

「学生結婚したけど速攻別居状態になったっていう、例の旦那のこと？」

「とうとう離婚することになったんだ？」

　青谷はかねて『そんな男とはさっさと離婚するべきだ』と美夕に強く勧めていて、今も目を輝かせながら離婚報告を待っている。

　しかし、美夕は気まずそうに「あーそれがー……」と切り出した。

「むしろ、復縁を勧められまして……」

　桃山は驚いた顔、青谷は引きつった顔だ。

　美夕はこんなところで口にする話題ではなかったなと、少々後悔しながらデスクのノートＰＣを起動した。

「あれだけ自立して離婚するって息巻いてたのに、三み行くだり半はん、突きつけなかったんだ？」

　桃山の言葉に、美夕は「う～ん……」と悩ましげに答える。

　一番不思議なのは美夕自身だ。離婚を固く決意していたはずなのに、なぜ今さら考え直しているのか。

「北菱さんって、普段はけっこうしっかりしてるのに、旦那さんのことになると急にうじうじになるのね」

　会社ではしっかり者の美夕である。そもそも美夕はドライな性格で、大抵のことは『悩んでいても仕方がない』精神で乗り越えられてきた。

（こんなにも私ってうじうじしていたかしら……）

　割り切れないのは、慶に関することだけだ。

「つか、六年も放置で、相手はほかの女と遊びたい放題なんだろ？　そんなゲス男、さっさと捨てちまえばいいよ」

「遊んでないとは言ってた」

「信じんなよ！　嘘に決まってんじゃん」

　嘘なのかなあ？と美夕は首を捻る。とても嘘をついているようには見えなかったけれど、そう信じたいだけなのかもしれない。

「俺がその男に言ってやろうか？　『美夕さんはもうあんたに興味ありません』って」

「ややこしくなるからやめて……」

　青谷はやたらと慶を敵視する。それだけでなく、寂しいだろうからと気を遣って、美夕を食事に誘い、休日はレジャーに行かないかと頻ひん繁ぱんに声をかけてくる。

　とはいえ美夕は、慶以外の男性に深入りするつもりはないので、誘いを断るたびに申し訳なさを感じ、できればこれ以上誘わないでほしいなあとこっそり祈っていたりするのだが。

「もしかして、あれかな」

　桃山は興味でも冷やかしでもなく、名探偵が推理を披露するかのごとく人さし指を立てた。

「北菱さん的には、そう言ってもらえるのを待ってた、みたいな？」

　ドキリと心臓が大きく鳴る。

「え。嘘だろ」

　思わず青谷から視線を逸らす。

　違うと言えるだろうか。慶に夫婦として向き合うつもりがあると宣言されてから、美夕の心はぐらぐらと揺れている。

「北菱、そうやってすぐ許しちゃうのが、ダメ男にハマる女の特徴。不幸になるぞ」

　青谷の言葉が耳に痛い。慶にぞんざいに扱われていたと思う反面、最近では大切に守られていたのではないかとも感じる。

　惚れた欲目と言われれば、否定できないのだが。

（いやいや、惚れてなんてないわ。憧れていたのは、十六年も前。子どもの頃の話よ）

　美夕はＰＣに向き直り、ごちゃつく考えを振り払った。




　二十一時、夕食を食べてから帰宅すると、マンションの前に大きな引っ越し用のトラックが停まっていた。

　マンションから運び出される家具に見覚えがあり、まさかと蒼そう白はくになる。

　階段を使い三階まで駆け上がり、踊り場で足を止めた。

　やはり運ばれているのは美夕の部屋のもの。六年前、北菱家に帰ってきたら、自室が空になっていたことを思い出す。

「ちょっとすみません！」

　荷物を運び出す作業着の男性を押しのけて家の中に入ると、リビングの中央にスーツを着た慶の姿があった。

　美夕の姿を目にすると「ちょうどいいところに来た」と言って、左右の手にそれぞれ一枚ずつ、紙を掲げる。

「荷物の運び先を選べ」

　紙には地図が印刷されている。美夕は両方の紙を慶の手から奪い取り、わなわなと震えた。

「……というか、またあなたは私の承諾もなく勝手に荷物を運び出して」

　六年前は百歩譲って仕方がなかったと思っている。

　美夕はまだ社会に出ておらず、ひとりで生きていけなかったから、誰かの保護を受け、その結果振り回されても文句を言える立場ではない。

　だが、もう美夕は社会人だ。本人の承諾もなしに、立ち退きまがいの実力行使に出られるのは不本意である。

　と同時に、ここを追い出されるということは、慶が夫婦になるのをあきらめたのだと美夕は悟った。

（私、とうとう離婚するのね）

　悩みが晴れると同時に、いざ離婚を突き付けられると、なんともいえない虚しさが押し寄せてきた。

　美夕は、手もとの二枚の紙を見比べる。

　一枚目は南みなみ青あお山やま。最寄り駅は表おもて参さん道どうのようだ。住所に二十五階と書いてあるところを見る限り、高層マンションなのだろう。

　もう片方は南みなみ麻あざ布ぶ。言わずと知れた高級住宅街だ。

「両方とも、家賃が払えません」

　この人はもしかして庶民の給料を知らないのだろうか。誰もがひと月手取り五十万くらい軽くもらえると思っている？　美夕が胡う乱ろんげな目で睨み付けると、慶はやれやれと肩を落とした。

「南青山の物件は、離婚時の財産分与も兼ねてマンションを一室贈ろうと思っている。売れば億は下らない」

　億ションをくれようとしているのだと知り、美夕はかちんと凍り付く。羽振りがいいというかなんというか。そんなことを望んでいたわけではないのだが。

「麻布の方は、俺の自宅だ」

「え」

「成せい城じょうの実家は交通の便が悪いから、こちらをセカンドハウスにしている。セカンドと言っても、ほぼここで暮らしているがな」

　なるほど、それで慶はなかなか実家に戻ってこなかったのか、と今さらながら腑ふに落ちる。

　いや、腑に落ちている場合ではない、慶の自宅が転居先の候補に含まれているということは。

「言っただろう。俺と離婚をするか、名実ともに夫婦となるか、選べと」

　まだ慶は美夕を妻に迎える意思がある。

「私は……」

　思わず美夕は押し黙る。選べと言われた瞬間、意図せず胸が熱くなったのはなぜだろう。

（私は慶さんに、妻として受け入れられたいの……？）

　しばらく答えられずにいると、慶は短く息をついて、二枚の紙を美夕の手もとから奪い取った。

　そのうち一枚を引っ越し業者に手渡す。

「時間を取らせてすまなかった。南麻布に運んでくれ」

　南麻布――慶の自宅。

「待ってください、まだなにも答えて――」

「悩んだ時点で答えは出ている。嫌なら嫌と即答するはずだ」

　涼やかな表情で言い切って、慶は部屋を出ていく。玄関まで足を運んだところで、茫然と立ち尽くしたままの美夕を振り返った。

「なにをしている。来い」

「っ、本っ当に、勝手な――」

「文句なら車の中で聞いてやる」

　慶は玄関を出ると、美夕がついてきているのを目の端でちらりと確認しながら、携帯端末を耳に当てた。どうやら運送関連の手配をしているようだ。

「――北菱です。予定通り、そちらに荷物を運び込みますので、誘導をよろしくお願いします」

　予定通りという言葉にカチンときた。

「私、やっぱり、南青山のマンションがいいんですけれどっ」

　通話を終えた慶に、半ば意地になって口答えしてみると。

　突然、慶の腕が美夕の肩に回った。体を引き寄せられ、凛々しい顔がすぐ横に迫る。

　かたちのいい唇が、美夕の耳もとで低く甘いささやきを漏らした。

「あまり夫に寂しい想いをさせるな」

　慶の唇が美夕のこめかみに触れ、ちゅっという水音を鳴らす。

「……は？」

　心臓がばくんと膨張し、血液が沸ふっ騰とうするかと思った。反論が頭から吹き飛ぶ。

　強引にキスをされたときは怒りに任せて平手打ちができたけれど、こんなに優しくささやかれては、怒りようもない。

　恥ずかしくて悔しいのに、頬がふにゃふにゃと緩みそうになる。

　美夕は困りに困り果て、情けない顔を見せまいと、手の甲で口もとを隠した。

　慶は美夕の反応を見て、にやりと口の端を跳ね上げる。

　腕を解き、今の甘い態度はなんだったのかと聞きたくなるくらい、冷静につかつかと歩いていった。

（からかわれた？　バカにされたの……？　私は手のひらで転がされているの？）

　あの態度が美夕を黙らせるための演技だったのかと思うと、無性に腹立たしい。今さらながら引っぱたいてやりたい衝動に駆られる。

　ふたりはハイヤーの後部座席に向かい合って座った。美夕は進行方向を向き、慶は運転席を背にしている。

　運転席は仕切られているが、声はそれなりに届くだろう。

　文句を聞いてもらう約束だったが、他人に知られてはまずいような内容がてんこ盛りで、口を開くのがはばかられた。

「言いたいことがあるんじゃなかったのか？」

　こちらの気遣いなどおかまいなしに、慶は冷ややかな目を向けてくる。

「いいんですか？　他人に話を聞かれて」

　美夕がちらりと運転席を見やると、慶はおもむろに腰を浮かせ、美夕の隣にどっしりと座り直した。

「な、なんですか」

「他人に声が聞こえなければいいんだろう」

　慶は美夕の後頭部に手を回し、自身の胸もとに引き寄せる。ごつ、と慶の鎖さ骨こつに鼻が当たり、美夕は「ぶっ」っと声をあげて目を剥いた。

「なん、な、なん――」

「この距離で会話をすれば、運転席には届かない」

「だからって、こんな――」

「緊張しているのか？　十八のとき、下着姿で迫ってきた女と同一人物とは思えないな」

　慶がくくっと喉の奥で笑う。美夕は「迫っていません！」と大声をあげて否定した。

　さすがに運転席にも声が届いただろうが、運転手の後頭部は微動だにせず、ノーリアクションを貫いている。

　美夕は慶から距離を取り、反対側のウインドウに背中をくっつけるようにして睨んだ。

「どういうつもりですか。六年間も私を遠ざけておいて、今さら」

「あのときのことをまだ根に持っているのか？　十八の子どもを抱いたら犯罪だろう」

「結婚していたので、犯罪にはなりませんが」

「倫理的なことを言っている」

　慶が存外真面目な顔を向ける。強がっていた美夕だが、思わず黙り込んだ。

「拒否権もなく嫁がされ、父親はほどなく捕まり、帰る場所も失った。子どもを産めと命じられ俺に抱かれたところで、お前は納得のいく人生を歩めたのか？」

　ごくりと息を呑む。美夕は今の仕事が好きだ。あのとき、大人しく北菱家の嫁として収まっていたら見られなかった景色が今ここにある。

　そしてそれは、慶の思惑通りなのかもしれない。

「自分で道を選べる程度には、大人になったはずだ。俺に縋り付いて生きる必要も、もうないだろう」

　美夕はこくりと頷く。慶に依存するしかなかったあの頃とは違う。美夕はもう籠かごの鳥ではなく、自分ではばたくことを覚えた。

「あらためて選べ。この先の人生を、どうしたいか」

　美夕はきゅっと唇をかみしめる。

　結局、慶と向き合って気づいたことといえば、自分がいかに子どもだったか。慶と同じ土俵に立つために、必要な六年間だった。

「一カ月後、もう一度聞いてやる。この先も俺と一緒に生きていくか、ひとりで自由に生きるか。お前自身が選べ」

　強引に連れてこられたわけではなく、美夕の意思を尊重してくれているのだと気づき、口を噤つぐむしかなくなる。

　尊大でいじわるではあるが、筋の通った人だ。この人と口喧嘩をしても勝てそうにないと、予期せず思い知った。

　ほどなくして、車が南麻布に到着する。

　慶の自宅は高級低層マンション。メゾネットタイプで、二階建ての戸建てとそう変わらないように見えた。

　違いといえば、二十四時間対応のコンシェルジュサービスやデリバリー付きの高級レストランが併設されていることくらいか。

「二階に美夕の寝室と私室を作った。家具は基本新しいものを入れてあるが、もし前の家で気に入っているものがあれば言え。取り寄せる」

　前の家の家具はおしゃれで、すべて気に入っていたけれど、慶が用意してくれた新しい部屋の家具はいっそう洗練されていて、手を加える気も起きなかった。

　グレーを基調としたシックで落ち着いた寝室、ホワイトとライトブラウンでコーディネートされたシンプルな書斎。

　部屋の印象がぐんと大人っぽくなっている。以前が大学生の部屋だとしたら、今度は三十代、四十代でも使える女性の部屋だ。

（ちゃんと大人の女性扱いされている……）

　これを与えられたのだと考えると、不本意ながら嬉しかった。

「……気に入りました」

　素直に口にする美夕を見つめ、慶の目がほんのり柔らかくなる。

　言葉はなく、ただ眼差しをくれただけ。なのに、美夕の胸の中はふわりと温かくなる。

　住み替えが完了する頃には二十三時を回っていた。業者はこういった無茶な引っ越しに慣れているようで、短時間にもかかわらず収納まで完璧だ。

「今日はもう休め。引き続き文句があるなら、土日にゆっくり聞いてやる」

　慶はそう言って、美夕にタオルやバスローブのある場所を教える。

「明日の朝は会社まで送っていく」

「大丈夫です。広ひろ尾おの駅まで近いみたいですし、乗り換えの具合も確かめたいですし」

「忙しい朝に慣れないことをすると失敗するぞ」

「早めに出るので大丈夫ですよ」

　そう断りを入れ、美夕はバスルームへ。広々としたスペースに円形のバスタブ。丁寧に手入れされていて、どこを見てもぴかぴかだ。

　これが金融王のセカンドハウスか、と肩までお湯に浸かりながら息をつく。自分はその金融王の妻らしい。まったく実感はわかないけれど。

「慶さんこそ、私でいいのかしら……」

　小さな疑問がバスルームに反響する。

　慶は『お前自身が選べ』と言っていたけれど、慶にだって選択権はある。美夕がこの家にいて居心地が悪いと感じたら、離婚を考えるだろう。

「ちょっとは取り繕つくろった方が、いいのかしら……」

　よき妻の振りをした方がいい？と悩むが、それも長くは続かないだろうと嘆息する。

　ダメならダメ、そのときはそのときだ。

　慶に捨てられるという恐怖は、美夕にはなかった。むしろ、今一緒にいることの方が不思議なくらいだ。

　ありのままの自分でいようと心に決め、美夕はバスルームを出る。

「お風呂、いただきました」

　美夕がそう声をあげリビングに戻ると、慶はソファから「ああ」と雑に返事をした。

　大型モニターに経済ニュースを流しながら、膝の上のＰＣを睨んでいる。仕事でもしているのか、ノンフレームの眼鏡をかけていた。

　初めて見る眼鏡姿は知的で、余計に格好よく、洗練されて見える。

「眼鏡、かけるんですね」

「ああ、遠視だ」

　慶はＰＣをローテーブルに置くと、眼鏡を外した。

　キッチンに向かい「なにか飲むか？　ミネラルウォーター、炭酸水、シャンパンでもいいが」と声をかけてくる。

「自分でやります」

　慶を追いかけてキッチンに向かい、ふたりで冷蔵庫を覗くと、驚きの光景が広がっていた。

「飲み物しか……ない」

　端っこの方に、かろうじておつまみの生ハムとチーズを発見する。調味料は――なさそうだ。

「男のひとり暮らしなんて、そんなものだろう」

　本当にそうかしら？と美夕は懐疑的だ。だが、慶以外の男性を美夕は知らないので、なんとも反論できない。

「食事はどうされてるんですか？」

「デリバリーか外食」

　なるほどと納得すると、美夕は冷蔵庫の中からミネラルウォーターのペットボトルを選び取り、グラスに開けた。

　残りを冷蔵庫に戻そうとして、ふと手を止める。

「名前、書いておきます？」

「口つけてないなら、誰が飲んだっていいんじゃないのか」

「確かに」

「まあ、俺はつけるけどな」

　え、と美夕は固まる。今の無駄な会話はなんだったのだろう。

「今後はルールを決めないと」

「いいだろ夫婦なんだから、間接キスくらい」

「直接口をつけると、雑菌が繁はん殖しょくします。お腹を壊しますよ」

「じゃあ左側に置いとけ、俺は右に置く」

　なるほど、と美夕は飲みかけのペットボトルを左の扉のボトルポケットに立てた。

「同居生活って、大変そうですね」

「言っておくが、『同居生活』じゃなくて〝新婚生活〟だからな」

　慶はソファに戻り、再び眼鏡をかけ膝の上にＰＣを置く。

　美夕はグラスを持って、慶の斜め前のソファに座った。あえて正面ではなく、距離を保つ。

「私、ここにいても平気ですか？」

「好きにしろ。自分の家だろう」

「お仕事中でしたら、黙ってます」

「仕事中だが、喋りたければ喋れ。世間話程度なら応じる」

　ＰＣのキーボードを叩きながら慶は答える。

　仕事と雑談を同時にこなすなんて、器用だなあと美夕は感心しながら、真剣な表情の慶を眺めた。凛々しい顔を間近で拝めるのは新鮮で、そう悪くない気分だ。

「朝晩の予定を教えてもらえれば、朝食とか夕食とか、準備しますけど」

　慶の目線がちらりと美夕に向く。

「お前は使用人じゃないんだから、こっちの予定など気にしなくていい」

「そうですか」

　淡泊に返答しながら、これのどこが新婚生活なのだろうと息をつく。

　そんな美夕の考えを読んだのか、慶はふと顔を上げ、眼鏡を外した。

「……俺の予定は日ごとに変わる。だから合わせようとしなくていい。お前の予定は？」

「朝はだいたい八時にここを出て、夜は早ければ十九時には。毎月、校了前はいつも終電ですが」

「朝はお前と同じでいい。夜は早く帰れるようなら、あらかじめ伝えておくことにする。明日はおそらくだが、早く帰れるだろう」

　なんだかんだ言って、結局は教えてくれた。一応歩み寄る意思はあるのだと解釈する。

「お前も仕事があるんだ。無理に家事をこなさなくていい。ハウスクリーニングも頼んである」

　ＰＣに目線を落としながら、慶は言う。

　おそらく美夕の負担にならないように気を遣ってくれているのだろう。ぶっきらぼうな人だと、美夕は思った。

　優しいのか、冷たいのか、よくわからない。深く考えてくれているようで、相当自分勝手だとも思う。

　おそらく、慶の中ですべての事象に筋が通っているのだろうが、説明がないから横暴に見えてしまう。

（もしかして、優しいくせに、すごく不器用な人だったりするの？）

　これも子どもの頃に一度惚れた欲目だろうか。美夕の中には夫を信じてみたい気持ちが生まれつつあった。










第三章　六年越しの純潔




　翌日。ふかふかのベッドで目が覚めた。いつもとは違う光景に一瞬戸惑う。

「そうだった」

　ここは慶の家。

　目覚ましが鳴ったのは六時。慶の忠告もあり、慣れない朝に手間取らないようにと、いつもより早めに設定した。

　顔を洗いタオルで拭いていると、慶の姿が鏡に映り、美夕は慌てて振り向く。

「早いな」

「慶さんこそ」

「今日だけだ。七時半に朝食を食べに行く。そのまま出社させるつもりだから、準備をしておけ」

　自分に合わせて早起きしてくれたのだろうかと、美夕は少々驚く。が、お礼を伝える間もなく慶は行ってしまった。

　七時半、慶が案内してくれたのは、マンションの敷地内にあるレストラン。

　早い時間にもかかわらず、スーツ姿の男性やドレッシーな格好の女性など多くの住人が利用している。これから仕事や社交などいろいろと予定があるのだろう。みな見るからに富裕層といった出で立ちだ。

　慶はモーニングのセットひとつと、ブラックコーヒーを注文する。

　美夕の前に朝食を置かせると、自分はコーヒー一杯を口に運びながら、携帯端末に指を滑らせた。

「慶さんはなにも食べないんですか？」

「ああ。朝はいつもコーヒーだけだ。腹に溜まると頭が働かない」

　コーヒーだけならここに来る必要もなかっただろう。自分の朝食に付き合ってくれたのだと知り、美夕はわずかに申し訳なくなる。

　それにしても、頭を働かせたいという割には糖分のひとつも摂取しないのは矛盾していないだろうか。納得できずもやもやする。

「明日からは好きにするといい。ここで食べてもかまわないし、家に運ばせることも可能だ。ああ、クレジットカードを渡しておくから、生活費は――」

　もやもやが耐えきれなくなった美夕は、淡々と説明を始めた慶の前にフルーツの載った小皿を置いた。

「……なんだ」

「フルーツくらい、食べませんか」

「いらない」

「糖分を摂っておかないと、ご自慢の頭が働きませんよ」

　さらに慶の前にヨーグルトの小皿も追加する。

「腸内環境って大事なんです。脳のう腸ちょう相そう関かんって知ってます？　脳と腸は相互に影響し合っているんですよ。先日、雑誌でヨーグルト特集を組んだので調べたんですけど」

　慶は面食らったような顔をしたが、やがてくっくっと喉の奥を震わせた。

「お前、意外と強引だな」

「どうせあなたは、嫌なら突っぱねるでしょうし、遠慮する必要もないかと思って。うるさい女はお嫌いでしたか？」

「いや。文句のひとつも言わずに黙ってる女よりはずっといい」

　にやりと口の端を跳ね上げ、大粒のイチゴを手掴みで口に放り込む。

「ほら、これで満足か」

「ヨーグルトは？」

「お前があーんしてくれたら、愛情に免じて食べてやる」

「人前であーんだなんて、恥ずかしいとは思いませんか？」

「思わない」

　美夕はぎょっと眉を寄せる。

　思わずきょろきょろと周りを見回し確認した。席が離れていたりパーテーションで目隠しされていたりして、こちらに興味を示す者はいない。

　客はみな静かに朝食を摂っているし、スタッフは知ってか知らでか素知らぬ顔で給仕している。

　とはいえ、金融王が妻にあーんされている現場なんてスクープされたら、大事件に発展するのではないか。

　一応、マスコミに身を置く美夕としては、軽々しい行動は避けたい。

「私は恥ずかしいです」

　小さめのスプーンをヨーグルトの脇に置くと、慶はつまらなそうな顔をして息をついた。

「からかいがいのない女だ」

「からかってたんですか」

「お前が葛藤する様は見ていて割と楽しかった」

「からかってたんですね」

　美夕はふてくされながら、クロワッサンを大きめにちぎり口に運ぶ。サクサクふわふわ、バターの香りが強くてとてもおいしいが、心中は複雑だ。

「慶さんの分のヨーグルトとフルーツも買っておきますから、明日からは家で食べましょうね。あ、でも、あーんはしません」

「本当に強引だ」

　そうぶつぶつ文句を漏らすものの、慶はヨーグルトを綺麗に完食してくれる。

　なんだかんだこちらに合わせてくれることが、美夕は嬉しかった。




「おはようございます～……」

　こういう日に限って日ひ比び谷や線はまさかの遅延で、オフィスのある日に本ほん橋ばしに着いたのは定時ぎりぎりだった。

　広尾周辺は駅やバス停が密集している地域。探せば迂う回かい路ろもあったはずだが、慣れない土地で手間取ってしまった。

　二日連続で遅刻しかけたことに罪悪感を覚える。

「おはよ。朝からぐったりして、大丈夫？」

　桃山が猫マグを片手に尋ねてくる。青谷が離席中である今が好機だと、美夕は小声で事情を説明した。

「実は、夫と同居することになりまして」

「わぁお。っていうか、同居ってなに？　ごく普通の結婚生活に戻っただけじゃない」

「まぁ……そうなんですけどね……」

　事情が事情なだけに状況はまったく普通ではない。

「復縁おめでとー」

　桃山が能のう天てん気きにぱちぱちと手を叩く。

　あまり騒がれたくなかった美夕が「ちょ、桃山さんっ」と慌てて周りを確認すると、ちょうど通りかかったとんでもない人物と目が合ってしまった。

「そうか。北菱くんは旦那さんとうまくやっているんだね」

　にこにこ朗らかな笑みを浮かべながら近づいてきたのは、この文嶺出版を五十歳で立ち上げた代表取締役社長、高たか嶺みね紀き一いち郎ろう。

　パンツとジャケットが異素材でフォーマルながらもおしゃれな、こだわりのある格好をしている。線の細い金縁眼鏡がトレードマークだ。

　定時になるとこうして社内を練り歩き、社員に声をかけて歩くのが日課の、親しみやすい社長でもある。

「ああ……えっと、おかげさまで、はい」

　美夕は思わず口ごもってしまう。

　高嶺社長と初めて会ったのは、就職活動中だった約二年前、社長面接のときだ。

　そこで美夕は、自ら結婚していると告げた。隠していると、いざ就職して事務手続きをする際に婚姻歴がバレ、気まずくなると聞いたからだ。

　今は別居中であり、就職を第一に考えている、妊娠の予定はないと言い添えた。でないと落とされてしまうのではないかと怖かった。

　しかし、高嶺社長は『結婚している女性や子どものいる女性も、楽しく働ける会社がいいよねえ』とからりと笑った。

　美夕は不要な心配をしていたのだと気づき、肩の力が抜けた。高嶺社長にとっても美夕は印象的だったらしく、入社後も気にかけてくれている。

「よかったよかった。ちょっぴり心配していたんだ。若いのにもう別居なんて言ってたから」

　新卒の面接試験で『既婚者、しかも別居中』というカミングアウトは、五十年を超える人生経験があってもなかなかの衝撃だったのだろう。

　高嶺社長はのんびりとした様子で歩きながら、去り際にひと言ぽつりとこぼした。

「今年のパーティーは、ぜひ旦那さんも一緒に参加してくれ」

　美夕はぎょっとするも、社長はすでに隣のチームのメンバーに声をかけている。断るタイミングを逸してしまった。

　毎年秋に行われる文嶺出版の周年記念パーティーには、同伴者を連れてきてもかまわないことになっている。

　今年のパーティーは半月後と迫っており、美夕は連れていく相手もおらず、ひとりで参加しようと考えていた。

　慶を同伴者に――正直言ってとんでもない。というより無理だろう。あの忙しい慶が、そんな時間を捻ねん出しゅつできるわけがない。

　同伴が必須というわけではないのだから『夫は忙しくて連れてこられませんでした』と言い訳すれば問題ないはずだ。

　うん、そうしよう、と美夕は自分を納得させる。

　桃山が「私も会ってみたーい」と声をあげるが、美夕は「それはちょっと、無理だと思います」とやんわり断った。

　とにかく、青谷に知られては面倒だ。「青谷くんには言わないでくださいね」と念を押し、面倒事を頭の片隅に押しやった。




　十八時に会社を出た美夕は、自宅の最寄り駅で食材を買った。

　今日の夕食はハンバーグにしようと思っている。明日の朝食に使うパンや卵、フルーツやヨーグルトも購入した。

　あのドリンクしかない冷蔵庫を、もう少し生活感のあるものに変えていきたい。

　米や調味料も揃っていなかったことを思い出し、ひと通り購入する。

　大量の買い物袋を抱えて自宅に戻り、食材を冷蔵庫に詰め込むと、さっそく夕食作りに取りかかった。

　料理はひとり暮らし時代、桐江に叩き込まれたので自信がある。

　二十時過ぎ。帰宅してリビングに顔を出した慶は、ダイニングテーブルの上に並んだ夕食に目を見張った。

「わざわざ作ったのか？　仕事だったんだろう？」

「今日はほぼ定時上がりで時間があったので。こういう日くらい自炊しないと」

　さすがに残業後に手の込んだ自炊をしようとは思わないが、早く帰れた日くらいはがんばらなければと、美夕は自分に言い聞かせる。

　慶だからこそ、デリバリーだの外食だのと言うが、世のサラリーマン女子はそこまで羽振りがよくない。自炊が普通。

　なにしろ美夕はトレンド情報誌の編集者。ターゲットはごく普通の社会人女性で、ヨーグルト特集やら、おいしくて手軽なおうちレシピやらを取り上げる立場の人間だ。読者と感覚がズレてはいけない。

「……荷物を置いてくる。すぐ戻る」

　慶は自室に向かうと、ジャケットとネクタイを脱ぎ、シャツとスラックス姿になってリビングに戻ってきた。

　美夕も夕食のセッティングや料理の後始末が終わり、ダイニングテーブルに着く。

「いただきます」

　美夕が手を合わせたのを見て、慶も「いただきます」と箸はしを取る。

　慶はハンバーグに箸を入れて、ひと言。

「肉汁が出てきた」

「……？　そりゃあ、出ますよ」

　なにかおかしかっただろうか？　いや、ハンバーグに肉汁は普通だ。

　慶が無言で食べる姿を、美夕はドキドキしながら眺めていたが、やがて耐えきれなくなって尋ねた。

「どう、ですか？」

　慶はちらりと美夕の顔を覗き込むが、すぐにハンバーグに目線を落とした。

「うまい。正直、驚いている」

　美夕は心の中でガッツポーズをする。

　料理修業中、桐江においしいと言ってもらえたときも嬉しかったが、慶の言葉はいっそう胸に響いた。

「お前はなにもできない子だと、父親から聞いてたんだが」

「桐江さんに家事を徹底的に叩き込むように指示したのは、慶さんじゃありませんか」

「ひとりで生きるのに困らない程度に面倒を見てやってくれ、とは頼んだ」

　どうやら慶は、最低限の家事をこなせればいいと思っていたらしい。

　しかし、家事のプロフェッショナルである桐江から手取り足取り料理を習い、免めん許きょ皆かい伝でんしたのだから、こうなるのは必然。

「六年間、よくがんばったな」

　不意に慶が優しげな目をして、いたわりに満ちた言葉を投げかけてくる。

　いざ素直に褒められてみると恥ずかしいものだ。美夕は照れくさくなってうつむく。

「ほかに、なにが作れる？」

「なにがってわけでもありませんが……全般的にいろいろと。よっぽど凝った料理じゃなければ、作れると思いますけど」

「そうか」

　慶は端的に頷くが、表情はどこか満足そうでもある。

「……慶さんは、食べたいものはありますか？」

「全般的にいろいろと」

　美夕の言葉を引用して答える。

　興味がなくて濁にごしたわけではなく、美夕の作る料理がいろいろ食べたいのだと、そんなニュアンスを感じ取り、美夕は頬が熱くなる。

「いろいろ、作ってみます」

　こくりと頷くと、慶の口もとにはっきりとした笑みが浮かんだ。

「思っていた以上に、いい妻だな」

　思わぬ言葉に、胸にぽっと火がともる。自分が妻だと認めてもらえたような気がして、そこはかとなく喜びが湧き上がってくる。

　料理を作れることが、慶的にはよき妻の条件なのだろうか？　意外と胃袋を掴まれたいタイプなのかもしれない。

「か、家庭的な女性がお好みですか」

「そういうわけじゃないが」

　すん、と美夕は冷めた気持ちになる。では、今の『いい妻だな』はなんだったのか。

「どっちなんですか……」

　呆れた声でハンバーグを口に運ぶと、慶は涼やかに目を細めた。

「お前、毎日一生懸命プレゼントを贈ってくる、けなげな男が好みか？」

「え……いえ、毎日なんて、そんなにがんばってもらわなくて、けっこうです」

「だが、たまに贈られれば、ありがたいと思うだろう」

　ああ、なるほど、と美夕は腑に落ちる。慶にとって、料理はプレゼントのようなものらしい。

「がんばらない程度に作ります」

「そうしてくれ」

　慶は夕食を綺麗に平らげると、まだ仕事の続きがあるからと自室にこもってしまった。「片付け、手伝えなくて悪い」と律りち儀ぎに断りを入れて。

　いずれにせよ、自分で片付けようと思っていたので、なんてことはない。

（初めて、妻っぽいことをしたわ……）

　これが結婚生活というものだろうか。

　夕食を作って、おいしいと言ってもらう、あまりにもありふれた素そ朴ぼくな喜びに、胸がうずうずと騒いでしまう。

（……悪くはないかもしれない）

　結婚生活一日目、割と好調な滑り出しだ。

　まだ仕事をしている慶に悪いなあと思いつつも、美夕は先にシャワーを浴び、リビングでひと息ついた。

　ソファに座り、グラスにフォンダンウォーターを入れてローテーブルに置く。

　フォンダンウォーターとは、炭酸水にドライフルーツを漬け込んだもの。以前『お手軽な美容ドリンク』という紹介記事で雑誌に取り上げたことがある。

　ドライフルーツは朝食を食べたレストランで見かけてテイクアウトした。

　シャワーを浴びる前に漬け込んだのだが、フルーツの香りが炭酸水にほどよく溶け込んでおいしい。

　ようやく仕事を終えて部屋から出てきた慶が、美夕の手もとを見て「うまそうだな」とつぶやいた。

「ドライフルーツの炭酸割りです。ご興味あれば、お風呂上がりに飲めるように漬け込んでおきますけど」

「炭酸水より、ワインで割った方がうまそうじゃないか？」

「それ、サングリアですね」

「そっちで頼む」

　簡潔に指示して、慶はバスルームに向かう。しかし、美夕はワインセラーの場所こそ知っているものの、どのワインを使えばいいのかわからないと気づく。

「あのっ、ワインはどれを使えば――」

　慌てて追いかけると、開いたバスルームのドアからシャツを脱いで上半身をあらわにした慶と、ばっちり目が合ってしまった。

「ふ、服っ……！　というか、ドア！　閉めてから脱いでくださいっ」

「ん？　ああ。で、なんだって？」

「ワイン！　じゃなくて、まずは服を――」

　美夕は慌てて目を覆うが、慶は隠そうとすらしない。

「ああ、ワインか。適当に一本抜き取って使ってくれ」

「適当って……」

　銘柄などを聞く前に、バスルームから締め出されてしまう。

　美夕は渋しぶ々しぶリビングに戻り、部屋の奥にあるワインセラーの前に立ち尽くした。

　ラベルの銘柄を検索しようとしたが、ポルトガル語なのかスペイン語なのか、見たこともない文字が含まれていることに気づいて、調べるのをあきらめる。

　この中にはきっとものすごく高級なワインが含まれているに違いない。できれば安物を使いたいところだけれど……。

（というより、金融王のワインセラーに安物のワインが置いてあるわけないじゃない）

　下手をしたらすべてとんでもない額の代物だろう。

　意を決した美夕は、一番上にあった赤ワインを一本抜き取って、キッチンの引き出しで見つけたコルク抜きを突き刺した。

　生まれて初めてのワイン開かい栓せん。しかし失敗し、コルクが割れてしまう。

「わ……どうしよう」

　なんとか栓を抜いたものの、コルクはズタボロ。欠片が中に入ってしまったかもしれない。

「あー……ごめんなさい」

　ものすごく高級なワインだったらどうしようと、思わず謝罪の言葉が漏れる。

　だが、ここまで来たら後の祭り。美夕はグラスにドライフルーツとワインを投入し、冷蔵庫にイン。

　残りのワインをどうしようかと悩み、壊れたコルクの代わりにラップをかけようとしたところで、シャワーを浴び終えた慶が上質そうなシャツとイージーパンツを着て戻ってきた。

「ラップってお前」

　コルクが壊れたことは理解したのだろう。とくに文句を言うでもなく、笑いをかみころすような顔でボトルを持ち上げた。

「随分といいワインを出してきたな。値段、聞きたいか？」

　やはり高級なワインだったようだ。美夕は「できれば聞きたくありません……」と肩を竦すくめる。

「すみません。栓ができなくなってしまって」

「飲み切ればいい」

「一本、丸々ですか？」

「ああ。で、サングリアは作ったのか？」

　美夕が冷蔵庫からグラスを取り出してくると、慶は今度こそ「あっはっは」と声をあげて笑った。

「グラス丸ごと冷蔵庫か」

　なにがいけなかったのかよくわからず、美夕はキョトンと目を瞬く。瓶にでも入れるべきだっただろうか？

　すると慶は「ワインを冷やすならこれだ」と言って、大きなバケツのようなかたちをしたワインクーラーにたっぷりの氷を入れ、ボトルを突っ込んだ。

「ドライフルーツはまだあるのか？」

「はい」

　残りのドライフルーツを手渡すと、グラスに空けて、砂糖を振りかける。けっこうな量の砂糖だ。もしかして、甘党なのだろうか。

　慶はワインが冷えるまで待とうと準備だけ整えて、代わりに美夕が作ったサングリアをひと口飲んだ。

「おいしい……ですか？」

「ああ。だが、お前はやめておけ、少し渋い」

　もしかして、おいしくなかったのでは……？　少々不安になりながら、美夕は慶の正面にちょこんと座る。

「それと、敬語じゃなくていい」

「でも、十も年上ですから――」

「俺が十も年上のオジサンだから敬語を使いたいって？」

「そ、そんなこと言ってません」

　ぎろりと睨まれ、美夕は慌てて否定する。

　慶がオジサンだなんて思ってもない。こんなに秀麗で気品漂う紳士をオジサンだなんて誰が呼べるだろうか。

「なら敬語をやめろ。お前、口調だけは妙に丁寧だが、根はそこまで謙けん虚きょな人間でもないだろう」

　気の強い性格は見抜かれているらしい。困惑していると、ソファに深く腰かけた慶がわずかに目もとを緩めた。

「お前は、生意気なくらいの方がかわいらしい」

「え――」

「さ。そろそろ冷えただろ」

　慶はワインクーラーからボトルを取り出すと、布巾でサッと水気を拭き取り、ドライフルーツと砂糖の入ったグラスにワインを注いだ。

　マドラーでからからとかき混ぜ、グラスを美夕の前に置く。

「飲んでみろ。甘めに作ったから」

「わ、私……？」

　たくさん砂糖を入れたのは、美夕のためだったらしい。戸惑いながらグラスを口に運ぶ。

　果実の上品な香り、葡ぶ萄どうのツンとするような渋み。口に含むと、それらが口いっぱいに広がって鼻に抜けた。

　ワインはそこまで得意ではない美夕だが、フルーツと砂糖が多めに入っているせいか飲みやすい。大人の味ではあるが、おいしいと思えた。

「おいしいです」

「敬語」

「お、おいしいわ」

　慌てて言い直すと、慶は「よろしい」とつぶやいて、いじわるな笑みを浮かべた。

「明日の朝食はどうする。食べに行くか？　それともなにか買ってきたのか？」

「あ、買ってきたので家で食べ……る……」

　慌てて敬語を修正すると、慶は腕を組んでくつくつと笑った。

「わかった」

（外で食べたいって言ったら、また付き合ってくれるつもりだったのかしら？）

　慶と一緒に住むことで美夕の生活がガラリと変わったように、慶も美夕に合わせて生活スタイルを変えてくれている。

　申し訳ないような、ありがたいような――少し嬉しいような。

（慶さんの迷惑になっていないといいのだけれど）

　今のところ慶は、文句のひとつも言わず、いつも余裕綽しゃく々しゃくの顔をしている。

　複雑な気持ちを抱えたまま、美夕は渋くて甘いサングリアを飲んだ。

　結局、慶はワイン一本をほぼひとりで飲み干してしまった。

　美夕がサングリア一杯で顔を真っ赤にしているのに対し、ボトルを空けても平然としている。ザルというやつだろう。

　美夕が立ち上がりふわふわしながら自室に戻ろうとすると、腕を掴まれた。

「歩けるか」

「だいじょうぶ、これくらい」

　少しだけ視界が揺れている気がするが、部屋に行くくらい問題ないだろう。

　しかし、一歩を踏み出した途端、隣に立っていた慶の胸もとに吸い込まれていった。

（これは……もしかして酔っているの？）

　吸い込まれたのではなく、倒れ込んだのだと自覚する。

　慶は短く息をつくと、美夕の背中に手を当てた。腰を屈め膝の裏に手を差し入れ、勢いよく体を持ち上げる。

「きゃあ！」

「ベッドまで運ぶ、大人しくしていろ」

「大げさよ、おろしてっ」

　美夕は足をバタバタさせるけれど、慶はうっとうしそうに眉間に皺を寄せただけで、降ろしてはくれなかった。

「お前の父親も、酒に弱かった」

「それは……遺伝、ね」

　ふと美夕は、慶と父がどの程度親交を持っていたのか気になった。酔ってぼんやりとはしているが、一応頭は働いている。

「慶さんは、父と、親しかったの？」

　慶は答えないまま廊下を出て、美夕の部屋のドアを器用に開ける。部屋は暗いが、廊下から漏れる明かりがぼんやりと中を照らしている。

　美夕の体をベッドに横たえながら、慶はようやく口を開いた。

「父親を恨んでいるか？」

「なぜ？　そんなわけないわ」

「お前は父親に振り回されて生きてきた」

「父は悪くない」

　そのひと言で、美夕の気持ちは慶に伝わったようだ。父は無実であると信じている。悪いのは父ではなく、父に罪を着せた、世の中の方なのだと。

　慶の口もとがわずかに緩んだように見えたが、廊下の明かりが逆光になっているため、確信は持てない。

　慶のことは知らないことばかりだ。父との関係も、家庭教師と生徒の間柄だったとは知っているが、それだけにしては妙に親しい。

　仕事も、どんな幼少時代を過ごしてきたのかも、趣味や特技、休日の過ごし方も。

「慶さんを、もっと知りたい」

　素直な言葉が口をついて出たのは、酔っていたからだろう。

　寝転んだまま慶のシルエットをじっと見上げていると、その体がベッドに吸い寄せられるかのように倒れてきた。

「慶さん？」

　顔の横に肘を置かれ、美夕の心臓が速くなる。

　顔が近い。美夕の眼差しに応えるかのように、慶も無言で、じっとこちらを見つめている。

「キス、していいか？」

　慶の表情はよく見えなかったが、その声は艶っぽく優しかった。

　無理やりキスをされたことが二回ほどあったけれど、そのいずれとも違う雰囲気を感じ取る。

「なぜ？」

「……酔っているからだ」

　酒を理由にされ、そうなのかと納得した。

　酒は人を緩く、身勝手な生き物に変えてしまう。偶然、女性にキスをしたい気分になって、その近くに美夕がいたというだけだろう。

「俺もお前も、酔っている。どうせ、明日の朝には忘れてる」

　さっさと答えろとばかりに、慶が決断を迫る。

　素しら面ふに見える慶も、誰彼かまわずキスしたくなるほど酔っているようだ。

　明日には忘れているならいいかと、ぼんやり思う。

　美夕もまた、キスをしたい気分だったのかもしれない。それが酒のせいなのか、別の要因なのかは自分でもわからないが。

「なら、していいです」

　許可を与えると、雄々しくて精悍な影がゆっくりと近づいてきて、美夕の目の前を覆った。

　唇に柔らかくて甘い感触。

　それが、次第に強く深く交わって、一秒二秒と経つごとにわけがわからないほどめちゃくちゃに重なった。

　――いや、めちゃくちゃにしてほしいと願った。おそらく慶も、そうしたいと思ったのだろう。

　気まぐれにしては、まるでこうするのをずっと堪えていたかのような、情熱的なキスだった。

　慶の熱い手が美夕の頬に触れ、指先が耳をなぞり、髪をぐしゃぐしゃにかき乱す。

　喉の奥から「んっ……」と甘い吐息が次々と溢れ出し、沈黙を埋めていった。

　いつの間にか美夕の体の上に慶が跨っている。硬くて逞しい体が美夕の胸やお腹や太ももの柔らかい部分にぶつかって、心地いいとすら思った。

　気がつけば、美夕まで慶の背中に腕を回し受け入れている。

　彼の頭を抱き寄せ、その唇にかぶりつく。

　初めてのはずなのに、本能でできた。心地よくなる方法を、体は知っていた。

「なぜ……そんなにうまい？」

　慶が苛立ったような声で尋ねてくる。

「……そうなの？　わからない……」

　うまいと感じてもらえたならよかったと、美夕は安堵した。自分は慶に比べたら圧倒的に経験不足だけれど、一応は女性として見てもらえたらしい。

「初めてじゃないのか」

　慶の声に焦しょう燥そうが混じる。乱暴に口内を乱されて、怒りをぶつけられていると気づいた。

　浮気を疑われたのかもしれない。慶は美夕に対して興味がないとはいえ、自分の妻が不貞を働けば腹は立つようだ。少々不条理な気もするが。

「初めてよ」

　唇を離し、じっと慶を見つめ返す。慶の瞳がわずかな光を取り込んで、ちらちらと静かに瞬いている。

「……なら、いい」

　慶は納得すると、美夕の体から静かにどいた。

　衝動はもう収まったのか、美夕を置いてベッドから降りる。

「慶さん……？」

「続きは、素面のときにする」

　背中を向けたままそれだけ言い置くと、慶は部屋を出ていった。ドアを閉めていったので、部屋の中は本当に真っ暗闇だ。

　突然、激しいキスをお見舞いしたかと思えば、早々に立ち去った。なんだったのかしら？と、美夕は暗闇の中で天井を見上げる。

『続きは、素面のときにする』――慶の言葉が、頭の中で繰り返される。

（酔っているからするんじゃないの？）

　素面だったらこんな状況にはならない。ぼんやりとそう思いながら目を閉じる。

　慶も美夕も、明日の朝にはなにも覚えていないだろう。

　情熱的にキスを交わしたことも、不貞疑惑に腹を立てられたことも、このまま深く抱き合ってひとつになりたいと感じてしまったことも。

（どうせ、明日には忘れてしまうのだから……）

　ならばどうでもかまわないと自分を納得させ、美夕は目を閉じた。




　翌朝。ベッドから上半身を起こした美夕は、二日酔いでわずかに痛む頭を押さえ膝を抱えた。

（全然忘れてないんですけど……）

　キスの感触は唇にしっかりと残っている。

　彼の胸の逞しさも、圧しかかってくる心地よい重みも。額を撫でる彼の艶やかな髪も。闇の中で美夕を捕食しようとする、妖よう艶えんな光を携たずさえた眼差しも。

　なにもかもくっきりと記憶に残っていて悩ましい。

（翌朝には忘れてるんじゃなかったの……？）

　初めての本気のキス。初めての情事。

　エッチまでは至らなかったものの、美夕の中では大事件だ。

　口もとを押さえ目を閉じる。とにかく落ち着いてと自分に言い聞かせ、ベッドを出た。

　慶にとっては女性とキス、ハグなど日常茶飯事なのかもしれない。

　美夕だけ浮かれているのも恥ずかしい。

（冷静に。冷静な対応を……）

　そう心の中で呪文のように唱えながらリビングで朝食の準備をしていると、やがて慶も起きてきた。

　目が合って一瞬ドキリと身がまえるが、普段通りに見えるよう自然な自分を演じる。

「トーストとスクランブルエッグ、食べられそう？　食欲がないなら、ヨーグルトとフルーツだけ出すけれど」

「コーヒーさえあればいい」

「じゃあ、ヨーグルトとフルーツとコーヒーで」

「……人の話を聞いていたか？」

　慶はリビングを出て顔を洗いに行く。

　ダイニングテーブルにヨーグルトとフルーツを置いておくと、戻ってきた慶は食卓を見て物言いたげに笑った。強引だなと言いたいのだろう。

「今、コーヒー淹れるから待っていて」

「自分でやる。お前もコーヒーでいいなら、ついでに作る」

「……じゃあ、お願いするわ」

　ふたり、キッチンに並んで朝食の準備をする。

　気まずく思っているのは美夕だけなのだろうか。とても慶の顔を覗き込めない。

　コーヒーメーカーが起動して、ミルががりがりと音を立てる。

　コーヒーの抽出が終わるまでの五分間で、美夕は自分のトーストとスクランブルエッグ、簡単なサラダを用意した。

　美夕は自分の料理を、慶はふたり分のコーヒーを持ってダイニングテーブルに向かう。揃ってチェアに座り、コーヒーマグを口もとに運ぶ。

　挽き立ての豆の香ばしいフレーバーに、美夕の心はやすらいだ。

「おいしい」

「よかったな」

　慶はなんだかんだ言いながらも、ヨーグルトを口に運んでいる。

「……本当に嫌なら、食べなくてもいいけど」

「急に弱気になってどうした」

「一応、意見も聞いてみようと思って」

「脳腸相関、なんだろう？　妻の方針に従っておく」

　そう微笑をたたえ、今度はフルーツに手を伸ばす。イチゴにかぶりついた唇が、妙に妖艶に見えた。

　彼を眺めていると嫌でも昨夜を思い出して拍はく動どうが増す。

「あの、慶さん」

「なんだ」

「……なにも覚えてないわよね？」

「ああ。覚えてない」

　しらっと答える慶。

（絶対に覚えているじゃない……）

　美夕は心の中で盛大なツッコミを入れる。

「今夜は帰りが遅くなる。先に休んでいてくれてかまわない」

「そう。わかったわ」

「寂しいか？」

　慶の視線がちらりと美夕を探る。

　寂しいと言わせたいのだろうか。だが、その通りに言えば小馬鹿にするつもりだろう。いずれにせよ、美夕の性格では強がるしかない。

「ぜんっぜん。そんなんじゃっ」

「そうか」

　慶は一瞬目もとを緩め、マスカットを口の中に放り込む。見透かしたような表情が本当に腹立たしい。

　美夕はふたり分の食器を食洗機に放り込み、家を出た。




　その日の夜。シャワーを浴び終えた美夕は、ソファに座ってフォンダンウォーターを飲みながら深い息をついた。

　手にはインビテーションカード――文嶺出版三周年記念パーティーの招待状だ。

　ぜひ夫婦同伴でと言われたものの、さすがに慶を連れていくわけにはいかない。

　社員の中には、経済誌や報道を担当している人間もいる。見る人が見れば慶の素性など一発でバレてしまう。

　ただでさえ慶はルックスのよさと手腕で世間を騒がせている。気づく人間は多いはずだ。

「やっぱり、まずいわよね」

　美夕の夫が慶だということよりも、慶の妻が美夕だとバレる方がまずい。

　美夕の父は横領の罪で現在もなお服役中――犯罪者だ。この情報が世間に広まれば、慶に迷惑がかかる。

（私の父の件がまだ会社にバレていないこと自体、奇跡だけど）

　美夕が文嶺出版に入社した理由のひとつに、歴史の浅さがある。父が報道で非難されていたとき、文嶺出版はまだ存在しなかった。

　父を罵ののしった会社には、さすがの美夕も入りたいとは思わない。

「まあ、今年もひとりで行けばいいか」

　どうせ去年もひとりだったのだから。

　しかし、美夕がカードを封筒にしまおうとしたとき、背後から手が伸びてきた。

「なんだこれは」

　カードを取り上げられ、驚いて振り向く。

　そこにはスーツ姿の慶が立っていて、カードをまじまじと眺めながら「へえ」と眉を跳ね上げていた。

「け、慶さん、いつの間に帰ってきてたの!?　足音を消して忍び寄るのはやめて――」

「おかえりは？」

　自分こそ『ただいま』なんて言わなかったくせに。美夕は仕方なく「おかえりなさい」と答える。

「って、そうじゃなくて、カードを返して！」

　美夕は手を伸ばすけれど、慶はひょいっと身を翻ひるがえし、それを避ける。

「『同伴可能』と書いてあるが？」

　慶は目ざとく、その一文を拾って美夕に尋ねてきた。

「『同伴必須』ではないから大丈夫、なんの問題もないから」

「その場合、お前は誰を連れていくんだ？」

「誰も連れてはいかない。会社の独身たちと大人しくシャンパンでも飲んでるわ」

　ぴくりと慶が眉をひそめる。

「その独身たちは男なのか？」

「え……」

　ぱちりと美夕は目を瞬く。桃山に青谷、その他もろもろの顔を思い浮かべた。

「いろいろよ」

「行く」

「は？」

「同伴するって言ってるんだ」

　慶はカードに目線を落としたまま、懐から携帯端末を取り出し耳に当てた。

　わずかに聞こえるコール音、それが途切れると、慶は「俺だ」と雑に名乗る。

「二十三日の日曜日、日程を空けておけ。報道機関から問い合わせが来るかもしれない。妻の件だ。予定通り進めてくれ」

「ちょ、ちょっと慶さん!?」

　いったいなんのことを言っているのか。いや、そもそも妻の件とは。予定通りって？　不穏なワードが駆け巡っていた。

「お前の素性が表沙汰にならないよう手を回していたんだが、俺がそのパーティーに出席すれば、どうしても顔が割れる。掘り下げようという輩やからも現れるだろう」

「だから出なくてもかまわないと」

「これ以上隠すのは不可能だ」

　慶の警告に背筋がすっと冷える。六年も妻の正体を隠してきたのに、ここに来てどうしてあきらめるようなことを口にするのだろう。

　慶が少々面倒くさそうに説明する。

「一緒に住み始めた時点で、お前の情報が出回るのは時間の問題だった。ふたりで朝食を食べるだけでも噂は広がる」

　レストランに朝食を食べに行った日のことを言っているのだろうか。

　ほんの一瞬ではあったが、あの場に慶の顔を知る人間がいれば、調べられても不思議ではない。

「それに、今後ふたりで行動する機会も増える」

「……増えるかしら？」

「夫婦なんだから買い物や旅行のひとつも行くだろう。というか増やせ」

　慶が自分と出かけたがっているなど、美夕は予想もしなかったので、毒気を抜かれたような気分になる。

「でも……慶さんはいいの？　私は犯罪者の娘なのよ？」

　旧財閥の跡取り息子の嫁が、巨額横領事件を引き起こした元会社社長の娘。

　こんな衝撃的な事実が発覚すれば、間違いなくゴシップ誌の表紙を飾る。

　経営にも支障が出るだろう。不信感を抱く者も出てくるかもしれない。

　美夕が問いただすと、慶は不意に真剣な顔をして見つめ返してきた。

「お前の父親の仮釈放が決まりそうだ。内々の情報ではあるが」

「えっ……」

　身内の美夕ですらまだ知らされていない情報。おそらく特別なコネクションを使って仕入れたのだろう。

「罪を償い終え、事件は過去のものになりつつある。あれこれ言ってくる輩はいるかもしれないが、お前は胸を張っていればいい。それに――」

　言いかけて、慶は口を噤む。悔かい恨こんを思わせるような表情で「いや」と自分の言葉を切った。

　慶がこんなにも歯切れの悪い言い方をするのは珍しい。美夕は違和感を持つ。

　父の件でなにか隠していることでもあるのだろうか？

「とにかく、探られても問題ないように、秘書に対応を頼んだまでだ。お前はいつも通りにしていろ」

　慶はソファを回り込むと、ローテーブルにあった飲みかけのフォンダンウォーターを一気に飲み干した。思わず美夕は「あ」と漏らす。

「それにしても、パーティーとは急だな。なにを着ていく？」

「普段と同じでいいわ。私はスーツでも着ていくつもりだけれど」

　今年はレストランシップを貸し切っての船上パーティー。

　三年という節目でもあり盛大に行われるそうで、桃山も『新しいワンピース買っちゃおうかなー』などと張り切ってはいたが――。

「揃えて新調するか」

　慶が漏らしたひと言に、思わず「へ」と声を裏返らせる。

「次の日曜日、予定を空けておけ。買い物に出かける」

「そんな急に」

「デートの予定でも入っているのか？」

　慶がにやりと意地の悪い笑みを浮かべる。そんなものないとわかっていながら聞くのだから性格が悪い。

　仮に『入っている』と答えようものなら、浮気だと怒るつもりなのだろう。

「ああ、それから、来月の二十日、空けといてくれ」

「二十日？　いったいなにが……」

「今度は俺の会社の方でパーティーがある。社長夫人として出席してほしい」

　さらりととんでもないことを言い置いて、慶はリビングを出ていこうとする。

　本気で美夕を妻だと周囲に紹介するつもりだろうか。慶の隣を堂々と歩いていいのか――美夕は不安が拭えない。

「……そっちのパーティーこそなにを着ていけばいいの？」

　社長夫人として出席するのなら、安物のパンツスーツでふらっと顔を出すわけにもいかないだろう。それなりに着飾らなければ、慶が恥をかく。

　慶はドアの前で足を止め、顎に手を添えながらゆっくりと振り返った。

「そうだな……ルビーのネックレスでも着けていくか？」

　不敵な表情で言い置き、リビングを出ていった。

　ルビーのネックレス――懐かしい記憶が蘇り、胸が小さく疼うずく。

（初めて会った日のこと、覚えてくれていたのね……）

　まだ慶が十代だった頃。美夕を優しくエスコートしてくれた彼は、王子様のように見えた。

（今は王様ね）

　美夕の首にネックレスを着けて『とてもよく似合っているよ、お姫様』とにっこり微笑んでくれる姿なんて、今の慶からは想像もつかない。

　なにより、大人になった今、あんなにダイヤとルビーがごろごろ繋がったネックレスを身に着けたいとは思わなかった。

　今だからこそ、あのネックレスには億は下らない価値があるとわかる。

　宝石の値打ちもさることながら、何百年も前にヨーロッパで作られた由緒正しきネックレスらしい。

　そうとは知らず着けていたなんて、ゾッとする。

　しばらくすると、着替えた慶がリビングに戻ってきた。

　手には小さな紙袋をひとつ持っていて、美夕は首を傾げる。

「おい、美夕。寝酒に付き合え」

「えっ……昨日もけっこう飲んだわよ？　毎日飲んだら、体に悪いんじゃない？」

「いいつまみがあるんだが？」

　そう言って、慶が紙袋を持ち上げる。

「今日はシャンパンだ。相性のよさそうなフルーツを買ってきた」

「フルーツ……？」

「ひとつ三万円のマンゴー」

「いただきますっ」

　慶はキッチンに入ると、マンゴーをまな板の上に載せ、慣れた手つきで切れ目を入れた。

　食べやすくカットされたマンゴーとシャンパングラスがローテーブルに並ぶ。

（……もしかして、私が毎日フルーツを食べているから、フルーツ好きと思われたのかしら）

　朝は強引にフルーツを勧め、夜はドライフルーツ入りのドリンク。確かに美夕はここ数日、たくさんフルーツを食べている。

（ここで瑞々しい高級フルーツを買ってきてくれるなんて、本当にずるい）

　物に釣られたようで、妙に悔しい。とはいえ、食べないなんて選択肢はない。

　美夕は観念してソファに座ると、シャンパンで乾杯した。

　夫婦の晩ばん酌しゃくは存外楽しく、気分よく眠りにつくことができた。










第四章　触れられなかった理由




　日曜日。慶に連れていかれたとんでもない場所に、美夕は声をあげずにはいられなかった。

「どうしてこんなことになったの……？」

　高級な百貨店に外商部隊がいるという話は美夕も知っていた。

　セレブな顧客を特別室に招き、一般客には勧めないような何百万円のブランド品や何千万円の宝飾品を提案する。

（それにしたって、これはないんじゃない……？）

　案内された先は、そもそもデパートの中ではなかった。

　ホテルのスイートルームを借りての試着会。

　それも、服を買いに来たはずなのに、なぜか美夕は高級フルーツの盛り合わせやキャビアのカナッペ、フォアグラのブルスケッタなんかをいただいている。

「パーティードレスを新調しに来たはずよね。どうしてお食事を……」

　外商部員が準備をしている間に、美夕は声をひそめて慶に尋ねる。

「サービスの一環だろう」

「こんな高級な食べ物、サービスでいただいていいの？」

「申し訳なく思うなら買ってやれ。向こうは購買に繋げようと必死なんだ」

　買ってやれと簡単に言うけれど、いったいいくらするのだろうか。自分の給料で買える額だとは到底思えない。

「どれが気に入った？」

「それは……どれもおいしかったけど」

「ならひとつずつもらおう」

「えっ――」

　慶はスタッフを呼びとめ、これとそれと、と気軽にオーダーしていく。

　美夕はこんなに買って大丈夫なのだろうかと蒼白になりながら見守る。

　しかし、素直に尋ねては金融王の嫁はケチだなんて悪評が立ちかねない。

　シャンパンをいただいていると、ようやくドレスのカタログが出てきた。スタッフの背後には大量のハンガーラックとドレスのサンプル。

「最低でも三セットは新調したい。オーダーメイドのものと、揃いのブランドのもの――美夕はブランドの希望はあるか？」

　美夕はぶんぶんと首を横に振る。

　社長令嬢からすっかり庶民派に鞍くら替えした美夕は「安いもの！」と声高に訴えたいところではあるが、慶に恥をかかせてしまうので口にチャックをした。

「なら、彼女を中心に見立ててもらえるか。彼女のドレスに合わせて俺のスーツを決める」

「かしこまりました」

　フォーマルなもの、カジュアルなもの、フェミニン、キュート、セクシー、様々なコンセプトのドレスが寝室に運び込まれた。

　美夕はスタッフの手を借りて試着し、慶のもとへ。慶は即座に「購入する」「似合わない。別のものを」と判断してくれる。

　美夕が「これは似合っているのかしら？」「ちょっと微妙？」と感じたものは、慶も候補から外してくれる。ふたりの美的感覚は一致しているようだ。

　ときおり、「お疲れになりましたでしょう？」とスタッフがシャンパンやフルーツを勧めてくる。マッサージも勧められたが、さすがにそこまでお願いするのは気が引けて、丁重にお断りした。

　購入した服は四着。いずれもハイブランドのドレスやワンピースで、それらに合わせて靴やバッグもコーディネートした。

　加えて一着、オーダーメイドでドレスを作るという。

「来月のパーティーは、マスコミにも写真が出回る」

「それでオーダーメイドを？」

「どこのブランドのいくらの服だのと、暴かれても面倒だろう。いっそオーダーメイドの方が気楽だ」

　デザイナーが生地や色、かたちのサンプルを見せてくれる。

「これなんか綺麗じゃない？」

　美夕が心引かれたのはシルクタフタ――表面に光沢があり、艶やかな生地だ。その中でもシャンパンピンクを選ぶと、慶は難しい顔で首を捻った。

「似合うのは間違いないが、若さが際立つ。見た目も実年齢も若いんだ。軽く見られるのは嫌だろう。もう少し落ち着いた色の方がいい」

　ただ似合うか、綺麗か、それだけではない。慶は美夕の見せ方を考えているのだと気づき、ハッとする。

「同じパステルカラーでも、ライラックなら淑しとやかに見えるだろう」

　慶の提案に、デザイナーは色味の異なる布見本、それも紫系のものを選び取ってテーブルに並べる。

「でしたら、アメジストカラーなどもいかがでしょうか。深いお色みが上品に映るかと思いますが」

「色がきつくないか？　あまり派手なイメージも与えたくない」

「でしたらシンプルにピンクベージュなどは。先ほど奥様にお選びいただいたシャンパンピンクより、ぐっと茶色みが強く落ち着いた印象でございますので、肌の白さもよく映えるかと」

「そうだな。美夕はどうだ？」

　尋ねられ、むむむっと顎に手を添える。

　色の好みではなく、どう見られたいか、慶の隣にいてどう映りたいか、そう考えてみると、美夕が選んだ色はこれまでとはまったく違っていた。

「この色はどう？　ミントグリーン」

　スカイブルーとライトグリーンを混ぜ合わせ、グレーを足したような色。

　色だけ見れば地味だが、生地には真しん珠じゅのような優しい輝きがあるので、華やかに見えるだろう。

「暖色系がいいんじゃなかったのか？」

「……ちょっと頭よく見えたいので、寒色系に」

　慶がぶはっと笑った。これまでで一番の大爆笑だ。

「……なにが言いたいのかしら？」

「知的に、な。お前がそんなことを気にしているとは思わなかった」

「だって、慶さんの隣に並ぶなら……」

　若くて、ちゃらちゃらしていて、頭の悪そうな女に見られたくない。慶の隣で、自分も凛と立っていたい。

　そんな美夕の意を酌くみ、慶はドレスのかたちを変更したいとスタッフに申し出た。

「Ａラインのドレスという話だったが――もう少し落ち着いた印象にしたい」

「スレンダーラインも上品かと思いますが、知的な印象であれば、パンツタイプも可能でございます」

　スタッフがカタログを広げて説明しながら、ペンでデザインを描き足していく。

「シルクタフタのワイドパンツでしたら、ドレスのような優雅なシルエットを作りながらも、華美になりすぎないかと」

「上半身をもう少し女性的にできないか」

「ウエストに大きなリボンと、波打つようなラッフルフリルで装飾を施して、その分、肩回りをすっきりさせてはいかがでしょう。デコルテは出してもかまいませんか？」

　スタッフのお勧めはビスチェタイプ、それも胸のラインをハートにカットするとぐっと女性的になるという。

　胸の膨らみがくっきり出て、かなりセクシーな印象だ。ボトムがパンツだから、そのくらい女性的でもバランスが取れるとスタッフは言うのだが。

「これはやめてくれ」

　慶がいまだかつてないほど険しい顔でＮＧを出す。

「露出はさせたくない。肩も……なるべく出さない方向で。首回りが重いというのなら、せめてボートネックで」

　そういえば慶が選んだドレスは、首もとの露出が少ないものばかりだった。ラウンドネックやホルターネック、あるいは、レースで肩回りが覆われていたりだとか。こだわりだろうか。

「あ。レースのＶネックなんか綺麗じゃない？」

　美夕が口を出すと、鋭い目つきで睨まれた。

「やめてくれ。胸の谷間が見える」

　きょとんとして美夕は目を瞬く。

　まさか、妻の胸の谷間をほかの男に見せたくないと考えているのだろうか。

　いや、慶に限ってそんな小さいことは言わないだろう。美夕は考えを振り払った。

　きっと肌を露出すると子どもっぽく見えるからとか、そういう理由だ。

「では、レースで目隠しをしながら、軽さも出していきましょう。そうすると、ラッフルもレースで作った方がよろしいかと――」

　ここまで細かい注文に応えるデザイナーは大変だなと、美夕は尊敬の目を向ける。

　なんとか美夕の分のオーダーを済ませ、次は慶の番。スタッフたちは女性用のドレスを部屋の外に運び出し、男性用のスーツを搬入する。

「美夕。お前はサロンで待っていろ」

　ホテルに併設されているエステサロンで時間を潰すよう勧められるも、美夕は断った。

「私も慶さんが試着するのを見ていたい」

「他人の試着なんて見ていても退屈だろう」

「でも、慶さんだって見ていたわ」

「それは俺好みに仕立てたいからだ」

　さらりと独占欲をちらつかされ、美夕は頬が熱くなった。もしかして、胸もとへのこだわりも、単なるほかの男への牽制だったりするのだろうか。

「わ、私も、慶さんを好みに、仕立てたい……」

　尻つぼみに訴えると、慶は顔を伏せ、肩を震わせた。笑っている？

　美夕がムッと頬を膨らませると「ならそこに座っていろ」と慶がソファを指さした。ホテルのスタッフに「ティーセットを持ってきてくれ」とオーダーする。

　ケーキと紅茶でも運ばれてくるのかと思いきや、豪華な三段のケーキスタンドが運ばれてきて、美夕は目を丸くする。

　慶は淡々と試着を進めていく。ブラック、グレーの定番フォーマルスーツから、柔らかくて華のあるイタリアンスーツ、かっちりとして紳士的なブリティッシュスーツまで、どれも似合っていて、美夕は口出しのしようがない。

「男性のスーツって、どれも同じに見えていたけれど、こんなにも種類があるのね」

「で、どれが似合うんだ」

「全部似合ってるわ」

　美夕の率直な感想に、慶がげんなりとした顔をする。

「お前、戦力になっていないぞ」

　もともと慶はモデルのような高身長に長い手脚、すっと伸びた背筋、どんな服も映える美形の見本のような顔立ちをしているのだから、似合わないスーツを探す方が難しい。

「試着したもの、全部素敵だから、安心して選んでもらっていいわ」

「なら、お前のドレスに色が合うものを選ぶ」

　結局美夕はちょこんとソファに座ってケーキを食べていただけ。

　慶を自分好みに仕立て上げるという概念は間違いで、慶はすでに自分好みに仕立て上がっているんだわと美夕は実感した。

　ようやくドレス選びが終わったかと思えば、今度は違うスタッフが部屋を訪れる。

「まだなにかあるの？」

「次は、懇意にしている宝石商だ」

「ほ、宝石商!?」

「加工済みのものもあれば、加工前のルースの状態で買いつけることもできる」

　宝石までオーダーメイドなのかと美夕は眩暈を覚える。

　小さい頃、美夕が見せてもらった通り、北菱家は高価なジュエリーをたくさん所蔵しているから、慶のこだわりも強そうだ。

「ドレスに合わせてジュエリーを選ぶだろう？」

「そんな当然のように言われても」

　どんなドレスにでも合う汎はん用よう的なジュエリーを選ぶのが正しいと思って生きてきた美夕にとって、目から鱗の理論だ。

　慶はすでにジュエリーに仕立て上がっているダイヤやパール、サファイアなどのネックレスやピアスを数点購入した。

「奥様によくお似合いです。こちらはパーティー用でございますか？」

　あまりにもたくさん買うものだから、宝石商もにこにこ顔だ。

「ああ。妻は公の場が初めてだから、私の方が張り切ってしまっている。最高のもので飾ってやりたい」

「北菱様は愛妻家でいらっしゃいますね」

　美夕は横で会話を聞きながら、拳をきゅっと握る。

（慶さんが愛妻家……）

　ふたりで暮らし始めるまで、慶を夫として考えたことなど一度たりともなかった。

　しかし、ここ数日は、一緒に食事をしたり、眠る前のささやかなひとときをともに過ごしたり――。

（まるで本当に、私のことを大切にしてくれているかのように……）

　慶の言動一つひとつを振り返るたびに、胸がざわついてくる。

　美夕を細やかに気遣い、よく笑みを浮かべ、よくからかい、愛情を持って接してくれているのだと、否が応でも気づいてしまった。

　慶は最後にエメラルドを見せてほしいと頼む。

「あのオーダーメイドのドレスには、エメラルドが映えそうだ」

　先ほどふたりでオーダーしたシルクタフタのパンツドレス。確かにミントカラーにはエメラルドがよく映える。

「エメラルドといえば、北菱家に立派なネックレスがありましたよね」

　子どもの頃の記憶を辿って口にすると。

「……お前はけっこう大胆なことを言うな。五億のエメラルドネックレスを着けたいなんて」

　五億!?と美夕は仰ぎょう天てんする。というか、言っていない。着けたいなどとは、決して。

「大変恐縮ですが、五億のお品に匹敵するエメラルドの取り扱いは……」

　宝石商が申し訳なさそうに額の汗を拭う。

「気を遣わせてしまってすまない。そのエメラルドは、曾そう祖そ父ふの代からある家宝のようなものなんだ」

「なるほど。奥様を最高に美しく飾り立ててくれますね」

　すっかりあのエメラルドを着ける流れになっている。美夕は背筋にひやりとするものが走った。

　五億の家宝だなんて、傷つけたり落としたりしては大変だ。そんなものを身に着けたら、生きた心地がしない。

「……先ほど買ったダイヤのネックレスだけれど、汎用性が高いと思うの。ミントのパンツドレスにも、きっとよく似合うわ」

　やんわりとエメラルドを着けたくない旨を伝えると。

「あのエメラルドを披露することによって、話題が美夕の過去から北菱家の資産に逸れるかもしれない。加えて、妻が家宝を身に着ければ、嫁として快く迎え入れられていることもアピールできる。使えるな」

　家宝をマスコミ対策に利用するようだ。そういえば、子どもの頃の美夕にルビーを着けてくれたときも、社交に利用していた。

　四時間にもわたる長い買い物を終えて、ふたりはそれぞれ別のソファにもたれかかり、ふうっと大きく息をついた。

　身も心も疲れ果て、美夕はころんと体を横たえる。

「疲れたなら、寝室で休むといい。泊まっていくか？」

「チェックアウトは何時？」

「決まっていない」

「アバウトなのね……」

　きっと一般客がするような時間の精算とはまた違うのだろう。慶にとってなにが大事でなにが当たり前なのか、美夕にはさっぱりわからない。

「このホテルには世話になっている。たまに泊まってやらねば」

「そうやってあなたは、経済を回しているの？」

「もったいないとでも言いたいのか？」

　慶が立ち上がり、美夕のそばまでやってくる。美夕の頭のすぐ隣に腰を下ろし、穏やかな表情で見下ろす。

「違うわ。私にはよくわからないことばかりだもの。口出しなんてできない」

　あきらめたように目を閉じると、不意に頭を優しく撫でられた。

　ゆっくりと目を開けると、慶の大きな手が美夕の額に乗っていて、その奥には感情の読み取れない真っ直ぐな瞳があった。

「いじけるな」

「いじけてなんかないわ」

　もしかしたら、いじけていたのかもしれないけれど、と美夕は思う。

　慶が違う世界に住んでいる人なのだと、今日、あらためて実感してしまった。

　慶はおもむろに立ち上がると、美夕の前に膝をついた。美夕の背中と膝の裏に手を差し入れ、横抱きしようとする。

「ま、待って！　どうしてそうなるの？」

「寝室に運ぶ。大人しくしていろ」

「今日は酔っていないから大丈夫よ、ちゃんと歩けるから――」

「暴れるな。重い」

　乱暴に言いくるめ、慶は美夕を寝室へと運び、ベッドに横たえた。

　否が応でも思い出されるのは、キスをした夜のこと。

　あの夜は酔っていて、お互い勢いのままに抱ほう擁ようし、唇を重ねてしまった。今は軽くシャンパンこそ飲んだものの、なりふりかまわなくなるほど酔ってはいない。

　だからこそ、『続きは、素面のときにする』という慶の言葉に胸がざわついてしまうのだが。

　慶はあの夜のように、美夕の顔の横に肘を置き、影を落とした。

「どうした？　緊張しているのか？」

　からかう慶の言葉はいつも通りだけれど、口調はわずかに硬く、目に笑みは浮かんでいない。

　もしかして、慶も緊張しているのだろうか。

　まさかね、と美夕は考えを振り払う。慶が自分のような小娘ごときに緊張するなど、ありえない。

「緊張することなんて、なにもないもの」

　強がってにっこり微笑むと、慶はようやくお決まりのいじわるな笑みを浮かべた。

「そうだった。なにも覚えていないからな」

「ええ。覚えていないわ」

　お互い微笑み合うも、どうして慶は自分の上からどいてくれないのだろうと、美夕はそわそわしてくる。

「……俺も今日は疲れた。あんなにも真面目に女性の服を選んだのは、初めてだ」

　慶は大きく息をつくと、そのまま美夕の上に倒れ込んだ。美夕が「ひゃっ」と声をあげると、体をどけて真横にごろんと転がる。

　ただ慶の逞しい腕だけが、美夕のお腹の上に乗っている。

　重いと文句を言おうとしたけれど、そこまで心地が悪くないと気づく。

　腕に手を添えると、美夕を抱く力がわずかに強くなった気がした。

「……わからなくていい。そばにいろ」

　それは、先ほど美夕が『よくわからないことばかり』といじけたことに対する答えだろうか。

　ぶっきらぼうで、その言葉自体に優しさなど感じないのに、美夕の胸はふわふわとして浮き上がりそうになる。

「そばにいるわ」

　こちらまでぶっきらぼうに返すと、やがて慶の寝息が頭の上から聞こえてきた。本当に疲れていたらしい。

　こんな状況でよく眠れるものねと、そのふてぶてしさに恨み事を言う。

　美夕は緊張でドキドキして、とても眠れそうにないのに。

　それでもこうして慶を近くに感じられるのは、とても幸せだと思えた。




　文嶺出版主催の船上パーティー当日。

　レストランシップが埠ふ頭とうを離り岸がんする。レインボーブリッジや東京ゲートブリッジをくぐり抜け、東京湾をぐるりと巡りクルーズする予定だ。

　十月下旬、夜は上着がないと肌寒い。

　ジャケットを着て現地に向かった美夕だが、船内に入り上着を脱ぐと、鮮やかなロイヤルブルーのカクテルドレスが参加者たちの目を釘付けにした。

　カジュアルなパーティーということで、あえて高級感を出しすぎないように気をつけたのだが、ホルターネックのドレスはファッショナブルかつエレガント。どうしても周囲の目を引く。

　加えて、ダイヤとサファイアが連なるネックレスやピアスは、ちょっとしたおめかしと言いながら軽く百万円は超えている。

　極めつけは慶の存在。その姿を目にした社員たちの反応はあからさまだった。

　すれ違う誰もが二度見する。中には慶の顔を知っていて、指をさしてひそひそ話をする者も。

　カメラマンは社員よりも慶に向けてパシャパシャとシャッターを切っている。

　慶もフォーマルになりすぎないよう、カジュアルめなライトグレーのイタリアンスーツをさりげなく纏っているのだが、彼の全身から迸ほとばしる気品を抑え込むことはできなかった。

　船の一階は立食パーティーの会場になっていて、広々とした大ホールに豪勢な食事とドリンクが並んでいる。

　奥には舞台が設置されており、マイクスタンドが複数立っていて、のちほど役職者からの挨拶があるそうだ。

　二階、三階にもデッキがあり、休憩スペースとなっている。

　目立たないようにデッキの隅っこに移動して、かねて夫が見たいと漏らしていた桃山にいざ慶を紹介すると、彼女はかちんと凍り付いて機械のようにぎくしゃくと挨拶した。

　青谷ももろもろ予想外だったのか、ぽかんと口を開けている。

「ねえ北菱さん。旦那さんのご実家って、まさかあの……」

　どうやら桃山は慶の顔を知っていたらしい、ひそひそ声で美夕に尋ねてきた。

「ええと。たぶんご想像通りかと思います」

「嘘……超絶玉の輿こしじゃない……どうしてうちの会社なんかに入社しちゃったの？　遊んで暮らせばよくない？」

「いろいろとありまして」

　まさか離婚前提で就職していたとも説明できない。

　そして、桃山と美夕がこそこそささやき合っている傍かたわらで、青谷は慶にガンを飛ばしていた。

　青谷は身長一七〇センチ程度、対する慶は一八〇を軽く超えている。

　どうしても青谷は慶を見上げるかたちになるのだが、そのしゃくり上げるような眼差しは決して友好的とは言えなかった。

「あなたが美夕さんとずっと別居していた旦那さんですか」

　普段、青谷は美夕を名前で呼ぶことなどないのに。絡むような声が聞こえてきて、美夕も桃山もぎょっとして振り返る。

「君は――」

「美夕さんと同期の青谷と申します」

「そうですか。妻が世話になっています」

　慶が人当たりのいい笑みを浮かべる。

　その表情からは、他者になにを言われても挑発になど乗らないという大人の余裕が滲み出ていた。

　しかし、青谷にとってはその悠ゆう然ぜんとした態度がいっそう憎らしく感じられたようだ。

「離婚するとばかり思っていたんですが。どうしてのこのこと夫面してこんな場所に？」

　美夕は慌てて「青谷くん!?」と割って入った。桃山も放ってはおけないと思ったようで「ちょっと落ち着こうか」と青谷をなだめる。

「あなたを見て、家に帰ってこないっていうのも納得しました。その顔じゃ、遊び相手がたくさんいそうですよね」

「……なにか、誤解しているようだが」

　ゆったりと微笑をたたえて、慶が反論する。

「外に女性がいたから家に戻らなかったわけではないよ。仕事で国外に出ることも多くてね。美夕は社会に出て間もない。私の都合で連れ回すわけにもいかないだろう」

　一応公の場ということもあり、表情を崩さずやんわり応じてくれている。

　しかし、心中ではすでに臨りん戦せん態たい勢せいを取っているのだろう。いちゃもんをつけられたまま、慶が黙っているはずがない。

　口論がエスカレートする前に止めなくてはと、美夕はハラハラする。

「そんなの言い訳だ。釣った魚にいつまでも餌えさをやらないで、彼女がずっとついてくると思ってるんですか？　おめでたいですね」

「青谷、なんてこと言ってんの！」

「このくらいはっきり言ってやった方がいいんですよ、桃山さん」

　制止する桃山の手を青谷は振り払い、慶に詰め寄る。

「俺、美夕さんと親しくさせてもらってます。言葉通りの意味じゃないってわかりますよね？　美夕さんの心は、もうあなたにない。さっさと離婚してほしい」

「青谷くん……!?」

　もちろん、青谷の話は事実とは異なる。

　なぜそんな嘘をついてまで慶にかみつくのか、美夕は理解できず混乱する。

　この行動は青谷の正義感や親切心からくるものなのだろうか、それとも……？

　穏やかな表情をしていた慶だったが、とうとう口もとの笑みが消えた。

「それは妻に対する侮ぶ辱じょくか？」

　ぞっとするほどゆったりとした低音が慶の口から放たれる。

　その眼差しを見て、青谷も美夕も背筋をひやりと冷たくする。

「釣った魚？　私は妻をそのように思ったことはないよ。他人の心を掌しょう握あくできるものだと考えているとしたら、それは傲ごう慢まんとしか言えないな。美夕はいつだって自由に選択している」

　慶は再び余裕の笑みをたたえる。

　場の空気は凍て付いたままだが、美夕の胸には熱いものが込み上げていた。

『美夕はいつだって自由に選択している』――確かに慶は、いつでも美夕に選択肢を与えてくれる。逃げ場を用意した上で、先に進む覚悟はあるかと問いかけてくる。

　心も、行動も、拘束されたことは一度もない。

　どんな道を進もうと、いずれも納得の上で美夕が選んだものだった。

「それに美夕は君のような子どもと遊ぶほど浅はかではないよ。彼女の心に鍵をかけた覚えはないが、それでも彼女はずっと、私のそばにいることを選択してくれる」

　慶の腕が美夕の肩に伸びてくる。きゅっと抱き寄せ、自身の胸の中に置いた。

　その言葉が演技なのか、本気なのかはわからないが、慶が見せつけた揺るぎない信頼は、美夕にとって救いだった。

「それと、ひとつ忠告しておこう。後学のために覚えておくといい」

　美夕に甘い表情を向けたまま、ちらりと横目で青谷を睨み付ける。

「仮にだが、君が不倫をしていたとして、それを口外するのは自身の首を絞しめるだけだ。既婚者と知りながら侵害した時点で損害賠償責任が発生する。私には君を訴える権利があり、君は必ず裁判で負ける。どんなに正当性を訴えたとしても、だ。不倫における裁判は、いずれも原告が勝訴するようにできていると理解しておきなさい」

　慶はいつもいじわるを言って美夕を困らせるけれど、本当に愛情がこもっていないとこんな声になるのだなと、美夕は初めて知る。

「慶さん……」

　怒っているのだろうか？　おずおずと覗き込むと、慶は人好きのする顔でにっこりと笑い、優しい夫を取り繕った。

「たとえ話だよ。君の浮気など疑っていない」

　優しく頭をひと撫でして、額に口付けるジェスチャーをする。

　もはや桃山も青谷も、慶にどうこう口を出す気力など残っていない。

　そこへ軽快な声が割り込んできた。

「そこにいらっしゃいましたか」

　粋なチェック柄のスーツに身を包み、今日も金縁眼鏡をかけた高嶺社長が、満面の笑みを浮かべてこちらにやってくる。

　四人の間に漂っていた張り詰めた空気が払拭された。

「本当に旦那様を連れてきてくれたんだね。北菱くん、ありがとう」

　そう言って美夕に笑顔を送ると、高嶺社長は慶に向き直った。

「文嶺出版の代表取締役社長を務めております、高嶺と申します。北菱様、本日はようこそお越しくださいました」

「お招きいただき感謝申し上げます。妻がいつも世話になっております」

　ふたりは固く握手を交わす。さすがにマスコミ業界に長く身を置くだけあって、高嶺社長は慶の顔を知っているようだった。

（驚いてはいないようだけれど……）

　もっとびっくりした顔をされると思っていたのだが、ポーカーフェイスが上手なのだろうか、あるいは――。

「北菱くんにはいつもがんばってもらっています。帰りが遅いので心配されているのではないかと」

「いえ。私としては、好きな仕事に思う存分取り組んでもらいたい。それが妻の幸せで、ひいては私の幸せでもあります」

　慶の言葉が本心に思えて、胸の奥に熱い風が吹きつける。

　笑顔も、言葉も、取り繕っているものだと理解しているはずなのに、なぜか美夕の心にストレートに突き刺さってくる。

「コネを使うようで申し訳ないが、私個人としてはぜひ北菱様に、弊社の経済誌にご登とう壇だんいただきたい。オファーをさせてもらってもよろしいでしょうか」

　高嶺社長はちゃっかり取材を取り付けようとしている。

「私にできることでしたら、ご協力させていただきます」

　慶たちが会話している横で、唯一慶の正体を知らずにいる青谷が眉をひそめていた。経済誌？　オファー？　いったいなんのことを言っているのだろう？と。

「青谷。北菱さんの旦那さん、北菱グループの代表。わかる？」

　桃山が耳打ちすると、ようやく思い当たったのか、青谷は頬を引きつらせた。

「北菱グループって……まさか、北菱銀行の？　金融王？」

「わかったら、もう二度とかみつかないで。うちの会社、潰されちゃう」

　桃山に半眼で睨み付けられ、青谷はようやく自分がしでかしたことを自覚したようだ。青い顔になって、足音もなく、すーっとその場を立ち去った。




　一階のパーティー会場にて乾杯と社長の挨拶、立食の懇談を終え、レストランシップは埠頭に着岸した。

　社員たちが近くの駅に向かって歩き出すのをよそに、慶は車を呼びつけて、美夕とともに後部座席に乗り込む。

「あの……慶さん。今日は付き合ってくれてありがとう」

　青谷との一件があってから、妙に気まずい。慶は「ああ」と短く応じると、そのまま黙り込んでしまった。

（まさか怒っているわけじゃないと思うけれど……）

　慶の気分を害してしまったことは間違いない。申し訳なく思いながら、美夕は大人しく自宅に着くのを待つ。

　家に到着してそうそう、慶はリビングのソファに深く座り、ネクタイを緩めながら苛立った声をあげた。

「あの男はなんなんだ。知ったような口を利いて」

（やっぱり怒ってた……！）

　上着を脱いだ美夕は、ドレス姿のまま慶の隣に腰かけ、なんとかなだめようとする。

「あの、ごめんなさい。私が青谷くんに別居していると言ってしまったから」

「あの男と付き合っていたのか？」

「ち、違うわ！」

　まさか本気で疑っていたとは。美夕は慌てて首を横に振る。

「だいたい、私の行動は桐江さんに監視させていたんでしょう？　男の家に泊まり込んだりしないよう見張ってたって、あなたが言ったんじゃない」

　不貞など働いていないと、慶が一番よく知っているはずなのに、なぜ疑うのか。

　しかし、慶は気まずそうに目を逸らす。

「ずっとお前を見張っていたわけじゃない。学校の中や会社の中でなにをしていようと、俺は知ることができないし、手出しもできない」

　その声が妙に自信なく聞こえて、本当に慶の口から出たものかと疑いたくなった。

　いつも威厳に満ちていて、揺らぐことのない慶とは思えないくらい――弱気だった。

「人の心は掌握できない。お前をあの家に閉じ込めたのは俺だが、心まで閉じ込めておくことはできない」

「閉じ込めるだなんて……！」

　今ならわかる。慶は美夕を閉じ込めていたのではない、守ってくれていたのだ。

　そして、自由を与えてくれた。好きな学校に行って、好きに働いて、自分のやりたいことを実現できるように。

「青谷くんに自信満々に言ってたじゃない。妻は俺を選んだって」

「自信満々に見えたか？　光栄だな。役者になれそうだ」

　慶の手が美夕の頬に伸びる。

　切なげな眼差しは、まるでこっちに来てくれと祈っているようで、美夕の体は自然と吸い寄せられていった。

「なんだか、慶さんらしくない」

「俺はどんなふうに見えているんだ？」

「ふてぶてしくて、王様気取りで、高慢で――」

　慶がふっと笑みをこぼす。美夕の背中に手を回し優しく引き寄せると、その腕に抱き込み、首筋で弱々しい声を漏らした。

「悪い。少し、嫉妬した」

　慶の腕の中で美夕は目を瞬く。

　嫉妬するほど自分に執着していたのだと知り、たまらなくなって目の前のジャケットをきゅっと掴んだ。

　向けられたのは負の感情なのに、不思議と嬉しく感じられる。

　触れ合う体が温かくて心地いい。なぜだかとても安心した。

「そういえば、約束していたな。結婚生活を続けるか、離婚するか、もう一度問うと」

「……今さらそんなことを聞くの？」

　周囲の人々に慶を紹介した以上、逃げる道などないのに。

　そもそも、もう美夕は慶から逃げ出したいとは思っていない。

　もっと彼の近くに踏み込んでいきたいと、そんな希望すら抱き始めている。

「まだ離婚する気はあるか？」

「わかっているくせに。わざわざ言わせるなんてずるいわ」

　縋るような目で見つめて、退路を断つのもずるい。

　美夕が顔を上げると、慶の余裕のない眼差しが近づいてきて、その唇を欲しがった。

「悪かった。もう二度と聞かない」

　そうささやくように言い募り、美夕の唇をふさぐ。強く抱き寄せられ、同時に美夕も慶の首筋に手を回した。

　慶は美夕の体を自分の上に乗せ、大きなソファの上に転がる。

　ようやくこの身を慶が受け入れてくれたと実感して、美夕は安堵を覚えた。

（ああ、私は、慶さんに閉じ込めてほしかったのね）

　これまでたくさんの自由と選択肢を与えられてきたが、一度も妻でいてほしいと懇願されたことはなかった。その身が欲しい、愛しているとも。

　自分は女性として、妻として、求めてもらいたかったのだとようやく気づく。

　慶へ抱いていた憎しみは、自身への不ふ甲が斐いなさだったのだ。慶を虜にするほど美しい女性であればよかったのに、見た目も年齢も足りなかったから。

「慶さんは？　私でいいの？」

　二度、三度と口付けを深めながら尋ねる。

「最初から、お前以外見ていないと言っているだろ」

「全然言ってないわ」

「言った。六年も女と寝てないって」

「……本当だったのね」

　思わず答えると、慶が耳じ朶だにかぶりついてきた。美夕は「きゃんっ」と子犬のような声をあげる。

「お前が大人になるのを待っていた。そろそろ役目を果たしてもらおうか」

　美夕の顔が真っ赤に染まる。男性経験は少ないが、その言葉の意味がわからないほど子どもではない。

「私、初めてなの。ええと……大丈夫かしら」

「十八の頃の、あの勢いはどうした」

　慶がくつくつと笑う。下着姿で夫の帰りを待っていた日を思い出して赤面する。

「あのとき抱いてくれなかったから、私、すごくこじれたのよ。六年間、あなたと離婚することしか考えられなかった」

「それは悪かったな」

　慶は悪びれることなく謝罪をすると、ソファから起き上がり、美夕を横抱きにした。

　美夕ももうじたばた暴れたりはしない。観念して運ばれるのを待つ。

　向かった先は慶の寝室。初めて入るその部屋は、シンプルで物が少なく、ただ大きなベッドが真ん中に置いてあるだけ。

　そこに美夕を寝かせ、貪むさぼるような眼差しを向ける。

「今抱いてやるから、安心しろ」

　艶っぽい吐息に首筋をくすぐられ、ぞくりと震え身をよじる。まるで六年分の緊張が押し寄せてきたかのようにドキドキする。

　慶は美夕の肩にするりと手を滑らせた。冷えた肌が温められ、ぞわりと粟あわ立だつ。

「あの、慶さん、待って……」

「なんだ、鳥肌を立てて。もう感じているのか？」

「ち、違うの、これは普通に生理現象！」

「性欲も生理現象だろ」

　いじわるにそう言って、慶が粟立った肌に唇を這わせる。

　余計にぞくぞくと痺しびれが走り、思わず「あっ……」と吐息を漏らした。

「今のは、絶対、感じたよな」

「違うっ……今のは、その、くすぐったかったの！」

「これは？」

「……ぁんっ」

　慶は唇と指先を這わせ、美夕をいたぶっていく。いつの間にか背中のチャックが下ろされ、下に着ていた白いレースがあらわになっていた。

　慶も自身のジャケットを脱ぎ捨て、緩んでいたネクタイを引き抜く。シャツのボタンをひとつ、ふたつと外し、逞しい胸を晒した。

　彼の肌を目にした瞬間、美夕の息遣いが激しくなる。

「よく見たい。手をどかせ」

　美夕が胸の前でクロスする手を、慶は剥ぎ取ろうと腕を掴む。

「焦らすな」

「焦らしてないわ、本当に恥ずかしいの」

「今さら恥ずかしがるなよ。六年もこうされるのを待っていたんだろ」

　見透かすような言葉をかけられ、美夕の顔に熱がこもる。

　白い頬がみるみる赤く染まっていくのを見て、慶は一瞬目を丸くしたが、やがてぷっと吹き出した。

「し、失礼ね、人の顔を笑うなんて」

「違う」

　慶が破顔して美夕の上唇にかみつく。

「かわいい」

　そうささやいて、美夕の腕の隙間から手を滑り込ませ、胸に触れる。

　今度こそ隙をつかれ、無防備に「あんっ……！」と甘い嬌きょう声せいをあげた。力が抜け、手脚の筋肉が緩む。

　慶は美夕の腕を掴み上げると、レースの下着の上から丁寧に唇を這わせ、昂らせた。

　細い体をくねらせ悶もだえ、小鳥のようなか細い悲鳴をあげる美夕に、慶は「くっ――」と余裕のない声を漏らす。

「どんな拷問だ。耐えられなくなるだろ」

「え……な、に……？」

「これ以上煽るな」

「きゃっ――」

　腰に絡み付いていた美夕のドレスを剥ぎ取り、床に放る。

　ああ、三十万のドレスがぐしゃぐしゃに――と美夕は胸が痛んだが、悠長に浸る時間を慶は与えてくれない。

　下着のさらに下に指を差し入れ、美夕を快楽へと押し上げる。

　全身の触覚が数倍に膨れ上がり、過敏に慶を感じていた。

「だめ……慶さん……っ」

　かろうじて体を隠していた下着を奪われ、残ったのは胸もとにあるダイヤとサファイアのみ。

　体中が火照って熱い。

　顔だけでなく、触れられた部分がすべて薔ば薇ら色に染まっていく。

「俺がどれだけ、我慢したと思ってる」

　慶はなぜか悔しそうにささやいて、自身のスラックスを下ろした。

「いつから、我慢してたの？」

「お前が下着姿で待っていたときから」

「それって」

　慶に冷たくあしらわれた、一番最初の夜。あの日の悲しみを思い出し、じんわりと目に涙が溜まった。

「どうして、あのとき、抱いてくれなかったの？」

　涙声で尋ねると、慶は動揺したように喉を鳴らし、苦悩の表情を浮かべた。

「それくらい、わかれ」

　美夕の目尻を指先で拭い、体を重ねる。

　温かな慶の素肌が、官能とともに美夕の体を包み込んだ。

「大事だからに、決まってるだろ」

　ぼんやりとした頭で慶の答えを聞き、目を瞑る。あの日、美夕は拒まれたのではない。守られたのだ。

　愛されていた――実感が湧いてくるとともに、慶を強く抱きしめたい、抱きしめてもらいたいと愛おしさが溢れ出てくる。

「慶……」

　大きく手を広げ、自身の内側に慶を招き入れた。きゅっと抱いて、もう離すまいとしがみつく。

　慶は求めに応え美夕を激しくかき抱くと、ようやく男として、夫として、妻の体に愛を注ぎ込んだ。










第五章　不器用な寵愛




　朝五時。目を覚ますと、隣に慶が眠っていた。

　服は着ておらず、昨夜のまま、艶やかで筋肉質な肌を晒している。

　美夕自身も服を着ていないと気づき、慌てて纏うものを探した。

　床のドレスを拾おうと手を伸ばしたとき、反対側の手を掴まれる。

「行くな」

　寝ぼけまなこの慶が美夕の体を引き寄せ、自身の胸の中に押し込んだ。

「あの、慶さん？　月曜日よ。シャワーを浴びて支度しないと」

「まだ五時だぞ。もう少し抱かせろ」

　慶の腕が美夕を逃すまいと絡み付いてくる。逞しい腕に抱き留められ、ひと晩寝て落ち着いたはずの鼓動がまた騒ぎ出した。

　しかし、背後ですぐに寝息が聞こえてきたので、心が落ち着いた。どうやら抱かせろというのは、単純に抱き枕が欲しかっただけらしい。

　気が抜けた美夕はふうと息をつく。

　抱き枕にしたって、求められるのは悪くない気分だ。

（昨夜は、妻として求めてもらえたし……）

　思い出すだけで充足感に包まれる。愛されたという事実があるだけで、世界が明るく見えてくる。

（なんだか、すごく幸せ……）

　慶の唯一の女性であることが、こんなにも嬉しく感じられる。美夕の中ではっきりと、慶への愛がかたちになる。

　いつまでもこの腕を解いてほしくないと願った。




　美夕が出社すると、オフィスはちょっとした騒ぎになっていた。美夕のデスクの周りを見覚えのない社員が囲んでいる。

「北菱さん！　久しぶり、週刊文嶺編集部の廣ひろ田ただけど、覚えてるかなあ？」

「はい、お久しぶりです」

　あまり関わりのない部署で、正直記憶がおぼろげだが、よくよく思い出してみれば、新人歓迎会で軽く言葉を交わしたような気もした。失礼がないように挨拶を返す。

「昨夜は驚いたよ。名字でまさかとは思ってたんだけど、ご主人があの北菱慶さんだったなんて」

「驚かせてすみません」

「いや、それなんだけどね」

　廣田が身を乗り出す。美夕はなにを聞かれるのだろうとハラハラしながら応じた。

「調べてみたんだけれど、北菱慶さんってパートナーの情報を公にしてないんだよね。今後公表する予定なら、ぜひうちから記事を出せないかなって。もちろん、プライベートな部分には気をつけるし、好意的な記事にするからさ」

「あ、ええと……夫も会社の方でいろいろと準備をしているようなので、相談させていただきます」

「よろしく頼むよ！　あ、これ、俺の連絡先」

　廣田は美夕に名刺を押し付けて帰っていく。横で傍観していた桃山が「おはよー」と声をかけてきた。

「さっき『マネーランナー』の編集長も来てたわよ。あとでまた来るって」

「そうでしたか……ありがとうございます」

　マネーランナーとは文嶺出版が発行している経済誌だ。ビジネスリーダーや経営者、投資家などを取り上げ報じている。

　高嶺社長もそこに慶の取材記事を載せたいと、パーティーで漏らしていた。

（やっぱり、放っておいてはくれないわよね）

　身内にとんでもない金ヅルがいる――と言うと下品だが、利用できるものは利用しなくてはと思っているだろう。

「それにしても、旦那さんと仲がよさそうで、ちょっぴり安心した」

「へ？」

　思いがけない桃山の言葉に、美夕は声を裏返らせた。

「寄りを戻したって言ってたあたりから、北菱さん、顔色がいいもんね。憑き物が落ちたっていうか」

「そう……ですか？」

「ちょっと表情が明るくなった気がする。ね、青谷くん」

　我関せずといった具合にＰＣと向き合っていた青谷が、声をかけられピクリと反応する。

　ずっと聞いてはいたのだろう、少々不満顔で「そうですかね」と曖昧な返事をした。

「あー青谷くんね、昨日、北菱さんの旦那さんにコテンパンにやられてから、ずっとああなんだ」

「っ、放っといてください！」

　青谷はくわっとかみついて、ＰＣのディスプレイに顔を埋めた。

「……なんであんなオッサンとずっと一緒にいるんだか。六年も放置されたってのに」

「いや、オッサンって、あんたよりはるかにイケメンで大金持ちだからね？　結婚するなら間違いなくあっちだよ」

「し、失礼ですね！　桃山さん！」

　美夕はふたりのやり取りを困惑しながら見守る。

　席に着いてＰＣを立ち上げていると、桃山が「でも、気づいた？」と美夕と青谷を交互に見た。

「旦那さん、北菱さんのことすっごいガードしてたね」

「え？」

「北菱さんに男性社員が近づくと、しっかり腰に手を回して『俺のモノだ！』みたいにアピールして。あれ、冷静そうに見えて内心すごく嫉妬深そうっていうか。北菱さんをめちゃめちゃ大事にしてるやつだと思う」

　まったく気づかなかった美夕は、ぽかんと口を開く。

　たまに腰に手を回されたのは覚えているけれど、単に手持ち無沙汰なんだろうなあくらいに思っていた。

　自覚した途端、急にのぼせたように顔が熱くなってくる。

　そんな美夕を目にして、桃山はにやりと笑みを浮かべた。

「あーあ。あの顔。青谷、完敗だね」

「うるさいっすよ！」

　青谷は小さく背中を丸めて、ＰＣのキーボードをダダダダダと叩く。

　美夕は自身の頬に触れ熱を確かめて、恥ずかしいところを見せてしまったなあと反省した。




　慶は高嶺社長からオファーされた経済誌の取材を受け、その中でパートナーの存在についても軽く触れた。

　週刊誌の取材は断った。慶いわく、あくまで自分は経営に携わる人間であり、芸能人とは違う、私生活を明かすつもりはないとのこと。

　美夕の情報については、個人が特定されないように、慶の秘書がきちんと管理し、取り扱ってくれている。

　そして前回のパーティーから一カ月後。『北ほく菱りょう生せい命めい』の代表就任記念パーティーが開かれた。

　これまで慶の父親が代表を務めていたが、代替わりし、慶がトップに就任する。

　会場は都内にある格式高いシティホテル。大ホールを貸し切って、大勢の関係者を招いてパーティーを執とり行う。

　関係者というのは、単純に北菱生命の経営に関わる人間だけでなく、政治家や投資家、弁護士など、なにかしらの縁を持ち北菱生命の財政を支えている人々。

　出席者名簿を見た美夕は、あまりに豪華な面々に関わりたくないとすら思った。

　しかし、慶はパーティーの主役。妻として表に立つ覚悟をした美夕には、避けて通れない道だ。

　美夕は、慶に見立ててもらったミントカラーのパンツスーツに、北菱家家宝のエメラルドネックレスを合わせて出席した。

（気が気じゃない）

　とくに胸もとの五億円が。保険はかけてあると言われているが、こんなある種の爆弾を身に着けて一日過ごさなければならないのは、正直つらい。

　だが、このエメラルドが美夕を助けてくれると慶は言う。会話の糸口にもなるし、美夕を印象づける手助けにもなると。

　そして、凛としたパンツスーツは、美夕に自信を与えてくれた。

　上質な衣服は、見た目以上に気持ちを押し上げてくれる。慶の妻として胸を張って招待客たちに挨拶できそうだ。

　慶はフォーマルなブラックのスーツを着ており、いつも以上の威厳と貫禄。厳しい眼差しは猛々しく、強く揺るがない男をイメージさせる。

「美夕。今日はよろしく頼む」

「こちらこそ、よろしく。……フォロー、お願いします」

　きっと慣れない空間に放り込まれ、戸惑うだろうと自覚していた。

　慶は美夕の右手を持ち上げ、手の甲にキスをする。大丈夫だ、と言ってくれているのだろう。

　唇の感触に美夕はふわふわと浮き上がりそうになり、少しだけ緊張がほぐれた。

　慶のご両親に会うのも、美夕は久しぶりだ。

　慶の父親から、開口一番「すまなかったねえ」と謝罪され、美夕は目を瞬く。

「うちの使用人頭のプレッシャーがひどかったそうだね。あとから聞いて申し訳なかったと思ったよ。彼女はずっと北菱家の嫁の教育係を務めてきたから、彼女なりの矜きょう持じがあったんだろう」

　慶の父親は当時仕事が忙しく、ろくに美夕と顔を合わせなかったから、きちんと話をしたのはこれが初めてだが、北菱家当主というにはのんびりとした性格で面食らう。

「スパルタの時代じゃないよね」

「スケスケの下着を置いて子作りさせるとか、アウトだろう」

「ええ？　そんなことされたの？」

　父と息子のやり取りを横で聞いていた慶の母親は、沈痛な面持ちで額に手を当てた。

「私もされたわ」

「えっ……あれは母さんの意思じゃなかったの？」

　父親が軽くショックを受ける。そんな話を聞きたくなかったであろう慶は、横でため息をついた。

　当の美夕は、やはりスケスケ下着の指示は、当主ではなく使用人の独断だったのかと、六年越しの真実に胸を撫で下ろしている。

「本当に申し訳ない。これからも慶をよろしく頼むよ」

　気になるなら使用人頭を解雇するけど？と尋ねられ、いえいえけっこうですと首を横に振った美夕だ。そこまでしてもらわなくても充分だ。

「いつか北菱家に戻ってきてね」

「一度食事に来るといい。いつでも歓迎するよ」

　ふたりから優しい言葉をかけられ、ご両親と少しだけ付き合いやすく感じられるようになった。

　パーティーが始まり、前代表である慶の父親の挨拶、そして慶の紹介へと進行し、美夕は舞台袖でとくとくと鼓動を鳴らしながらその様子を見守っていた。

　慶は大勢の前に立っても動じず、毅然としている。美夕の前ともまた違う顔をしていた。

　今の慶を見ていると、美夕への態度がどれだけ甘く、気遣ってくれているかがわかる。

　北菱グループの代表として立つ慶は、力強く頼もしく、それでいて麗しく気品に満ちていて、まさに『金融王』というふたつ名に相応ふさわしい人物だった。

　歓談の時間が訪れると、美夕は慶の隣に立ち、賓客たちに挨拶をして回った。練習した通りの受け答えをしながら慶についていく。

「北菱くんにこんなかわいらしいご夫人がいたなんて、知らなかった」

　そう言って声をかけてきたのは、現経団連盟の会長、木き崎ざき昭しょう三ぞう。『新しん日にっ健けん製せい鉄てつ』の代表取締役会長兼ＣＥＯで財界の重じゅう鎮ちんだ。

「ご紹介が遅くなり申し訳ありません。結婚当時、まだ彼女は学生だったもので、公の場に出すのを控えておりました」

　美夕が丁寧に挨拶すると、木崎会長は頬を緩ませた。

「北菱くんがかわいがる気持ちもわかるよ。初々しい。だが、きちんとしたお嬢さんだ。彼の隣で胸を張っていなさい」

　温かいアドバイスを受け、美夕は「ありがとうございます」と返事をする。

　すると今度は、会長の隣にいた木崎夫人が手を差し出してきた。美夕はその手を取って、にこりと会釈する。

「ボーイッシュで素敵なドレスね。若いお嬢さんはどんなお洋服も似合って羨ましいわ」

「とんでもない」と美夕が答えると、木崎夫人は美夕の胸もとに視線を向けた。

「そのエメラルドのネックレスもとても素敵。そういえば、もう十年以上も前になるけれど、北菱家のパーティーで見事なルビーのネックレスを見せてもらったことがあったわね。かわいらしい女の子が着けてらしたのを覚えているわ」

「そのときの女の子が彼女ですよ、木崎夫人」

　慶の言葉に、木崎夫人は「まあ」と驚いて飛び上がる。

「大きくなったわねえ！」

　まさかあのときの社交がこんなところで生きてくるとは。美夕も驚きながら「覚えていてくださって、ありがとうございます」と応じる。

　夫人同士がおしゃれ談義を交わしている間に、慶と木崎会長も経済の話に花を咲かせる。

「期待しているよ。今後、日本経済は国外機関との連携がさらに重要になってくる。その点、北菱グループは世界で活動しているし、国際経験が豊富な北菱くんは適任と言える。君はまだ若いが、それが強みでもある」

　木崎会長は慶の肩に手をかけ、小声でささやく。なんと声をかけているのか、美夕の耳にかろうじて届いた。

「ぜひ、後任に推させてもらうよ。古い連中はなんやかんや言うかもしれんがね。君に期待している人間も多い」

「ありがとうございます」

　経団連盟の次期会長の話だろうか。木崎会長の任期はあと三年。四年後に慶が代表に就任すれば、名実ともに日本経済の王となるだろう。

（私の夫は、本当にとんでもない人だわ）

　今さら身に染みて、美夕は思わずぶるっと震え上がった。

　日本の財界を動かす面々に挨拶し、美夕は緊張で精神をすり減らしながらもなんとか役目を終えた。

　付け焼き刃にしては上手に振る舞えた方だろう。慶は美夕の耳もとに顔を近づけて「助かった」とこっそりささやく。役に立てたことに、美夕は安堵した。

　無事パーティーが幕を閉じ、賓客は帰路につく。

　慶は父親とともに北菱生命の幹部のもとへ挨拶に向かい、美夕は少しの間だけひとりきりで待機していた。

　そのとき。

「ねえ、花柳さんじゃないの!?」

　旧姓で声をかけられ、美夕は驚いて振り向いた。

　そこにいたのは、妖艶なボルドーのイブニングドレスに身を包んだ同世代の女性。

　艶々の白い肌に、端がつんと吊り上がった目、ふっくらとした涙袋に細い顎。顔にうっすらと見覚えがあり、美夕は記憶を辿る。

「……もしかして、勅て使し河が原わらさん？」

　勅使河原江え怜れ奈な――小、中、高と同じ学校に通っていた同級生だ。

　美夕は私立のエスカレーター式お嬢様学校の出身だ。

　美夕自身も不動産会社社長の娘だが、江怜奈の方は大物議員の娘で、代々政治に携わる由緒正しい家の生まれなのだとか。

　江怜奈は同じ学校で大学まで進学し、美夕は経営学の分野で名の知れた外部の大学を受験した。

　その後、美夕の父親が逮捕される事件が起こり、同窓生とは縁のない生活を送ってきたのだが――。

「こんなところで会えるなんて偶然だわ！　あなたのお父様が逮捕されて、もう二度と会えないんじゃないかって思ってたから」

　江怜奈の大きな声に周囲がざわつく。

　あくまでにっこりと、屈託のない表情で話しかけてくるが、美夕を蔑もうとあえてやっているに違いなかった。

　他人を貶おとしめることで自身の権力を振りかざす。江怜奈は子どもの頃からそういうタイプの人間だった。

　とくに美夕を成り上がり一家だと毛嫌いしており、幾度か悪口を浴びせられたことがある。

「それにしても、父親が犯罪者でも社交場に出入りできるのね。いったい誰の同伴で来ているの？」

　周囲は関わりたくないとでもいうように一歩引いて顛てん末まつを見守っている。美夕が北菱家の妻と知る者は、興味津々で聞き耳を立てているだろう。

　美夕としてはここで慶の名を出したくない。なんとかごまかせないかと考えを巡らせた。

「勅使河原さん、久しぶりね。よかったら向こうで少し話さない？」

　この場から離れようと誘ってみるが、江怜奈は小馬鹿にしたような目でからからと笑う。

「やめておくわ。あなたとふたりきりでいたら、お父様に叱られそうだもの。それより同伴者は誰？　あなたを連れてきた勇気のある人が見てみたいわ」

　江怜奈が周囲を見回す。

　嘘でもなんでもかまわない、とにかく、慶が戻ってくる前にあしらわなくては。北菱家に迷惑がかかってはいけない。

　焦るそのとき、何者かに肩を力強く引かれ、美夕は驚きに顔を跳ね上げた。

「私の妻になにか？」

「慶さん……！」

　美夕はしまったという気持ちでいっぱいになる。ここで江怜奈に騒がれたら、慶の顔に泥を塗ることになる。

　しかし、江怜奈は慶を見ると、騒ぐどころか言葉を失い、がたがたと震え出した。

「どうして……？　どうしてあなたが花柳さんなんかと一緒にいるの……？」

　江怜奈の口ぶりに、ふたりは知り合いなのだろうかと怪け訝げんに思う。

　慶を見上げると、涼やかな目を江怜奈に向けていた。

「どうしてもなにもありません。彼女は私の妻ですから」

「そんなっ……嘘よ！」

　信じたくないとでも言うように、江怜奈は取り乱し、首を横に振る。

　彼女の反応に眉をひそめていると。

「犯罪者の娘を身内に引き入れたという噂は、本当だったんだな」

　江怜奈の背後からやってきた男性が、慶に冷ややかな非難を浴びせた。

「……勅使河原さん」

　慶が硬い声を発し、さらに強く美夕の肩を抱く。

　ネイビーのスーツを纏った五十代くらいの男性、彼こそが勅使河原耀よう司じ。与党の幹部に属する高名な議員であり、江怜奈の父親である。

「お父様、まさか、知っていたの？」

　江怜奈は愕がく然ぜんとした顔で父親を見上げるが、当の勅使河原議員は寒々とした目を慶に向けたままだ。

「まったく残念でならない。うちの娘との縁談を蹴り、どんな女性と一緒になったのかと思えば、傷物とは」

　傷物と言われたことにも胸がひりついたが、別のことに美夕の思考は持っていかれた。

　かつて慶と江怜奈には縁談があった……？

「訂正してください。妻がなじられるいわれはありません」

　慶は親子ほど年の離れた大物議員に対しても動じず、毅然とした態度で接している。

「犯罪者の子というだけで、充分傷物だ」

「彼女の父親は、法の裁きを受けきちんと罪を償っています。やましいことなどありません」

　ふたりは冷静な口調のまま、静かに火花を散らす。

「なにより、彼女の父親がどれだけ正義感が強く、清せい廉れん潔けっ白ぱくな人物であるか、あなたが一番よくご存じではありませんか」

　慶の問いかけに美夕は眉をひそめた。

　父が勅使河原議員と親しかったという話は聞いていない。

　いや、それどころか、議員は父を嫌っていたのではないか。

　小学生の江怜奈が美夕を「成り上がり」と罵ったとき、当時の美夕にはその言葉の意味がわからなかった。父に尋ね、初めて侮辱されたのだと知ったのだ。

　同様に、小学生の江怜奈が美夕を見て「成り上がり」と思ったとは考えにくい。きっと父親が常日頃から花柳家の悪口を口にして、子どもである江怜奈に刷り込んだのだろう。

「北菱くん。少し場所を変えないか」

　勅使河原議員はそう言って、目線を会場の外に向けた。慶は「ええ。こちらに」と誰もいない部屋へ案内する。

　やってきたのは、パーティー会場の脇にある個室。細長い大テーブルに椅い子すが五つずつ、向かい合わせで並んでいる。待合室や休憩室として使用している部屋だ。

　議員は娘を連れて部屋に入ると、椅子に座りもせず話の続きを切り出した。

「北菱くん、君はいずれ日本の経済を背負って立つ人間になる。私は君を買っているんだ。だからこそ忠告しているんだよ」

　穏やかな表情で前置きしたあと、攻撃的に目をぎらつかせる。

「君の妻がそれでは、せっかくの肩書に傷がつく。すぐに離婚しなさい」

　美夕はきゅっと唇を引き結んだ。しかし、慶はすかさず反論する。

「他人のあなたに口を出されたくはありません」

「君の失脚は、私にとっても痛手なんだよ。私と君が手を組めば、いずれ日本の政治経済は思いのままとなる。娘との結婚は、その第一歩だ」

　父親の言葉に、江怜奈は勝ち誇ったような笑みを浮かべる。美夕は動揺を悟られないように真っ直ぐ立っているだけで精いっぱいだ。

「おっしゃる意味がわかりません。縁談はお断りしたはずですが」

「では、私に歯向かうことの意味はわかるか？」

　議員の言葉に圧がこもる。

　メディアでも厳しく真面目な人間だと報じられているが、その眼差しはモニター越しで見るよりもずっと迫力があり、背中が凍り付くようだ。

　だが、慶は怯まない。

「歯向かえば検察に目をつけられ無実の罪を着せられる、とでも脅しますか」

　言葉に引っかかりを覚え、美夕は「慶さん……？」と顔を上げる。

　議員の口もとがわずかに緩み、歪いびつな笑みを刻む。

「君も身の振り方をよく考えておくことだ」

　それだけ告げると、議員は江怜奈を引き連れ部屋を出ていった。

　美夕は圧力から解放され、ようやく呼吸が楽になり、大きく息をついて近くの椅子にもたれかかる。

「美夕。大丈夫か」

　真剣な顔で慶が覗き込んでくる。美夕は慌てて「ええ」と答えた。

　たくさんのことが胸に引っかかっている。慶と議員の関係、そして、父と議員の関係。だが、まずは――。

「慶さん。守ってくれてありがとう」

　議員からどれだけ手厳しく言われても、美夕を庇かばい続けてくれたことが嬉しかった。どんなに脅されても怯まずにいてくれたことも。

「当然だ。俺はお前を妻にもらって恥じたことは一度もない」

　嘘偽りのない目で見つめ返され、その言葉が慰めやお世辞などではないと理解する。肩が軽くなり、頬がふっと綻ほころんだ。

　だが、慶がそう思ってくれていたとしても、美夕を犯罪者の娘だと捉える人間も多いだろう。議員や江怜奈、そして――

「慶さんのご両親は、どう思っているのかしら……」

　先ほど顔を合わせたときは、なにも気にしていない様子だった。

　しかし、美夕が嫁いだ当時――息子の義理の父親となった男が逮捕されたと聞いたときは、平静でいられなかったのではないか。

「父の逮捕と結婚のタイミングが逆だったなら、きっと結婚に反対していたわよね」

　ぽつりとこぼすと、慶は美夕の両肩をしっかりと掴んで覗き込んだ。

「俺たちが籍を入れるときにはすでに、先生は逮捕されるとわかっていた。うちの両親も、先生自身もそれを知っていた」

「え……!?」

　初めて聞く話に耳を疑う。つまり慶も、慶の両親も、父が逮捕されると知った上で嫁ぐのを認めたのだろうか。

「父は、自分が捕まると知っていたの？　その上で私を嫁に出そうと……？」

「ああ。俺も手は尽くしたんだが、先生の無実は証明できなかった」

「慶さんも無実だと思ってくれているの？」

「当然だ。先生は金に目が眩くらむような人ではない」

　迷いなく言い切る慶の言葉は、美夕にとって救いだった。

　自分のほかにも、父の無実を信じてくれる人がいた。それが夫であったことに胸が熱くなる。

「先生は自分の運命を受け入れていた。だが、お前のことだけはひどく心配していた」

　美夕はきゅっと唇を引き結ぶ。

　箱入り娘でなにもできなかった子どもの頃の自分を思い出すと、悔しくなる。心配するのも当然だ。現に父が逮捕されたとき、美夕は絶望し食事も喉を通らなくなった。

　慶が奮い立たせてくれなければ、心労で倒れた母と同じく、病院行きになっていただろう。

「俺は先生が不在の間、美夕を任せてほしいと名乗り出た。先生が俺を導いてくれたように、お前を支えてやれたらと思った」

　そんな思いを抱えながら自分を見守ってくれていたのだと知り、美夕は目頭が熱くなった。

　不意に慶の手が降ってきて、美夕の頭に優しく触れる。

「できれば刑期が終わる前に、先生の無罪を証明したかったんだが。俺が不甲斐ないばかりにすまない」

　無罪の証拠を探してくれていた、それだけで胸がいっぱいだ。

　しかし、同時に別の疑問が湧き上がってきた。

「どうしてそこまでしてくれるの？」

　無罪を証明するために尽力してくれたことももちろんだが、どうして娘を任せてほしいと自ら言い出したのだろうか。わざわざ結婚をしてまで。

　いくら世話になった恩を返すとは言え、対価が大きすぎるのではないか。

　疑問の目を向けると、慶は困ったように視線をさ迷わせ、切ない目で美夕を睨んだ。

「半分は、成り行きだ。残りの半分は――執着した」

　突然慶の手が美夕の顎を押し上げ、上に向かせた。

　考える隙を与えない性急なキス。唇を重ね、深く貪る。

　よろめいた美夕は数歩あとずさったが、椅子に体がぶつかり、ぎりぎりのところでバランスを保った。

「んっ……慶さん、ごまかさないで」

　逃げるようにのけぞるも、腰に手を回され引き寄せられる。勢いに呑まれ、次第に心地よくなり、抗いがたくなってくる。

「急に甘やかそうとするわよね、慶さんは」

「急なんかじゃない。ずっと我慢している。ふとタガが外れるときがあるだけだ」

　ずっとって……と美夕は返す言葉を失い、慶が押し付けてくる欲情の嵐に呑まれる。

　流されるのは簡単だが、胸のもやもやをそのままにしておくのは気持ちが悪い。

「待って、執着って言っていたのは、なに……？」

「六年もそばにいれば、情も湧くってことだ」

「六年？　そばにいるようになったのはここ数カ月でしょう？　六年間ずっと離れていたじゃない」

「お前はそうでも、俺は違う。六年間、ずっとそばでお前を感じてた」

　後頭部に手を回され、逃げ道を失った。激しく昂った眼差しをぶつけられ、美夕の警戒心は脆もろくも崩れ去る。

「ずっとお前だけを見ていた」

　深いキスを施すとともに背中のチャックに触れる。つうっと下ろされる感覚に、さすがの美夕もまずいと思った。

「こ、こんな場所でっ。誰かが来たら――」

「来ない。議員が帰ったときに、部屋に鍵をかけた」

　いつの間に、と抜け目ない慶を恨めしく思う。

　しかし、夫への愛おしさには勝てず、瓦解した慶の理性もろとも快楽の海に溺おぼれた。
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「いやあ、娘の美夕が慶くんのお嫁さんになるって張り切っていてね。毎日習い事をがんばっているんだよ」

　大学の研究室に入り込み、ソファでのんびりと昼食を摂っていた慶は、花柳の言葉に喉をつまらせた。

　慌ててブラックコーヒーのボトルに手を伸ばし、サンドイッチを食道に流し込む。

「まさか、嫁にどうぞなんて言いませんよね？　十歳差ですよ」

「父親としては、娘ががんばったご褒美をあげたいところなんだよ」

「娘さんが大人になるまで、あと十二年ですか？　気の長い話だ」

「十二年とまでいかなくとも、八年も経てば、充分嫁げる年になるけどね」

　――ちなみに、まだ女性の結婚年齢が法的に十六歳だった頃の話である。

　再びコーヒーを飲もうとしていた慶は、慌ててボトルを口から離した。危うく吹くところだった。

「……十六って。手を出したらもはや犯罪でしょう」

「婚姻さえ結んでいれば、法的にはなんら問題ないよ」

「いや、倫理的にって話です」

「さすがに十六はまずいかあ。十八ならまだ……」

　実の父親の台詞とは思えず、慶は嘆息する。『大切な娘を嫁になどやらん！』くらい言ってほしかったのだが。勧めてどうする。

「かわいいかわいい娘さんでしょう。もう嫁に出す気でいるんですか」

「だって君、とんでもない優良物件だもの。肩書ももちろんだけど、なにより信頼できる。娘も乗り気とくればそりゃあ、勧めたくもなるだろう」

　花柳は体ごと執しつ務むチェアをくるりと回し、慶ににっこりと微笑んだ。

　ちなみに、この部屋は研究室と名がついているが、来客用の空き部屋に近い。

　本棚はほとんど使われておらず、執務卓には簡単な筆記用具とノートＰＣ、授業で使う書類の束がいくつか置いてあるだけ。

　花柳は年に数回講義をする程度の客員教授であるため、仕事や研究の道具をほとんど大学に持ち込んでいない。

　外部講師であれば、普通は部屋すら割り当てられないのだが、花柳夕輔は大手不動産会社社長、一応有名人枠だ。ＶＩＰ扱いを受けている。

「娘さん、まだ八歳ですよ？　これからボーイフレンドだのなんだのと、山ほどできるでしょう。俺のことなんてすぐに忘れます」

「だからこそだよ。変なのに騙されないように、今から君をあてがっておくんだ」

「ああ。目的はそっちですか」

　慶と花柳の付き合いはそこそこ長い。初めて出会ったのは慶が小学生の頃。花柳はまだ社長に就任していなかった。

　花柳と大学の同窓だった慶の父親は、経営の腕と人柄を見込み、週末の短い時間でかまわないから息子の家庭教師をしてくれないかと頼んだ。

　北菱家に恩を売って損はないと、軽い気持ちで引き受けた花柳だったが、人に教えるという仕事は存外おもしろく、家庭教師にとどまらず大学の客員教授まで引き受けてしまったくらいだ。もちろん、これも自社の発展を願っての顔売りであるが。

　そして、慶は花柳にすっかり懐き、小、中、高在学中に帝王学、経営学、経済学、株価チャートの読み方から、ときには女性の口説き方まで幅広く教わった。

　慶が受験した大学は、日本有数の名門校だが、どちらかといえば花柳の講義を受けたかったから入学したに近い。

「先生の息子になれるのなら、それはそれで楽しそうですけど」

「だろう？　美夕はきっと美人になるよ。妻似だから」

「親バカですか。いや、嫁バカか……？」

　美夕との結婚については、固い約束を交わしたわけではない。双方、あくまでもジョークのつもりだった。

　しかし、それから九年が経ち、慶が二十八歳になる直前、再びこの話題が持ち上がった。

　その頃の慶は、父親のあとを継ぐべく、世界中にある北菱家傘下の企業を飛び回り、各国の経済を担う重鎮に挨拶回りをしながらコネクションを築いていた。

　いずれ北菱グループのトップに立つからには、国際的な経営知識が必須。父親は慶を鍛え上げようと、あえて日本にある経営本部ではなく、世界各国を巡らせた。

　慶は大学を卒業して以降、花柳と疎遠になっていたが、帰国した際に挨拶がてら、手土産を持って自宅に押しかけた。

「お久しぶりです、先生」

「本当に久しぶりだ。貫禄が出てきたじゃないか」

「老けただけでしょう」

「なにを言っているんだい、女性が放っておかない顔してるくせに」

　花柳家の客間で世間話に興じていると、襖ふすま越しに女の子が走っていくのが見えた。

　ひらりと揺れるミニスカートと長い髪。玄関から「いってきまーす」と、はつらつとした声が響いてくる。

　外はすでに真っ暗だ。これからか？と慶は時計を見る。時刻は十九時半。

「塾だよ。一応受験生なんだ」

「ああ、なるほど。もう大学受験か」

　年月は早いものだなと慶は息をつく。

　自分の中の美夕は、ピンク色のドレスを着た八歳の愛らしい女の子だったのに。襖を横切った影は、背が高くすらりとした、立派な女性のものだった。

「覚えているかい？　君がまだ学生の頃、娘をもらってくれないかと話したこと」

「まだ覚えていたんですか」

　懐かしさにふたりの口もとが綻ぶ。

　しかし、この時期の慶は結婚にいいイメージを持っていなかった。疲れた顔で肩を竦める。

「今は正直、縁談がわんさか舞い込んできてうんざりしています。海外出張を理由に濁していますが、強引な方も多くて。ああ、勅使河原議員をご存じですか？　娘をもらってくれとしつこくて」

　名前を挙げると、花柳は額に手を当てて困ったように笑った。

「よーく知ってるよ。よりにもよってあの男か」

「涙の会見、ご覧になりましたか。『秘書を殺したのは私であるも同然です』とカメラの前で土下座して。世論は同情的に捉えましたが、暗に自分のせいではないと責任逃れしているんですから、とんでもない男だ」

「ああ。実際、秘書を殺したのは勅使河原議員だと思っているよ。表向きには秘書の自殺という話になっているが、疑わしい遺書が見つかった。揉み消されてしまったけどね」

「遺書……？　先生はなぜそんなことをご存じなんですか？」

　ふと真剣な顔になり眉をひそめた慶に、花柳は重い声で説明する。

「遺書を受け取った知人が、どう扱えばいいだろうかと僕に相談してきた」

「遺書にはなんて？」

「勅使河原先生の指示で不正を働いたが、トカゲのしっぽ切りにあった。自分が死んだら口封じにあったと思ってくれ、と」

　慶は遺書の内容に表情を歪める。裏でなにかやっていそうな男だとは直感していたが、やはり不正を指示していたようだ。

　それどころか口封じとは――真偽のほどは確かではないが、穏やかではない。

「その遺書、現在は？」

「マスコミ一社と協力して、遺書を公にするはずだったんだけどね。偶然、泥棒に遺書を盗まれてしまったんだって。マスコミ側からもこれ以上は関わりたくないという申し出があって、計画は立ち消えた」

「……まさか議員が双方に金を積んだのでしょうか」

「あるいは、脅しをかけたか――真相は藪の中だ」

　花柳がひょいと肩を竦める。正義感の強い花柳は真実を公にしたかったに違いない。悔しい思いをしただろう。

「勅使河原議員とは、ちっちゃな私し怨えんもあるよ。議員の娘が、美夕と同じクラスでね。よくいじめられていた。僕も保護者会でいろいろ言われたなあ。芸能人気取りとか、品がないとか」

「……もう勅使河原議員の件は充分わかりました。縁談は断ります」

　そもそも、北菱家の長男として、黒い繋がりを持つわけにはいかない。議員の素行が怪しいとなれば、丁重にお断りしなければ。

　そのときはまだ慶も花柳も、議員の非情さと横暴さに気づいていなかった。

　慶はその後、勅使河原議員に縁談の断りを入れた。

　事態が急展開したのは、それから三カ月後だ。慶の耳に、検察が花柳夕輔を捜査しているという情報が飛び込んできた。

　有力なネタも上がっており、起訴目前であるという。

　すぐに慶は事実を確かめるために奔ほん走そうし、背後に勅使河原議員とある特定の検察官との間に癒ゆ着ちゃくがあると探り当てた。

　慶が花柳に警告しに向かうと、すでに花柳はその事実を知っていた。

　自宅の書斎で大きな執務チェアに座り、穏やかに微笑む。達観したようなその表情は、すでに罪を被る覚悟を決めているように見えた。

「実は以前、亡くなった秘書の件について、勅使河原議員に揺さぶりをかけたことがあったんだ。議員のしたことが、どうしても許せなくてね。もともと仲は悪かったんだけど、追い打ちをかけてしまったのかもしれないなあ」

　議員は気に入らないものはどんな手を使ってでも消すタイプの人間のようだ。

　あるいは、花柳を野放しにしておけば、自身の安全が脅かされると思ったのかもしれない。検察官と共きょう謀ぼうし、花柳に汚名を着せようとしている。

「僕の考えが甘かったよ。まさか、検察を利用してくるとは思わなかった」

「検察は世間への見せしめとなるような著名人の起訴に積極的ですからね。出世の点数稼ぎでしょう。そこへ付け込み、議員は誤った情報を流して起訴を促した」

「これまで生いけ贄にえになったのは僕だけではないのかもしれないね。いち検察官と権力者の癒着は大きな問題だなあ。まあ、もはやどうこう言える立場ではないけれど」

　慶は検察と勅使河原議員との繋がりを調べるにあたって、議員の過去の疑惑についても調べ尽くしている。

　いずれも証拠は挙がらないものの限りなく黒に近いグレーであるとわかった。

　勅使河原議員の存在を軽視しすぎていたことを今さら悔やむ。とんだ曲者だった。

「あの男がどんな人間か、影でどれだけ悪事に手を染めていたか、俺がきちんと把握していれば」

「なに言ってるんだい。僕の不始末だよ。勅使河原議員に関わりさえしなければ、こうはならなかった。自業自得さ」

　慶はソファに深くもたれ、やるせなく唇をかむ。この状況をどうにかする術が、今の自分には見つからない。

「ひとつ心配事があるとすれば、娘のことかな。せっかく大学に合格したのに、辞めなければならないだろうなあ。娘の人生をめちゃくちゃにしてしまった」

　花柳が額を押さえる。どんな不測の事態も悠然とかまえていた師が、初めて虚ろな眼差しを見せた。

「娘さんのことは――俺がどうにかします」

　慶の口が自然と動いた。これまで自分を育て導いてくれた第二の父。力になるなら今をおいてほかにはない。

「……ありがとう。君に金を預けておくよ。すまないが、これで美夕と妻を地方に逃がしてやってはくれないかな」

　小切手を出そうと引き出しを探る手を、慶は慌てて掴みに行った。やめてください、と前置きし、瞬発的に思いついたプランを口にする。

「美夕さんと結婚させてください」

　花柳が目を丸くする。やがて、ぷはっと吹き出すように笑った。

「それはダメだよ。こうなった以上、君を巻き込むわけにはいかない」

「娘さんには今の名前を捨ててもらい、北菱美夕として生きてもらいます。そうすれば、世間からうしろ指をさされることもない」

「……慶くん。君は僕の大事な教え子だよ。美夕を苦しめるのはつらいが、君に犠牲を強いるのもつらい。結婚は、本当に好きになった人としなさい」

　花柳の手が慶の肩に乗る。小学生のとき、頭を撫でてくれたその手はとても大きく見えたが、今では小さいとすら感じる。

　やはり恩を返すなら今しかない、慶はそう決意する。

「俺は先生の息子になりたいと思っていました」

「そのために美夕をくれって？　それはそれで了承しがたいなあ」

「必ず美夕さんを幸せにします。俺が信じられませんか」

　今では年上の役職者ですら怯んで口を噤む、真っ直ぐな眼差しを花柳に向けると、彼はふっと口もとを緩めて、柔らかな笑みを浮かべた。

「信じないなんて、そんなわけがない。僕は世界で一番君を信頼しているよ」

　笑顔が悲しげに歪む。心の揺らぎが震えとなって、慶の肩に置かれた手から伝わってきた。

「……本当に、本当に美夕をもらってくれるのかい？　ご両親はきっと反対するだろう」

「ずっと両親の期待に応えて生きてきた。一度くらいわがままを言っても許されるでしょう」

「わがままのレベルが違う」

　花柳はははっと笑い視線を落とす、次に顔を上げたとき、その目は赤く潤んでいた。

「頼む。美夕を、ひとりでも生きられるくらい、強い子に育ててやってくれ。あれは体は大人に見えて、中身はまだまだ子どもなんだ。意地っ張りで生意気なくせに、本当は臆病で心の弱い子なんだよ」

「……承知しました」

　それからすぐに慶は自分の両親を説得し、婚姻届を用意。美夕を娶る準備をした。

　花柳は娘を説得。突然結婚しろと命じられた美夕は、不満を漏らすかと思いきや、驚くほどあっさりと承諾した。

　十年前の約束が慶の頭の片隅を掠める。

『私をお嫁さんにしてください』

　まさか子どもの頃の約束を律儀に果たしたわけではないだろう――慶はそう斜にかまえつつも、美夕が望んで自分のもとへ嫁いでくれるのだと信じたかった。




　美夕が嫁ぎ早二日。ようやく慶は海外出張を終え、急ぎ実家へと戻ってきた。

　突然嫁がされてきた美夕に、まだなんの説明もしていない。きっと慣れない家で心細い思いをしているだろう。

　父親が逮捕されることも伝えておかねばならない。

　大学を中退させ、北菱美夕として新しい人生を歩ませてやらなければ。

　そもそも、美夕は父親のあとを継ぐために経営学部に入学したそうだが、もはや継ぐ場所がないのだから、この先の人生をどうしたいか、ゆっくり考えてもらう必要がある。そのサポートを、自分がうまくできればいいのだが。

　自分も恩師のように人を導くことができるだろうか。十も年下の女の子、しかも無理やり嫁がせた妻を。

（ああそうだ、まずは……）

　無理やり手て籠ごめにする気などないと、きちんと伝えておかなければ。

　右も左もわからない十八の少女を抱くなど、許されるわけがない。

　仕事では悩みなど抱えたことのない剛腕の慶だが、このときばかりはいささか不安に陥った。

　その夜、使用人から美夕は寝室にいると聞かされ、意を決して開けたドアの先で。

　美夕が全裸すれすれのシフォン素材の下着を纏っている姿を見て、頭の中で組み立てていたあらゆる計画が吹き飛んだ。

　花柳の言葉が蘇る。『体は大人に見えて、中身はまだまだ子どもなんだ』――確かに体は大人だった。

　いやいやと、慶は己の煩ぼん悩のうを振り払う。十も年上の自分が誘惑されてどうする。

　色香に満ちて艶めかしくはあるが、中身はまだまだ子どもだということを忘れてはならない。

　そう自身に言い聞かせ、心のざわつきを抑えた慶は、必要以上に冷ややかな眼差しを美夕に向けた。

「十八の子どもが男を誘惑しようなどと考えるな。子どもは子どもらしく勉学に励め」

　簡単なやり取りを交わし、急いで寝室をあとにする。

　情けないことに混乱してなんの説明もできなかった。冷たい言葉を浴びせて虚勢を張り、「普通の格好をしろ」「風邪を引くなよ」そう忠告するので精いっぱいだった。

　意外と豊満だった胸のシルエットが、頭に焼き付いて離れない。

　当然、女性経験はあるし、今さら照れるような年齢でもないのだが、子どもだと思って下に見ていた彼女の予想外に成熟した体は、慶に生まれて初めてともいえる衝撃を与えていた。

（一緒に寝室で眠る？　冗談じゃない。間違いがあったらどうするんだ）

　万一手を出そうものなら恩師に合わせる顔がない。いや、たとえ手を出さなかったとしても、そういう目で彼女を見ること自体、罪である気がした。

「……なんであんな格好してるんだよ」

　愚痴のようにつぶやいて、下着を渡したという使用人を恨んだ。

　その後、慶は使用人たちから美夕の生活の様子を聞いた。

　大学へは送り迎え付きで、学生同士の交友は許可制、アルバイトは禁止、土日は習い事で埋め尽くしたという。

　これだけ縛られていては、自分らしく生活するなどできないだろう。自由にしてやれる環境が必要だ。

　慶は自身が所有する個人の邸宅に招こうかとも考えたが、それでは雛鳥に『主人は自分だ』と擦り込むようなものである。美夕から選択の自由を奪ってしまう。

（ひとりで生きられるようになり、自ら生き方を選ぶまで、俺とは接触しない方がいい）

　そう決断し、美夕が懐いていたという使用人の桐江に世話を任せると、ふたりをマンションの一室に放り込んだ。

　桐江は家事をさせるために住まわせておくのではない、美夕を監督するため、そしてひとりでも生きていけるだけのノウハウを叩き込んでもらうためだ。

　それから一週間後、桐江から連絡が入った。

　美夕が食事を拒んでいるという。父親の逮捕を受け、ふさぎ込んでしまったようだ。

　様子を見に行くと、一週間前に会ったばかりだというのに目に見えてやつれた少女がそこにいて、自分の不甲斐なさを呪のろった。

　頑なに食事を摂ろうとしない美夕を、乱暴に奮い立たせ――ポタージュを口移しで流し込んだのは、少々やりすぎだったと反省しているが――美夕の瞳に再び輝きが戻ったのを確認して立ち去った。

　それから毎日、桐江には美夕の様子をメールで報告させた。

　今日は美夕が染み抜きをマスターした、おいしい味噌汁が作れるようになった、そんな報告を聞くたびに微笑ましさに頬が緩んだ。風邪を引いて熱を出したと聞かされた日には、気が気ではなかった。

『美夕さんが寂しがっているようです。たまにはお顔を見せてあげてはくれませんか？』

　そんな連絡が桐江から来るたびに、『不要だ』と断り、あえて無関心の振りをした。

　中途半端な優しさは結果的に美夕のためにならない。今の自分に出る幕はないと、慶は感情を押し殺した。

　やがて美夕は、メディア系専門学校に入学する意思を固めたようだ。手筈を整え学費を用意する。

　幸運にも当該学校の講師に知人がいて、美夕の校内での様子を報告してもらえた。

　とても真剣に学業に取り組んでおり、交友関係も広く、器用に立ち回っているという。課題の出来が非常に優秀で、特別賞を受賞したと聞いたときには、自らのことのように誇らしく感じた。

　ふたりの物理的な距離は開く一方だというのに、心の距離だけは勝手に縮まっていく。美夕の報告を聞くたびに、愛おしさが積もっていくようだ。

　せめてもの気持ちで成人式に振袖を、誕生日にはささやかな花束を送った。

　当の美夕は慶のことなど忘れて日々勉学に励んでいるだろう。それでかまわないと思いながらも、やりきれない思いが募っていった。

　桐江には、美夕のそばを離れたあとも、たびたびＧＰＳで居場所の確認を頼んでいた。なかなか家に戻らず、心配のあまりその場に向かわせたこともある。

　女同士で飲み会をしている写真がメールに同封されてきたときは、人知れず安堵したものだ。男がいなくてよかったなどと、父親のような――いや、恋焦がれる少年のような、複雑な気持ちで美夕を見守っていた。

　そしてとうとう美夕は就職し、自身の力で安定した生活を送れるようになり、選択の自由を得た。

　美夕から離婚届を差し出され、それでいいと感じる反面、湧き上がってきたのはやるせなさ、そして悔しさだ。

　桐江から『男性と交流している様子はありません』と報告を受けるたびに、操を立ててくれているのではと無意識のうちに期待していた。

（彼女が離婚したいというのであれば、させてやるべきだ。これで先生へ顔向けができる）

　しかし、美夕が「私を妻として見る気なんてなかったじゃありませんか」といじけた言葉を口にした瞬間、ただ自分を嫌悪しているだけではないのだと気づかされた。

　美夕はまだ慶に好意を寄せている。六年間も放置し、関わらないよう細心の注意を払い接してきたというのに。

　その瞬間、胸に閉じ込めていた感情が溢れ出すかのように、美夕への独占欲が噴出した。

「この六年間、誰とも寝ていない。おかげでフラストレーションが溜まってるんだ」

　気づけば唇を奪っていた。美夕はもう二十四歳、女性として見るには問題ない年齢だ――素直ではない彼女に頬を叩かれてしまったが。

「愛してやろうか？」

　挑発的にささやいて、美夕の心を自分に向けさせる。

　自分がすべきだったのは、距離を取ることではなく、そばにいることだったのだとようやく気づき、罪悪感が押し寄せてきた。

（もう離さない。彼女を追い詰めた六年分、存分に愛し抜く）

　感情のベクトルが正反対を向く。徹底的に愛めで、かわいがり、たっぷりと甘やかす方向へ。

　美夕を妻として、永遠に愛し抜くと決めた瞬間だった。




　ちょうどその頃、花柳の仮出所の話が持ち上がった。

　勅使河原議員の不正を暴き、花柳を牢獄から解放してやりたいと願っていた慶だが、なんの手掛かりも得られていないことに不甲斐なさを覚える。

　議員は疑い深く慎重、己の不正の証拠を残すような軽率な真似はしない。

　しかし、恩師に無実の罪を着せたことを許すつもりもなかった。

（必ず、真実を暴いてみせる）

　勧かん善ぜん懲ちょう悪あくを唱えられるほど甘い世の中だとは思っていない。

　だが、少なくとも自分の手が届く範囲だけは、ずる賢く生きる者が利益を享きょう受じゅするような、そんな歪みを葬ほうむりたい。

　せめて美夕だけは幸せにしてやらなければ――慶はそんな焦燥に駆られていた。










第六章　今、支え合って




　北菱生命の代表就任記念パーティーから一カ月。

　土曜日の夜。シャワーを浴びた美夕は、キッチンでミネラルウォーターにレモンとライムを絞り、氷を入れた。

　妙にすっきりしたい気分で、体が爽やかな柑かん橘きつ系を求めている。

　しばらくするとシャワーを浴び終えた慶がやってきて、キッチンにいた美夕をうしろから抱き竦めた。

「慶さん……！」

　戸惑う美夕の体を食器棚に押し付け、唇をふさぎ、指を絡め、交わりたいというアピールをする。

　最近慶は、毎日こうして美夕に激しすぎるスキンシップを要求する。

「……あ……待って……水分補給しなきゃ。お風呂から出たばかりでしょ」

「お前を補給したい」

「……最近、どうしちゃったの？　慶さんらしくない」

　慶の肩に顔を埋め、きゅっと彼の背中に手を回す。

　待ってと言っている割に、私の方がのりのりだわと、美夕は恥ずかしくなった。

「別に。夫婦だろう。これくらいする」

　慶は表情を歪めず、実にドライな口ぶりで美夕を貪る。

（本当に慶さんは、望んでしているのかしら……）

　慶の心の内側が読み取れず、そわそわする。

　美夕を喜ばせるためだけにしているとするなら嫌だなと、不安が湧き上がってきた。

　少しでも幸せそうな顔をしてくれたら安心できるのだけれど――そう期待してじっと見つめていると、さすがに不思議に思ったのか、慶が首を傾げた。

「どうした？」

「慶さんは……こういうの、好き？」

　なにかを察したのか、慶の目に温もりが宿る。

「嫌いだったらやらないと思わないか？」

「でも……慶さんの顔って、いつも同じだし」

　慶がふっと吐息を漏らし、美夕の両頬を包み込む。

「もっと猛獣のように昂った顔をしろと？」

「そこまで言ってない！　……けど」

　美夕がもじもじしていると、シンプルに正面から抱き留められ、頭をぽんぽん撫でられた。

「いじけるな。子どもか」

　ムッときて顔を上げると、慶の誠実な目がふてくされた美夕を待ち受けていた。

「当然のことをいちいち言わせるな」

　そう冷徹に前置きして、額にちゅっと甘いキスを落とす。

「愛している。お前に触れていたい。一秒も我慢できない。……これで満足か？」

「……満足」

　満たされると同時に照れくさくてたまらない。再び目を伏せ、慶の胸の中に顔を埋める。

　頭の上から、涼やかな、でも挑発的でいじわるな声が降ってきた。

「俺のことは満足させてくれないのか？」

　慶も言葉にしてもらいたいとは意外だ。

　そういえば、美夕はこれまで「好き」や「愛してる」をきちんと言葉で伝えたことがなかった。

「好き」

「それだけか？」

「……愛してる」

「もう少し語ご彙いをどうにかしろ」

　編集者の身で語彙がないと言われるのは心外だが、こんな言葉を雑誌で使う機会などないので当然といえば当然だ。

「…………触れてほしい」

　素直な感想を口にすると、慶は満足したようで「ああ」と承諾して美夕のシャツの裾に手を突っ込んできた。

「きゃ！　……違、そういう意味じゃないの」

　慶の指先が美夕の胸の膨らみに食い込む。こういう官能的な『触れてほしい』ではなかったのだが。

「もっと、その、優しく、撫でてくれるのが好き、というか……」

「撫でる、ね」

「あっ……違っ――」

　撫で方がとびきり妖艶だった。喉の奥から掠れた声が漏れる。

　慶は近くに置いてあったレモンウォーターを口に含むと、そのまま美夕の唇を奪い、喉に流し込んだ。

　口の端からひと筋こぼれ落ちるが、喉の奥にもこくこくと入っていく。

「口移し、うまくなっただろ？」

　ドヤ顔が憎らしい。

「水分補給完了。これで好きなだけ啼なけるな？」

　もはや抱くことしか慶の頭にはないのか。蕩とろけてふにゃふにゃになった美夕を横抱きにして、寝室へ連れていく。

「……慶さん。明日の約束、覚えてる？」

　ふと心配になり覗き込むと、慶はふっと微笑を漏らした。

「覚えているから、こんな早い時間に誘ってるんだ。心配するな」

　美夕はわずかに安堵して、慶に身を委ねる。

　明日はふたりで外出する予定だ。行き先は、クラシックコンサートとフレンチディナー。慶がコネクションを使って有名指揮者率いる名門交こう響きょう楽がく団だんのチケットを入手してくれた。

　クラシックのコンサートは、お嬢様学校の授業の一環で連れていってもらって以来だが、連れていかれるのと自ら望んで行くのとではわけが違う。美夕は今から浮かれている。

　なにより結婚六年目にして初デートだ。ふたりきりでの外出というだけでも胸が高鳴ってくる。

　しかし、ベッドの上に連れていかれた美夕は、慶にこつんと額を叩かれた。

「こら。明日のことばかり考えるな。今を見ろ」

　デートにばかり思いを馳せていた美夕だったが、唇を激しく貪られ我に返らざるを得なくなった。

　感覚がぐいぐいと引き寄せられ、持っていかれる。

　慶の指先が肌を爪弾き、淡い官能に心を奪われた。

　いつの間にか、目の前にある熱っぽい瞳から目を逸らせない。

「ん、慶さん……嬉しい」

　触れられると安心する。愛され慣れていない美夕だが、ようやく夫婦である実感が湧いてきた。




　翌日、六年目にして初のデート。

　この日、美夕はフォーマルにも使えるブラックのカクテルドレスを着て出かけた。

　繊せん細さいなレースがあしらわれ、凝った作りになっている。露出は少なく、首もとが隠れていて丈も膝下、上品できちんとした印象だ。

　一見遊びがなさそうに見えるが、シャンパンゴールドのパンプスとクラッチバッグがいいアクセントになっていた。

　ダイヤのシンプルなピアスも煌びやかだけれど落ち着いていて、美夕はとても気に入っている。

　慶もフォーマルなスーツを纏い、知的ながらもサイドに分けた髪が色っぽい。

　周りの女性客たちは、舞台よりも慶を見つめているくらいだ。

　そんな麗しい彼のエスコートを独占していいものかと、美夕は自分が妻であることを忘れて心配してしまった。

「すごくいい席だったわね」

　慶が用意してくれたのは、二階の最前列。関係者が座る席で、チケットは一般に出回っていない。

　一階の最前列も良席ではあるが、音のバランスで考えると二階の前列が特等席なのだとか。

「気に入ってもらえてよかった」

「豪華な席すぎて緊張しちゃった。一つひとつの楽器の音がとてもよく聞こえたし」

「クラシックを聴く才能があるのかもしれないな」

　ふたりはコンサートホールの近くにあるフレンチレストランに向かう。

　こちらも、美夕が経験したことのないレベルの高級店。

　一応、美夕も社長令嬢で、それなりにハイクラスの生活をしてきたけれど、ここまで行き届いた店は初めてだった。

　内装はお城のよう。スタッフの動きもエレガントで無駄がない。食器は選び抜かれた逸品で美術品のように美しい。そして料理は食材もシェフも最高級。

　ぴんと伸ばした背筋を緩める隙が見つからない。

「あまり緊張するな。ゆっくりするために貸し切りにしてもらったんだから」

　広々としたフロアにふたりだけ。人が少ないなあと思っていた美夕だが、貸し切りと聞かされ驚いた。

「大丈夫。学生のときにマナーはひと通り習ったの。お嬢様学校に通っていてよかったって、今日初めて思ったわ」

　慶が苦笑する。たまに美夕がカチャと食器の音を立てると、「どうしたお嬢様」といじわるにからかった。

　でも、至らない部分を慶が茶化してくれるので、美夕は救われた気分だ。

「ワインが重いなら、シャンパンでも飲むか？　軽くて甘いものもある」

　慶に勧められたが、美夕はミネラルウォーターがいいと断った。

　ここしばらく、胃の不調を理由にお酒の誘いを断っている。

「もう二週間くらいになるよな。いい加減、病院に行った方がいいんじゃないか？」

「そう、ね。そろそろ行こうかな」

　慶には説明していないけれど、美夕はこの不調に心当たりがあった。

（もしかしたら、私は――）

　いずれにせよ病院に行かなければならないと、美夕は息をつく。

「……なにかストレスでも感じているのか」

　ふと顔を上げると、慶が真剣な顔でこちらを覗き込んでいた。

（本気で心配させちゃった）

　慌てて美夕は「そんなんじゃないわ」とまくしたてる。

　慶はドライで放任な振りをして、実はけっこうな心配症だと、この約二カ月半、一緒に過ごしてようやく気づいた。

「最近、少し仕事が忙しかったから。でも、たいしたことないから大丈夫」

　一緒にお酒を飲めなくてごめんねと謝ると、慶は好きに飲んでいるからかまわないと、好みのワインをオーダーする。

　美夕が気を遣わないように、あえて合わせないでくれているのかもしれない。

（彼はとても優しい人）

　そう口にしたところで、茶化すか否定するかのどちらかだと思うけれど。

　不器用。そんな言葉が慶にはしっくりくると、最近の美夕は思っている。




　楽しい一日を過ごした翌日、美夕は仕事を早めに切り上げて病院に向かった。

　内科でも胃腸科でもなく、婦人科だ。

　診察を終えた美夕は、やっぱりなのねと腹部に手を当てて息をつく。

　ここしばらく生理がこなかった。

　その上、味覚の変化。酸味のあるものが妙に食べたくて、胸やけに悩まされることもたびたび。

　最初は風邪かと思っていたけれど、ふと慶と体を交わらせているときに、これは妊娠していても不思議ではないと気がついた。

（妊娠八週目……）

　それが医師から下された診断だ。

　愛する人との間にできた子。愛おしく思う反面、単純に嬉しいとは言えなかった。

　生まれて初めて起こった体の変化が、怖くもある。それに――。

（妊娠したと報告したら、慶さんはなんて言うかしら……）

　慶は子どもに興味があるだろうか。そんな話は一度もしていない。

（慶さんに会いたい。でも……不安）

　家に帰る足取りがどことなく重い。とぼとぼと足を引きずっていると、バッグの中で携帯端末が震えた。

　見覚えのない番号からの着信。躊躇いながらも、仕事関連の電話かもしれないと応答する。

「はい」

　聞こえてきたのは女性の声だった。甘えるような、少し鼻にかかった声。

『花柳さん？』

　旧姓で呼びかけられた瞬間、その声の主に思い当たった。

　勅使河原江怜奈――だが、どうして電話番号を知っているのだろうか。

　大学を辞めたとき、人間関係をリセットするつもりで番号も変えたのだが――。

「どうしてこの番号が？」

　美夕が声を押し殺して尋ねると、江怜奈はふふっと甲高い笑い声をあげた。

『調べるの、大変だったのよ？　わざわざ探してもらったんだからぁ』

　ぞっとするような内容を楽しそうに言う。個人情報を探し当てるなんて、正当な手段であるわけがない。

「そういうことは、やめてほしいわ」

　あきらめ半分で口にしたが、やはり言っても無駄だったようで『それより』と話題を変えられた。

『なんの用もなくあなたの番号なんて探し回るわけないでしょう？　大事なお話があって連絡したのよ。これから会えない？』

　まともな用事ではないだろうと直感し、美夕は「ごめんなさい」と断りを入れる。

『応じてくれないのなら、今ここで言うわ。電話口でこんな話をするのは、あまり好きじゃないのだけれど』

　そう前置きすると、ツンとした声で美夕に命令した。

『慶さんと別れて。でないと、慶さんはあなたの父親と同じ目に遭うわよ』

「え？」

　意味が理解できず、携帯端末を強く握る。

　父と同じ目とは、いったいなにを示唆しているのか――背筋が寒くなる。

「なにを言っているの？」

『気づいてもいないの？　おめでたいわね』

　江怜奈がふんっと鼻で笑う。

『うちの父なら、他人に罪を着せるのだって簡単だってこと』

　ゾッと血の気が引いた。

　慶がパーティーの日、勅使河原議員に向けて放った言葉が脳裏をよぎる。

　――歯向かえば検察に目をつけられ無実の罪を着せられる、とでも脅しますか――

（まさか、父に罪を着せたのは……）

　蒼白になって口もとを押さえる。とてつもない怒りと恐怖が胸の奥から湧き上がってきた。

　父が逮捕されたのは、検察の怠慢な捜査でも、弁護士の力が及ばなかったわけでもなく。

（勅使河原議員の謀略なの？）

　言葉を失う美夕を嘲笑うかのように、江怜奈は脅し続ける。

『慶さんだけじゃない。あなたが大切にしているもの、全部壊してやる。家族や友人、会社を潰すことだって簡単よ』

　美夕は怒りで手が震えた。人の人生を軽んじて、弄もてあそんで、どれだけ他人を不幸にすれば気が済むというのだろう。

　しかも、美夕の身内だけでなく、友人や文嶺出版にまで。

『今のあなたの顔が見られないのが残念。だから会いたかったのに』

　それだけ告げて、電話が切れた。

　江怜奈の甲高い声が、耳の奥に残ってキンキンと頭を締め付ける。

（勅使河原議員は、慶さんを父と同じ目に遭わせようとしているの？）

　パーティーの日、確かに議員は慶を脅していた。

　慶はすべて理解した上で、美夕を庇ってくれたのだろうか。

（慶さんに聞かなくちゃ）

　もしも慶が身を危険に晒してまで自分と一緒にいるのだとしたら、止めなければならない。妊娠への不安など吹き飛び、美夕は帰路を急いだ。




　その日、慶が帰宅したのは二十二時すぎ。ゆっくりと話ができるように、慶がシャワーを浴び終えるまでリビングで待つことにした。

　会社から持ち帰った仕事をしながら待とうとするが、集中できない。

　仕事をこなすのをあきらめたとき、ようやく慶がバスルームから戻ってきた。

「慶さん……」

「美夕？　どうした」

　濡れた髪をタオルで拭きながら、慶がソファにやってくる。美夕はごくりと息を呑み、疑念を口にした。

「慶さんは、父が誰に罪を着せられたのか、知っているの？」

　慶は驚いた顔をして、髪を拭く手を止める。

「急にどうしたんだ」

「……パーティーの日、勅使河原議員にかけた言葉が気になって」

　江怜奈に警告されたことは言わなかった。

　知れば、きっと慶は激しく憤る。「お前はなにも心配しなくていい」と主導権を取り上げられてしまうのが嫌だった。

「議員に歯向かって、検察に目をつけられた人って、父のことよね？」

　慶が嘆息する。タオルを首にかけたまま、沈痛な面持ちで手脚を組んだ。

「ああ。勅使河原議員が検察官のコネクションを使って、捜査の矛先を先生に向けた。証拠の捏ねつ造ぞうにも加担しているようだが、その証拠が掴めていない」

「やっぱり、そうなのね……」

　美夕が知らない間に、慶はずっと父のために勅使河原議員と戦ってくれていたのだ。

　嬉しい反面、自分にはなんの説明もなかったことが悔しくもある。

　当時の美夕はまだまだ子どもだったから仕方がないけれど、大人になった今でも慶の方から打ち明けてくれなかったのは、信頼されていない証拠だろう。

　美夕が把握できた事実はふたつ。

　勅使河原議員や江怜奈の脅しは、決してはったりではない。

　そして、慶をもってしてもその謀略から逃れるのは難しい。現に、今も父の無実が証明されていない。

（慶さんを父と同じ目に遭わせるわけにはいかない）

　美夕と離婚をすれば、慶は議員の脅しから解放される。

　もちろん、それが根本的な解決になるとも思えないけれど、自分のせいで慶がひどい目に遭うよりはよっぽどマシだと思った。

「……慶さん。私ね」

　あなたと離婚する。そう口にしようとして、膝の上の手をぎゅっと握ったとき。

「言っておくが、離婚したいなどと言うなよ」

　先手を取られ、美夕は言葉を失った。

「図星か。お前の考えそうなことだ。あらかた、自分が身を引けば解決するとでも思ったんだろう」

「私は、自分のせいで慶さんが無実の罪を着せられるのが嫌なの」

「そうはならない。お前、俺を誰だと思ってる？　日本経済を背負う男とか言われてるんだぞ」

「向こうは日本の政界を背負う男とか言われてるじゃない。そんな相手に目をつけられたら――」

　父のようになってしまう。口にしようとして勢いよく立ち上がったが、結局言葉にはできなかった。

　慶は隣にやってきて、美夕の腕を掴み、強引にソファに座らせる。落ち着かせるように美夕の肩を抱いた。

「離婚をしても、俺にとってはなんの解決にもならない。勅使河原議員は、娘を北菱家に嫁がせ、強固な協力関係を築こうとしている。だが俺は他人を陥れるような残虐な独裁者と手を組むつもりはない。はねのけるのみだ」

「慶さんのためだけじゃない」

　これでもしも慶が被害に遭えば、美夕は自分自身を許せなくなるだろう。

　これはいわばエゴでもある。慶を守りたいという強い気持ちこそ、美夕のわがままであり本心だ。

「私は自分のために、離婚がしたい」

　慶の腕を振り払い、美夕は立ち上がる。

　リビングを出ようとしたとき、追いかけてきた慶に腕を掴まれた。

「美夕」

「離して。あなたと結婚なんてしなきゃよかった」

　自分の言葉に胸を抉えぐられる。苦しい。愛おしい。全部、慶を愛してしまったからだ。

　離婚するかと問われたあの日、自分の意思を曲げずに離婚していたなら、こうはならなかった。

　慶の腕を振り払い自室に飛び込むと、鍵をかけて閉じこもった。

　ふさいだ耳の隙間から、愛おしい人の声が漏れ聞こえてくる。扉の向こうで、慶が呼びかけていた。

「美夕。お前が俺と離婚したいというのなら、いつでも応じるつもりでいた。お前の意思を尊重する」

　慶の唇から紡がれた『離婚』というワードに、耳をふさいでいた手を外す。

　そうしてくれと言ったのは自分なのに、どうしてこんなにも胸が痛むのだろう。

　自分は慶になんと言ってほしかったのだろうか。引き止めてほしかった？

　仮に引き止められたとしても、美夕はイエスなどと答えられない。

　矛盾が美夕の胸を黒く暗く染めていく。

　なにも答えられずにいると、ドアをダンと叩く音が聞こえてきた。

「――だが、こんなかたちでの離婚は納得できない。身を引くなんてくだらないことをするな」

　愛おしさと悲しみが混ざり合って押し寄せてくる。

　応えられないこの身が憎らしくて仕方がない。

　妊娠のことも――慶と温かい家庭を築こうなんて、もう考えてはいけない。

　そう自覚した途端、お腹の中で少しずつ成長していく我が子が愛おしく思えてきた。

　慶とふたりで、この子の顔が見たかった。名前をつけてあげたかった。

　それが美夕の心の底からの願いなのだと、こんな状況になってようやく気づくことができた。

「……なんと言われようと、私はあなたと離婚します」

　ほろほろと涙がこぼれ落ちてくる。気持ちと言葉が連動しておらず、頭がおかしくなりそうだ。

　突き放す言葉の裏側にあるのは、愛している、そばにいて、そんな真逆の感情。

「最初からあなたを愛していなかったの。金融王の妻なんて、私には荷が重すぎた。だいたい、あなたって横暴なんだもの。ついていけない」

　自身に言い聞かせるように、慶へ辛しん辣らつな言葉を吐く。

　この言葉が自分の胸だけでなく慶の心も傷つけているのだと思うと、この喉を締め付けてしまいたいと美夕は苦悶した。

「美夕。出てこい」

　慶の静かな声がドア越しに美夕の心に触れ、部屋から引きずり出そうとする。

「出ない」

「顔を見せろ。話にならない」

「見せたくない」

　見せるわけにはいかない。こんな泣き顔を見せた日には、慶は離婚など応じてくれない。

「離婚でもなんでも呑んでやるから、さっさと出てこい。離婚届にサインしてほしいんだろう？」

　慶の言葉に少しだけ落ち着きを取り戻した美夕は、指先で涙を拭った。このまま言い争いをしていても埒らちが明かない。とにかく外に出て、離婚届を書かなければ。

　幾度か瞬きをして涙を蒸発させたあと、すうっと大きく深呼吸して、部屋のドアを開ける。

　途端に逞しい腕がぬっと伸びてきて、美夕の体に絡み付いた。

　あっという間に抱き竦められ、慶の腕の中に閉じ込められる。

「嘘つきっ、離婚してくれるって――」

「お前はすぐにいじける」

　淡々とした声で叱られ、美夕はハッとした。

　初めて慶に離婚してほしいと告げたときも、今このときも、美夕の心にあったのは慶への想い。

　自分の方を見てほしい、愛してほしい、そんな素直になれない歪んだ愛情だ。

　いつも慶はそれを察して、なんの文句も言わずに受け止めてくれる。

　美夕は慶の器の大きさを思い知って、胸がぎゅっと締め付けられた。

「素直に言えばいい。助けてくれって」

　慶の言葉を聞いて、胸のつかえがすとんと落ちた。

　自分が言いたかった言葉はそれなのだと気づき、堪えていた涙がほろほろとこぼれ落ちていく。

「美夕。どうしてほしい」

　抑揚のない冷静な問いかけに、唇が自然と言葉を紡ぐ。

　言ってはならないと自覚しながらも、胸のうちにある欲望がするりと口から飛び出した。

「助けて……慶さんのそばにいたい」

　美夕の体を支える腕に力がこもる。涙も温もりもすべて慶がすくいとり、抱きしめてくれた。

「わかった。もう泣くな」

　優しくされればされるほど、涙が止まらなくなってくる。美夕は慶の胸に顔を埋めて、情けなく泣き声をあげた。

「ごめんなさい……」

　慶のためを思うなら、離婚すべきだったのに。欲望に抗えなかった自分が情けない。

「謝るな。いい子の振りをされるより、素直にわがままを言われた方が気が楽だ」

　くしゃくしゃと慶が髪を撫でる。結局、慶にはなにひとつかなわない。

「あの、慶さん。私……」

　美夕は慶から体を離し、おずおずと顔を見上げた。

　なにか言いたいことがあると察したのか、慶は黙って言葉の続きを待つ。

　美夕は自身の腹に両手を置き、包み込むように抱きしめた。

「妊娠、したみたいなの」

「美夕……！」

　さすがの慶も驚き、目を見開く。息を吸い込んだまま硬直して、やがて表情を緩ませ、ふうっと大きく吐き出した。

「そう、か」

　感情の読み取れないひと言。

（喜んで……くれている？）

　不安になって覗き込むと、再び慶の腕が美夕の体を包み込んだ。

「だったら、なおのこと離婚なんて言うな。俺たちはお腹の子を育てる責任がある。その子が幸せに生きられる環境を用意してやらなきゃならない。そうだろ」

　かけられたのは真面目な言葉。しかし、美夕が聞きたかったのはもっとシンプルな、慶の気持ちだ。

「慶さん。子ども、好き？」

「……そんなことを心配してたのか」

　慶の大きな手のひらが、美夕の頭にぽんと乗っかる。

「子どもが嫌いだったら、八歳の女の子にわざわざ声をかけてエスコートなんてすると思うか？」

「ちゃんと覚えていてくれたのね」

　十六年前、慶と出会い、エスコートされた日。生まれて初めて、誰かのお嫁さんになりたいと願った。美夕にとっては、なにより大切な思い出だ。

「お嫁さんにしてほしかったんだろ？」

　おどけるような言葉に、美夕は頬が熱くなる。そんな細かい約束まで記憶されているとは、なんだか妙に照れくさい。

「……そこも覚えていたのね」

　ふたりの体の間にある隙間が埋まる。きゅっと抱きしめ合うと、離れていた心がようやくひとつになった気がした。

「俺と美夕の子だ。嬉しいに決まってる」

「うん」

　慶の言葉を耳にした瞬間、不思議と妊娠への不安が和らいだ。

　子どもを産むのは自分だけではない、慶が一緒にいてくれる。ふたりで子どもを産み育てるのだ。

　そう思えたら、ただ純粋に子どもの顔を見られる日が待ち遠しいと思えた。




　翌日、会社に妊娠の旨を連絡し、産休と育休をもらう方向で調整を進めた。

　一方、江怜奈の番号からたびたび電話がかかってきたが、美夕は無視を続けた。

　そして一週間が経つ頃。

　デスクの内線電話が音を立て、美夕はふうと息をついた。

　子機の通話ボタンを押すと「北菱さん、内線二番にお電話です。山やま田ださんとおっしゃる方から――」と総務社員の丁寧なアナウンスが聞こえてきた。

「ありがとうございます」

　内線ボタンを押し「北菱です」と応答するが、相手は――無言。

　大きなため息をつきながら、子機を置く。

「また無言電話？　もう三回目じゃない？」

　桃山が怪訝な顔で話しかけてくる。

「いえ。四回目です……」

　かぶりを振ると、青谷は「会社にかけてくるところが腹立つな」と鼻息を荒くした。

「プライベートの電話にかかってくるよりマシじゃない？」

「プライベートなら無視も怒鳴ることもできるけど、会社の電話じゃきちんと出るしかないじゃないですか」

「確かに」

　桃山と青谷は難しい顔で腕を組む。美夕もこんなことは初めてで、どう対応したらよいのかわからなかった。

　ちなみに、相手の名前は山田だったり田た中なかだったり佐さ藤とうだったり様々だ。名乗らなければ総務が電話を回してくれないので、適当に名乗っているのだろう。

「北菱。次にかかってきたら俺に回せ。出た声が男なら、相手の対応も変わるかもしれない」

「ものすごいイカツイ声で出てね」

　桃山の無茶ぶりに、青谷は声を潰して「北菱ハ外出シテイマス」と練習する。けらけら笑う桃山。

　美夕は「ごめん、次、お願いするね」と手を合わせて頼み込んだ。

　一時間後。今度は鈴すず木きと名乗る人物から電話がかかってきた。

　青谷が内線を受け、ワイルドな声で「北菱は席を外しております。折り返しますのでお電話番号を――」とアナウンス。その横で桃山はお腹を抱えて笑っている。

　しかし、青谷は途中で焦った顔をして「あ、すみません、来ましたんで少々お待ちください」と美夕に電話を回した。

「悪い、本物だった。『立りっ版ぱん印いん刷さつ』の鈴木さん」

「えっ……ありがとう！」

　桃山は人違いであったことにさらに爆笑。美夕は、立版印刷の鈴木さんなんてお世話になっていたかな？と首を捻りながら応答する。

　結果は――無言。

「やっぱり無言電話だった……」

「じゃあ、立版印刷の鈴木さんが犯人だったの？」

「いやいや、さすがに名乗らないんじゃないすか？　それっぽい取引先の会社名を適当に言ってみたんじゃないかな」

　翌日以降もこんなことが幾度か続いた。そのたびに協力してくれていた青谷が、青ざめた顔で言う。

「無言電話の主、毎回声も電話番号も違うんすよ」

「組織立った嫌がらせってこと？　その番号、ちょっと貸して」

　桃山が自身の携帯端末から、非通知設定で電話をしてみる。

　流れたアナウンスは『おかけになった電話番号は、現在使われておりません』――。

「いやいやいやいや、ホラーじゃないっすか！」

「そんなバカなことあるわけないでしょ！　電話番号偽装してるんだよ。そんな手口の振り込め詐欺グループがニュースになってた気がする」

　組織立った悪質な犯行。そして、美夕にはひとつ心当たりがあった。

（勅使河原さんからの電話を無視し始めた頃から、無言電話が始まった……）

　まさか電話を取れというプレッシャーだろうか。そうだった場合、電話を取らなければ延々と無言電話が続くはめになる。

　その日の夜。美夕は江怜奈の番号に電話をかけた。

　スリーコールですぐに出てくれた江怜奈は『やっとかけてきてくれたのね。大変だったのよ』とすべての嫌がらせは自分であると自白するかのように笑った。

「無言電話なんて、どうしてあんな回りくどい真似をしたの？」

『私の名前で電話をしても、どうせ出てくれなかったでしょ？　それに、わかってもらいたかったのよ』

　もったいぶった言い回しで、江怜奈は告げる。

『私には手取り足取り働いてくれる部下がたくさんいるって理解したでしょう？　あなたが言うことを聞かなかったら、私、彼らになんて命令しちゃうかわからない』

「それは脅し？」

『いやあねえ、お願いよ』

　それだけ告げて電話が切れる。実際には脅しで、慶と離婚しなければ、どんな嫌がらせでもしてやると言いたいのだろう。

（勅使河原さんは正直、なにをするかわからない。父に冤罪を被せたって、笑って言うような人だもの）

　今は無言電話にとどまっているが、そのうち実力行使に出るかもしれない。

　慶に相談したかったが、その日に限って出張中で、話をすることができなかった。

　翌日になり、仕方なく美夕は、気持ちの悪さを抱えたまま出社した。

　無言電話はさらに悪化。総務でも最近異常に電話がかかってくると話題になっていて、噂を聞きつけた高嶺社長が美夕のもとにやってきた。

「北菱くんあてに嫌がらせの電話が頻繁に来るって？　大丈夫かい？」

　美夕が答える前に、桃山が「今日はとくにひどくて、午前中だけで十件は来てますよ」とうんざりした声をあげる。

　社長も深刻な顔で顎に手を当てた。

「しばらく北菱くんは代表電話に出ないように。個々に支給してる会社携帯は大丈夫なんだよね？　取引先にはそちらからかけるようアナウンスして」

「わかりました。ご迷惑をおかけして申し訳ありません」

「北菱くんが謝ることじゃない」

　社長は穏やかに微笑んでくれたが、この嫌がらせ電話が自分のせいであると自覚している美夕は、心が晴れない。

「それにしても、北菱くんがターゲットにされているのは気になるね。なにか心当たりがある？」

　とはいえ、正直に話すわけにもいかず、美夕は「いえ……」と歯切れ悪く答えた。

「嫌な予感がするな。なにもないといいんだが……」

　社長は思うところがあるのか、難しい顔で唸り声をあげる。

「今日はとくに嫌がらせがひどいんだったか？　念のため、今晩は私が家まで送っていくよ」

「いえ、そんなご迷惑をおかけするわけには」

　社長の申し出に美夕が恐縮していると、青谷が挙手をした。

「でしたら社長、俺が北菱を家まで送っていきますよ。北菱の家って広尾だろ？　俺、中なか目め黒ぐろだから通り道だし」

　美夕がこくりと頷くと、社長もその方がいいと判断したのか「すまないね、お願いできる？」と青谷に依頼した。

「はい！」

　青谷が元気に答える。美夕は申し訳なさを拭えないが、社長よりは青谷に迷惑をかけた方が幾分か気が軽い。

「ごめん。お願いするね」

「広尾からなら、歩いても家まで三、四十分で帰れるし、最近運動不足だったからちょうどいいや。ウォーキングでもしてみるよ」

　そんなやり取りを交わし、その日は一時間程度残業をしたあと、青谷とともに帰宅した。

　最寄り駅の広尾に到着し、駅前の大通りを歩いたあと、道を曲がり住宅街の方へ。

　近くには大きな公園もあり、静かでいい場所ではあるが、夜になるとしんと静まり返り少し怖いくらいだ。

　そんな閑静な高級住宅街に似つかわしくない面々が、背後を歩いていた。

「なあ、あれって、やっぱ俺たち狙ってんのかな」

「わからない……けど、どうしよう」

　三人の、カタギには見えない男たちがポケットに手を突っ込んで歩いてくる。

　スーツを着崩した丸刈りの男と、金髪の男。もうひとりは顔までタトゥーを彫っていて、アクセサリーをじゃらじゃら着けている。

　ふんぞり返るような歩き方は、映画によくあるゴロツキといった印象だ。

「あれに狙われてるとしたら、お前、やばいんじゃないの？」

　美夕はごくりと息を呑む。

　江怜奈が言っていた手取り足取り働いてくれる部下というのがあの人たちだとしたら、江怜奈の背後にはいったいどんな組織がいるというのだろう。

（まさか暴力団関係者とか、そういう人たちが……？）

「家まであとどれくらいある？」

「五分くらいは」

「大通りまで戻った方がよさそうだな。隠れてやり過ごそうか」

　ぐねぐねとした細い路地を曲がった瞬間、近くのマンションのエントランスに飛び込み身を隠す。

　あとを追ってきた男たちは、美夕たちの姿が見えないことに気づくと「おい」「急げ」と声をひそめて、美夕の自宅の方へ走っていった。

「あいつら、完全に俺らに狙いをつけてた……！」

「どうしよう！　警察呼ぶ？」

「捜されたら警察が着く前に見つかっちまうよ。あいつらが気づく前に来た道を戻るぞ！　大通りまで走ろう」

　青谷に手を引かれ、来た道を戻る。人通りの多い道まで出れば、さすがに彼らも手を出してきたりはしないだろう。

「妊婦なのに、走らせて悪い！」

「大丈夫！」

　大通りまで近づいたところで「いたぞ！」という鋭い声が背後から響いてきた。

　例の男たちがこちらに向かって走ってくる。

　加えて、彼らを追い越し黒い高級車が近づいてきた。美夕たちを追っていたのは三人だけではなかったようだ。

　ふたりの背中を車のヘッドライトが照らし出す。

「まじかよっ……」

　車に連れ込まれては終わりだ、青谷は美夕を庇うように走る。しかし――。

「美夕！」

　車が真横まで迫ると、運転席のウインドウからよく知る顔が覗いた。

「慶さん！」

「ふたりとも、乗れ！」

　車が前方で急停車する。青谷は美夕を後部座席に押し込むと、自身も飛び込んでドアを閉めた。

　慶はふたりが乗り込んだのを確認して、大通りに向かう。

　美夕が振り返ると、細い路地の奥から例の男たちがこちらをじっと睨んでいるのが見えた。

「焦ったー……。北菱、大丈夫か？　だいぶ走らせちまったけど」

「うん、大丈夫。慶さんはどうしてここに？」

「高嶺社長から連絡をもらった。同僚の青谷くんに送らせたと言うから、駅まで迎えに行こうとしてたんだが――」

「……それってもしかして、俺に嫁さんを送らせたくなくて慌てて迎えに来たって意味だったりします？」

　慶は青谷の質問をスルーして、先ほどの男たちの話題を切り出す。

「あいつらになにか言われたか？　これまでもこういうことが？」

「いいえ。無言電話はあったけど、実力行使に出られたのは初めてで……」

「無言電話……いつからだ？」

　慶に事情を説明すると「そういうのは早く言ってくれ」と嘆息した。

「とにかく、青谷くんを家まで送る。俺たちはいったんホテルに向かおう。すぐに今後の対策を考える」

　車は明治通りを下り、中目黒方面へ。青谷は自宅の場所を慶に伝えると、背もたれに深く体を埋めた。

「……なんつーか、あれですよね？　金持ちだから恨まれる的な？　名前が売れてると、大変なんですね」

「君にも迷惑をかけたな。美夕を守ってもらえて助かった」

「どういたしまして。これからは護衛でもなんでもつけてやってくださいね。その辺の金はいっぱいあるんでしょう？」

　青谷の軽い嫌みに、慶は真面目な表情で答える。

「ああ。これ以上、美夕が危険な目に遭わないようにすぐに手を打つ。約束するよ」

　青谷を自宅まで送ると、美夕たちは都心に戻って、慶が懇意にしているホテルに向かった。ドレスの購入に使った、あのスイートルームのあるホテルだ。

　客室はリビングとプレイルーム、ふたつの寝室に分かれていて、豪勢な作りになっている。ふたりはリビングのソファに座り、向かい合って状況を整理した。

「美夕。隠していることを白状してくれ。勅使河原議員から接触があった、そうだな？」

　すべてお見通しの慶に、美夕は観念して口を開く。

「正しくは、江怜奈の方から」

　携帯番号を突き止められ、離婚しろと命令されたこと。

　慶に冤罪を被せる、会社を潰すなど脅され、その後、しばらくすると無言電話がかかってくるようになったこと。

　すべてを説明すると、慶は難しい顔をして目を伏せた。

「最近、お前の様子がおかしいとは思っていた。突然問い詰めてきたり、離婚すると言ったり。あの頃からプレッシャーをかけられていたんだな」

　慶の言葉に美夕は頷く。もっと早く、正直に打ち明けておけばよかったと、今さら後悔の念が湧き上がってくる。

「高嶺社長が俺に連絡をくれたのは幸いだった」

　慶が助けに来てくれなければ、青谷ともどもなにをされていたかわからない。ぞっと背筋が冷たくなる。

　そのとき、慶の携帯端末が震えた。応答した慶の表情がみるみる険しくなっていく。

「慶さん……？　どうかしたの？」

「セキュリティ会社から連絡があった。マンションに不法侵入しようとした輩がいるらしい。逃げたそうだが」

　美夕は口もとを押さえる。もう家の中ですら安全とは言いがたい。

「やっぱり、私……」

　黒い繋がりを持ち、不条理に暴力を振りかざす勅使河原親子には勝てないのではないか。自分たちだけではない。多くの人に迷惑をかけている。

　離婚した方がいいのでは、そう口にしようとしたとき、慶が美夕のもとにきて肩を抱いた。

　引き寄せ、唇に慰めのようなキスを落とす。慶はこんなに優しいキスができたのかと、驚いてしまった。

「気に病むな。俺がなんとかする」

　なんとかできる当てはあるのだろうか。

　だが、自信に満ちた慶の目を見ていると、信じられる気がしてくるから不思議だ。

「そろそろ、ケリをつける必要があるな」

　慶の声には深い決意が宿っていた。

　離婚しろという脅し、そして美夕の父に冤罪を着せたことについて、ケリをつけられるだけの確証が、慶にはあるのだろうか――。

　いずれにせよ、これ以上は避けて通れない。

「美夕。一緒に戦ってくれるか？　ふたりの――いや、三人の未来のために」

　美夕はこくりと頷いて、お腹に手を当てる。

「もちろん」

　たとえどんな妨害を受けようとも、お腹の子とともに夫を信じてついていくのみだ。そう意志を固めた。




　社長に事情を説明し、しばらくは出社せず、ホテルからリモートで仕事をする許可をもらった。

　慶は生活に必要なものをすべてホテルに取り寄せ、寝室のひとつに簡易オフィスを作り上げる。

　リビングのソファで、取り寄せてもらったノンカフェインコーヒーを飲んで休憩していると、慶が気遣わしげに尋ねてきた。

「ほかに欲しいものは？　服でもＰＣでも、必要なものは持ってこさせる」

「そんなにいらないわ。充分よ」

「椅子は合っているか？　腹部に負担のかからないオフィスチェアを取り寄せようか」

「大丈夫。これだって充分いい椅子よ。スイートルームに置いてあるくらいだもの」

　ぶっきらぼうな顔をしてこれでもかと気遣う慶に、思わず笑みがこぼれてしまう。

　美夕の中で慶の印象はがらりと変わった。本当はすごく優しくてマメで真摯な人。

　生意気な口調と不遜な態度で誤解されがちだけれど、たぶん誰より愛妻家だ。

「六年前、慶さんは私に『他人に頼らず生活できるようになれ』って言ったのに。今ではひどい甘やかしっぷりね」

　そう言って笑うと、慶はいたたまれない顔で目を逸らした。

「懺ざん悔げ、だろうか」

「懺悔？」

「六年間ずっと、夫でありながら夫らしいことをしてやれなかった。なるべく関わらないように距離を置いていた」

　慶が美夕の隣に座り、指先でそっと頬を撫でる。その表情は、珍しく葛藤が見え隠れしていた。

「お前が雛鳥に見えていた。俺が近づけば、盲目にくっついてきてしまうだろうと。それは、お前自身の意思を潰すことになる」

　十八歳だった美夕は、二十八歳の慶から見て、ひどく頼りなげだったに違いない。

　今の二十四歳の美夕から見ても、当時の自分は浅はかで子どもだった。

　そのときは立派な大人だと思い込んでいたのだから、いかに視野が狭かったのかがわかる。

「だが、お前のためと言いながら、過酷な道を強いたことには変わりない」

　慶の手が美夕の頬を包み込む。

「ずっと安全な箱庭に閉じ込めておけばよかったのかもしれない」

　大きな手が背中に回り、美夕の小さな体をぎゅっと抱きしめる。

　体だけ見れば慶は随分と大きいのに、今の彼は妙に小さく感じられた。

「俺の選択は、正しかったのだろうか」

　今や世界経済を動かす力を持つと言われている偉大な金融王は、かつて二十歳にも満たない妻への愛情表現に、こんなにも悩み苦しみ葛藤していたのだと初めて知った。

「私は安全な場所にいたわ。あなたが用意してくれたあの家に」

　慶がいつも美夕を抱きしめ安心させてくれるように、今度は美夕がそっと慶を包み込む。

「あなたは私を守りながらも、閉じ込めないでいてくれた。自由に外を歩かせてくれた。私は自分の意思で未来を選び取り、今ここにいる」

　彼のしてくれたことを思えば、感謝しかない。あの冷たかった態度も、挑発するようないじわるな言動も、すべて美夕のためだった。

「あなたは全部、正しかった」

　慶の額にそっと唇を寄せると、慶は腕の中の美夕をぎゅっと強く抱き込んだ。

「う……苦しい」

　美夕の呻うめきでようやく我に返ったらしく、慶は「悪い」と言って体を離す。

「今度こそ、大切にする。お前を幸せにできるように」

　その目は強く猛々しくありながらも、迷いが見え隠れしている。

　常に堂々としている慶だけれど、迷いなく決断しているわけじゃない。

　熟考し、悩みながらも最善を選択しようとしている。その決断が積み重なり今の彼があるのだ。

「『今度こそ』じゃないって、何度言えばわかるの？」

　珍しく弱みを吐露する慶を、美夕は包み込む。

「私はずっと、大切にされているわ」

　自活できるようになり六年ぶりの再会を果たしたあの日、同じ土俵に立ったと慶は言った。

　しかし美夕は今、ようやく慶のいる場所まで辿り着けたような気がしている。妻と夫が、横に並んで歩ける場所に。

　これからは自分が夫を支えていきたいと、美夕は強く願った。










第七章　寵愛の先に




　二日後の夜。慶と美夕が足を運んだのは、赤あか坂さかにある料亭。

　赤坂は政治の中心地に隣接し、政治家や大使館関係者御用達の高級料亭も多く軒を連ねる。

　その中でも慶はとくに接待に適した融通の利く料亭を選んで、勅使河原親子を呼び出した。

　座敷で待つ慶と美夕のもとに、仲居に案内されて親子が姿を現す。

　慶たちが立ち上がり出迎えると、勅使河原議員は美夕を見るなり、汚らわしいとでもいうように表情を歪めた。

「緊急の用件、それも、娘の縁談に関することと聞いて、わざわざ予定を空けて来てみれば。部外者がいるようだが？」

　慶が凛とした姿勢で臨む。

「部外者ではありません。私の妻であり、あなたの被害者だ」

「被害者とは。なんのことかわかりかねる」

　議員が床の間の前に腰を下ろすと、江怜奈も黙って父親の隣についた。

　江怜奈は美夕と目が合うと、口角を綺麗に上げて、にこりと微笑む。

「それで。用とはなんだ。多忙な私たちを呼び出したんだ。相応の見返りがもらえるのだろうな」

　慶は議員の正面に腰を下ろし、美夕はその隣に正座した。

　びりびりと伝わってくる威圧感に美夕はきゅっと唇を引き結ぶ。

　一方、慶は揺るがぬ態度で、堂々向き直った。

「まずはご報告を。妻が妊娠いたしました。今後も末永く、夫婦を見守っていただきたい」

「ふっ……」

　議員が鼻で笑い飛ばす。

「なにかと思えば。愛人の子がいようがいまいが関係ないよ。その程度の甲斐性、君にはあるだろうから」

「私は嫌だわ。夫に隠し子がいるなんて」

「大きな家の男など、そういうものだよ。正妻は心を広く持つものだ」

　江怜奈はムッとした顔をする。

「私、昔からこの子、嫌いなのよ。ねえ。父親みたく消しちゃダメなの？」

　江怜奈の横暴な言い分に、議員は「こら」とたしなめる。

「滅多なことを言うものじゃない」

「でも――」

「どうせ彼らは録音でもしながら、私たちが不利益な発言をしないかと待っているのだろう」

　議員の言葉に、江怜奈はハッとして口を噤む。警戒心をあらわにして美夕を睨んだ。

　録音していると慶から聞いていた美夕は、読まれていたことに内心ひやひやしていたが、慶は想定内とでもいうように悠然とかまえている。

「あなたの悪事を暴こうと決めてから、六年も経ってしまいました。ようやく機が熟した」

「なにを言っているのか、さっぱりわからんよ」

　ふたりは静かに視線を戦わせる。

　そこへ、仲居がお茶とおしぼりを持ってきた。

「お料理をお持ちしてもよろしいでしょうか？」

「あとにしていただけますか。まずは仕事を済ませてしまいます」

　慶の返答に、仲居は「どうぞごゆっくり」と部屋を出ていく。

「お食事もお預けなんて」

　江怜奈が愚痴をこぼすが、これも議員が目で黙らせた。

「北菱くん。前にも伝えたと思うが、私は君を買っている。期待しているんだよ」

　議員がお茶を口に運びながら、ゆったりと話し始める。

「君はサラブレッドだ。君のお父様やお祖父様も経営者としては優れていたが、それ以上に君は若くして強大なコネクションを得た。日本にとどまらず、世界経済を動かせるだけの人脈を持っている」

「買い被りすぎでは」

「謙遜はよくないな。先日、アメリカの『ジャファーズ・ファイナンシャルグループ』と提携を結んだそうじゃないか」

　ジャファーズ・ファイナンシャルグループとは、米金融大手。現地での事業拡大を狙った提携だ。

「国内市場が頭打ちの中、海外マーケットの拡充に力を入れるのは当然だが――あの社長がよく条件を呑んだものだ。どんな餌を用意したんだ？　簡単に決断、実行できることじゃあないとも理解している」

　北菱グループは先月もアジア新興国の企業買収を発表したばかりだ。

　慶の決断により動く金額は、何百億、ときに兆に及ぶ。

　機を見極め、俊敏に決断し動く。経験や知識ももちろんだが、度胸や決断力、それを可能にする人脈など、並大抵のことではないと美夕にも理解できる。

「次期経団連盟の会長とさえ言われている。知っているだろう、これまで会長職に就いた人物は政権と蜜みつ月げつの関係を築いてきた。経済だけではなく、政治に介入する力を持っている」

「それを利用させてほしいと？」

「違うよ。私はいずれ政権を動かす人間になる。そのとき、君が隣にいてくれると心強い」

　勅使河原議員が政治の中枢にいるのは間違いない。誇張ではなく、いずれ与党のトップに就く日もくるかもしれない。

　そのとき、財界のトップと繋がりがあれば、圧倒的な権力を得られる。

「そのお嬢さんのことは仕方がない。子どもができてしまったなら、堕ろせなどとは言わないよ。付き合い方を考えてくれればいい。離婚などよくあることだし、婚外子などごまんといる」

　議員と目が合い、美夕はぞっと身を強張らせた。なだめるように慶の手が背中に回り、美夕をそっと支える。

「君も私を敵に回したいとは思っていないだろう？　今の君に私が完全勝利できるとは思っていないが、致命傷を負わせるくらいならできる」

　議員が威い嚇かくを含んだ目で慶に微笑みかける。

　しかし、慶は怯む様子もなく、淡々と要求を突き付けた。

「さんざん手を出しておいて、対等な交渉もなにもないでしょう。まずは妻への嫌がらせを即刻やめていただきたい」

「嫌がらせ？　なんの話だ」

　議員は本気でわからないというような顔で目を眇すがめた。

「妻の会社への無言電話、自宅への不法侵入、不審な連中に付け回させ――」

　江怜奈がさっと目をそむける。議員はようやく事態を呑み込み、怒りを宿した目で娘を睨んだ。

「江怜奈。お前、なにをした」

「だって、お父様、言ってたじゃない！　なにかあったら使ってもいいって――」

「まさか、アレを使ったのか……!?」

　議員が腰を浮かして娘に詰め寄る。

　どうやら美夕への嫌がらせは完全に江怜奈の独断だったらしく、当の江怜奈は身を縮めて父親の顔色をうかがっている。

　そこへ、襖の向こうに影が見えた。

「失礼しますよ」

　仲居ではない、男性の声。聞き覚えのある穏やかな口調と声色。

　襖がゆっくりと開き、小こ洒落じゃれたスーツと金縁眼鏡をかけた、よく知る人物が顔を覗かせた。

「高嶺社長……！」

　驚いて声をあげた美夕とは反対に、慶は知っていたらしく「よく来てくださいました」と礼を述べた。

「誰だ」

　議員が声を険しくする。高嶺社長は議員の横に向かい両膝をつくと、懐から名刺を取り出した。

「文嶺出版代表取締役社長、高嶺紀一郎と申します。過去に一度、お会いしたことがあるのですが、覚えていらっしゃいませんかね」

　議員は受け取った名刺を訝いぶかしげな顔で睨んだ。おそらく記憶になかったのだろう。

「まあ、当時は社長などではなく、いち編集者だったので記憶に残らなかったのでしょう。七年前の事件、そして、『株式会社ワールドジャーナル』と言えば、思い出していただけますか」

　議員の表情が曇る。思い当たる節があったのだろう、まさかという顔で高嶺社長を見つめた。

「あなたが金と反社会的な組織を使った圧力で揉み消した事件――あの記事を書いていたのが私です」

　場が緊迫した空気に包まれ、誰もが口を閉ざした。

　混乱する美夕へ、慶が「覚えているか」と尋ねる。

「お前の父親に疑惑がかけられた一年ほど前。勅使河原議員の秘書が不正を働き、自殺した」

「はい、マスコミ論の授業でも習ったのでよく覚えています。あの事件の会見は、世論を味方につける見本のような謝罪会見だったと」

「あのとき、公にならなかった事実がある。勅使河原議員の不正を書き記した遺書が存在した」

　美夕はハッと息を呑む。江怜奈は不安げな眼差しを父親に向け、当の議員は表情を消して沈黙した。

「その遺書を託された人物は、お前の父親とともにワールドジャーナル社に持ち込み、暴露記事を書こうとした。しかし、事実は議員の手によって隠蔽された」

「ひどいものでした。当時遺書を保管していた人物は、暴力団関係者に家を襲われ、家族を人質に取られました。私も似たようなものです。深夜に家に火を放たれ、ひどい火傷を負った」

　高嶺社長はネクタイを緩め、シャツのボタンをふたつ外す。胸の辺りに痛々しい火傷の痕あとが見えて、美夕は手で口もとを覆った。

「傷が癒いえ退院する頃には、ワールドジャーナルはこの件から手を引くと決めていました。遺書も存在しなかったことになっていた」

　高嶺社長の柔らかい、どこか悲しげな眼差しが美夕に向く。

「ちょうど今のように、編集部には私あての無言電話が何度も来た。警告というやつでしょう。北菱くん、君あてに無言電話が続いたとき、過去の記憶が蘇り、私は本当に恐ろしくなったよ。急いでご主人に連絡し、あなたを守るよう伝えた」

　不審な男たちに追いかけられたあの日、慶が車で駆けつけられたのは、その連絡のおかげだ。

「遺書は破棄されたことになっている。ですがね、私はとてもあきらめの悪い人間です。あの雪せつ辱じょくを果たす機会を、ずっとうかがっていた。自分の会社を立ち上げ、地歩を固め、公表できる場を作り上げ、七年間も耐え忍んでようやく下準備が整った」

　高嶺社長が懐から一枚の紙を取り出し、テーブルに広げた。

　それは勅使河原議員の悪行が収められた遺書。美夕の父たちが託された不正の証拠だった。

「なぜ……それが貴様の手もとに……」

　議員が愕然として声を漏らす。

「当時破棄されたものは巧妙に作られた複製品です。もちろんこちらもコピーだ。原本は信頼できる人物に託してある。そして――」

　再び高嶺社長が懐からなにかを取り出す。

　それは写真だった。高級クラブの前で、江怜奈と男たちが並んでいる。

　タクシーから降りようとしている江怜奈と、その手を取ってエスコートしている男性。男性はスーツ姿ではあるがサラリーマンには見えない、ぎらついた印象だ。

　次の写真は、画像こそ粗いがクラブの店内のようだ。彼らがお酒の入った杯を掲げ、談笑している様子が写っている。

　江怜奈がひっと悲鳴をあげた。

　高嶺社長は江怜奈の反応を見て、強したたかに目を光らせる。

「仕事柄、ゴシップの扱いはお手の物ですので。勅使河原議員、こちらはあなたの娘さんが暴力団関係者と関わりを持つ証拠写真です」

　議員の血走った目が、江怜奈に突き刺さる。

「江怜奈!!」

「ご、ごめんなさい！　こんな、まさか、と、撮られているだなんて！　私、ちゃんと周りには気をつけていたのよ!?」

「やめろ！　これ以上口を開くな！」

「誰の目にもつかないところで会ったし、このクラブなら安全だって言われて――」

「認めるんじゃない！　黙れと言っているだろう！」

　当然、音声を記録している。慶が隠し持っているレコーダーには、江怜奈の自白がしっかりと録音されただろう。

「娘が反社会的な組織と繋がりがあった――当然、父親であるあなたも疑われるでしょう。遺書に書かれているこれまでの行いにも、メスが入る」

　慶の言葉に、議員の唇がわなわなと震え出す。

「今度はあなたが検察の捜査を受ける番のようですね、勅使河原議員」

　議員はテーブルに散らばった証拠の数々をぎっと睨んだ。

　遺書はもとより、写真に関してもフィルムは大切に保管されているのだろう。

　高嶺社長は満足そうに遺書を懐にしまう。

　慶は議員を静かな目で見守りながら、ゆっくりと言葉を切り出す。

「狡こう猾かつなあなたのことだ。犯罪の確証となるようなものは残していないのでしょう。検察も一枚かんでいたようだ。彼らも暴露されては困る以上、一部の罪は見て見ぬ振りをするかもしれない。だが――」

　慶が視線を江怜奈に向ける。代弁するかのように高嶺社長が笑った。

「脇の甘い娘さんからは、ほかにも証拠が出てきそうだ。かつての秘書のように、すべてを背負わせて口封じもできないでしょうしね」

　議員が拳をダン！と卓に置いた。慶たちから煽りに煽られ、冷静さを欠いているようだ。

　今にもかみつきそうな議員の目と、積年の恨みがこもった高嶺社長の目が静かに交わる。

「たとえ検察が隠蔽を決めたところで、私はこれを世間に公表しますよ。そのために会社を立ち上げ、トップに立った。もう権力に屈しない」

　高嶺社長が立ち上がり、議員を見下ろす。

　このやり取りに終止符を打ったのは、慶だった。

「勅使河原議員。あなたの政治生命は終わりだ」

　その言葉を引き金に、議員が娘の襟首を掴んだ。

　ひぃぃっと悲鳴をあげる江怜奈。あまりの剣幕に、慶は止めに入ろうと腰を浮かす。

「この……、馬鹿娘が!!　なんてことをしてくれた！　お前のせいで……お前のせいで……！」

「だって、言ってたじゃない！　困ったら使えばいいって！」

「あれは簡単に手を出していい代物じゃない！　このままではすべてが終わる、そんな絶望的な状況を天秤にかけてようやくリスクの釣り合う諸刃の剣だ。そんなことも想像できないのか、未熟者が！」

　議員が手を振り上げる。止めようとした慶の腕を、高嶺社長が掴み取り、妨害した。

　高嶺社長の頭には、議員が娘に暴力を振るう姿を押さえたいという打算があるのだろう。

　パァン！という乾いた音が響き渡った。江怜奈は頬を叩かれ、茫然として尻もちをつく。

「お前のくだらない見栄のせいで！　私の、私の人生が……！」

　再び議員が手を振り上げ、怯えた江怜奈は畳に手をつき丸くなった。

　見ていられなくなった美夕は「慶さん！」と声を張りあげる。

「もういいでしょう」

　慶は高嶺社長を振り切ると、議員の体を押さえ込んだ。

「離せぇ!!」

「美夕、従業員を呼んできてくれ！　それから、警察に連絡を」

　美夕は急いで座敷を出ると、近くにいた仲居に助けを求めた。

　男性スタッフが座敷に集まり暴れる議員を押さえ込み、店のオーナーが警察に連絡してくれる。

　美夕と慶は別室に移され、騒動が終わるのを待った。

「ご、ごめんなさい！　お父様……ごめんなさい！」

「うるさい！　この親不孝者が!!」

　江怜奈の怯えた声と激げっ昂こうした議員の声が、離れた座敷まで響いてきた。




　しばらくすると警察がやってきて、勅使河原議員を娘への暴行と店への威力業務妨害で連行した。

　とくに議員は著名人であるから、いったん警察で身柄を保護し、のちに弁護士を呼ぶという。

　江怜奈も事情の聴き取りがあるため、ともに警察署へ向かった。

　たとえ聴取されたとしても、これまでの会話内容は供述できないだろう。

　ただの過激な親子喧嘩という話になるだろうが、とはいえ、暴力が問題視されるのは間違いない。

　江怜奈の顔には、はっきりと叩かれた痕が残っている。この件が表沙汰になるのは確実だ。

　慶と美夕、高嶺社長は、偶然居合わせた客として、簡単な聴取を受けた。

　高嶺社長は、早急にネットニュース『文嶺オンライン』上に『勅使河原議員、娘にＤＶ』という記事を載せるよう、本社にいるデジタルメディア部門のメンバーに指示を送る。

　元秘書の遺書や、江怜奈と黒い組織との繋がりを示す写真については、すでに高嶺社長が自ら記事を纏め、いつでも公表できる状態にあるという。

　近々、過去最大の文嶺砲が炸さく裂れつするだろう。

「これで、お父さんの冤罪も明らかになるかもしれませんね」

　高嶺社長の言葉に、美夕は目を丸くする。

「私が花柳夕輔の娘だとご存じだったんですね」

「ご主人に協力を持ちかけた際にうかがいました。なるほどなあと思いましたよ。それでおふたりのご縁があったんですね」

　慶は高嶺社長に「本当に食えない方だ」と言って苦笑した。

「俺が花柳先生と親しい間柄だったと突き止めて、協力をもちかけてきたんだ。かつて先生が志半ばであきらめざるを得なかったことを、ともに成し遂げないかと」

　ふたりが手を組んでいたと聞いて、美夕は様々なことに気づかされる。

　かねて恩師の冤罪を明らかにしたいと願っていた慶。

　勅使河原議員の不正を公表する機会をうかがっていた高嶺社長。

　ふたりの利害は一致していた。

「経済誌の取材とかこつけて、本題はこっちなんだから驚いた」

「花柳社長には、私も当時お世話になりましたからね。清廉で高こう潔けつな人物だった。冤罪を晴らす手助けができて、私も嬉しい」

　かつて父を慕ってくれていたのだと聞いて、美夕は温かな気持ちになる。

「私が北菱慶の妻であることも、最初から気づいていたのですか？」

　だからこそ、高嶺社長はパーティーで慶と顔を合わせたとき、驚いていなかったのではないか。

　美夕に夫婦同伴を勧めてきた時点で、すでに高嶺社長の頭には慶に接触しようという打算があったのかもしれない。

「君が入社面接に現れたときから、ご親戚かなにかかなと思っていたよ。珍しい名字だからね。君の身辺をいくら調べても夫の情報が出てこなかったことから、逆に隠されたなにかがあると確信した」

　情報がないことこそが不自然で、疑いを強めたに違いない。

　美夕が入社を決めたときからずっと、慶とコネクションを作ろうと狙っていたのだろうか。そう考えると少し複雑な気持ちになるが――。

「だが、君に入社してもらったのは、北菱慶の妻だからというわけではないよ。面接で君の熱意は伝わった。たとえ北菱慶の妻でなくとも、うちに入ってもらう価値があると確信した」

　その言葉を聞き、美夕は肩の力が抜けた。

　慶とのコネクションを利用するためだけに採用したわけではないみたいだ。

「ありがとうございます」

　高嶺社長も安心した顔をして、美夕の肩に手を乗せる。

「産休までまだ少しあるが、無理せずがんばってくれ。育休後も、文嶺出版にいてくれると助かるよ」

「はい！」

　高嶺社長は忙しくなるぞと、張り切って自社へ戻っていった。

　美夕は慶が運転する車の助手席に乗り込み、料亭を出る。

「今日は不安な思いをさせて悪かった。大事な時期に」

　慶が美夕の下腹部にちらりと目線を落とす。

「ううん。すべてが明らかになって、すっきりしたわ」

　帰宅中の車内で、父がなぜ冤罪を被せられたのか、事情をすべて話してもらった。

　かねて不正を働いていた勅使河原議員と、すべての罪を着せられ亡くなった秘書。

　その事実を明らかにしようとしたのは、遺書を託された父たちだった。当時高嶺社長が勤めていたワールドジャーナル社の報道部門に遺書を持ち込んだ。

　しかし、遺書を受け取った人物や高嶺社長は暴力団関係者の脅しを受け、事実の公表を断念。

　議員に揺さぶりをかけた父も陥れられてしまった――というのがことの顛末だ。

「私は、父が堂々と表を歩けるようになってくれたら嬉しい」

「ああ。きっとそうなる」

　てっきり自宅に向かっているのだと思いきや、車はホテルに到着する。

　もう誰に襲われる心配もないのでは？と思っていた美夕だが、まだ警戒は怠るなと慶は言う。

「しばらくはひとりで出歩かないように。命令系統が混乱している可能性もある」

　江怜奈が反社の組織にどんな命令の仕方をしているかわからない。しばらくは警戒を続けた方がいいと言う。

　だが、高嶺社長が暴露記事を出してくれれば、江怜奈と組織との繋がりは絶たれるだろうと慶は言った。

「ホテルも快適だけど、さすがに毎日スイートじゃなくていいのよ？」

　一泊するだけで美夕の月収を軽く超えている。その程度で慶の財力は揺るがないだろうけれど、美夕の中に培われたもったいない精神が疼いてしまう。

「スイートを取らないと、むしろホテルに迷惑だ。どんな部屋をオーダーしたにせよ、結局この部屋を案内されるだろうし、サービスの質は落とせないんだから」

　相手としては、金融王に媚びない手はない。

　なるほど、と美夕は納得した。どんな部屋を予約しようが相手側のかかる経費が同じならば、きちんと全額支払って最上級のもてなしを受けるべきだ。

　美夕はソファに腰を下ろし、力を抜いた。勅使河原親子を前に自然と力んでいたのか、疲労を感じる。

　だが、肩は軽い。

「これで、胸を張ってあなたの隣を歩ける」

　もうふたりの結婚をとやかく言う者はいない。妨害をしてくる者もない。

　犯罪者の娘だと、うしろ指をさされるのではないかと怯える必要もないのだ。

　堂々とふたりの子どもを産める。

「周りの目を気にしすぎだ。最初から、胸を張っていてよかったんだよ」

「簡単に言うけれど、金融王の妻になって堂々としていられる女性がどれだけいると思う？」

「肩書に踊らされるな。俺もその辺の男となんら変わりない」

「その辺の男性は毎日スイートルームに泊まったりしないわ」

　嘆息する美夕に、慶は小さく笑みをこぼす。だが、ふと真剣な目をして尋ねてきた。

「胸を張れなかった原因は、父親か？」

「そう……だと思ってた。でもきっと、問題があったのは私自身」

　美夕はそっと胸に手を当てる。これまで、なぜ自分が慶の隣に置いてもらえるのか、理解できなかった。

「慶さんに愛されていると思えなかったからだと思うの」

　だが今では、最初から大きな愛に包まれていたのだと実感できる。

「愛されていると自覚できたか？」

　慶は美夕の隣に腰かけ、涼やかな、それでいて内に熱い炎を宿した瞳で美夕を見つめる。

「そのつもりよ」

　美夕がまだほとんど膨らんでいないお腹に手を添えると、慶の手が重なった。

「けっこう、楽しみにしているんだぞ」

「そうなの？　見えなかった」

「毎日、子どもの名前を考えたりしてる」

「え？　どんな名前？」

　前のめりになると、慶は少々恥ずかしそうに頬を引きつらせた。彼にしては珍しい表情だ。

「教えない」

「どうして？」

「照れくさいだろ」

「自分の子の名前なのよ？　あなたがつけるのよ？」

　名付けで恥ずかしがる必要などない、美夕が真っ直ぐ見つめると、慶はあきらめたような表情で息をついた。

「俺としては〝夕〟という字を入れたい。お前が父親から受け継いだ字だ」

　美夕の〝夕〟そして父、夕輔の〝夕〟。親子の絆を尊重してくれているのだと気づき、美夕はほんのり胸が温かくなる。

「ねえ、どうして慶さんは父を慕っているの？　勉強を教わっていただけにしては、思い入れが深そうなのだけれど……」

「先生は、高嶺社長が言っていたように高潔な人だ。でも、俺の場合はそれだけじゃない」

　慶は遠くを見つめると、懐かしむような笑みを浮かべた。

「……俺に自信を与えてくれた人だ」

　思いもよらない返答に美夕は首を傾げる。

　慶は常に気高く威厳を漂わせていて、自負の塊ともいえる。その彼に自信を？と美夕は不思議に思った。

「小学生の頃は、あまり自分に自信がなかったんだ。家名はプレッシャーでしかなかった。学校で発言するたび、テストを受けるたび、スポーツの試合をするたび、ミスをしたら北菱家の長男という立場に傷がついて、この身が粉々に砕け散るんじゃないかと怯えてた」

　美夕が驚きに目を見開く。今やこんなにも堂々としている慶にそんな時代があったとは、到底考えられない。

「先生の帝王学は、まず自分に自信をつけるところから始まった。誰もが慕い、尊敬し、敬われる人物になることが、トップに立つために必要なのだと俺に教えた」

「父は、どうやって慶さんに自信をつけさせたの？」

「まずは、自分がいかに矮わい小しょうな存在であるかを知らしめられた」

「え」

　美夕の声が凍り付く。自信をつけさせるために一度自信を失わせるなんて。父はなにを考えていたのだろう。

　そもそも、北菱家の長男にそんな失礼をしていたとは。よく家庭教師をクビにならなかったものだと、美夕はむしろ感心した。

「自分を過大評価してトップに立ったところで、緩い地盤はやがて崩れる。おごるなと言いたかったのかもしれない。とにかく俺がみんなと同じ普通の人間で、ごくごく平凡な子どもなのだと教え込まれた」

「……それで？」

「その上で、自信をつけるためにはなにをすればいいかを教わった。誰よりも早く決断するために論理的思考を学んだ。判断力を底上げするための知識、勉学や体力はもちろん、立ち居振る舞い、言葉遣い、所作。先生が俺を改革していって――」

　慶は両手を広げ、肩を竦めておどける。

「こうなった」

「ふふふ」

　慶のこの人格は、美夕の父親が作り上げたものらしい。自分の知らないところで父がそんなことをしていたとは思わず、美夕は笑みをこぼす。

「私には自信のつけ方なんて、教えてくれなかったのに」

「普通に生きていれば必要ない。それに、娘には甘そうだったな、あの人は」

　慶は苦笑する。

　まだ子どもだった慶に娘のことをどのように語っていたのだろう、美夕は想像して照れくさくなった。

「お前は、お腹の子をどんな子に育てたい？」

「私は――」

　ふと美夕はお腹に視線を下ろし、まじまじと見つめる。頬が勝手にふわりと緩んだ。

　自分の名と父の名を受け継ぐ子。どんな子どもに育ってほしいだろうか。

「あなたのように、強く、しなやかに生きてほしい――とも思うけれど」

　慶を見上げて、美夕は笑った。そこに希望しかないとでもいうように。

「笑顔でいてほしい。幸せになってくれれば、それで充分」

　慶も同じように、無垢な笑顔を見せる。誰しもに敬われる金融王ではなく、ひとりの男の顔で。

「なら、俺たちが笑顔でいなければな」

「ええ」

　慶が美夕の頭をくしゃくしゃと撫でまわす。慶の胸に手をついて唇を差し出すと、ちゅっという甘い音を立てて求めに応じてくれた。

「お前が元気な子を産んでくれたら、ご褒美をやる」

「ご褒美？　なあに？」

「秘密だ。驚かせたい」

　慶はなにかを企んだ顔でにやりと微笑む。きっといじわるなことを考えているに違いないと美夕は思った。

「安心して。元気な赤ちゃんを産んでみせるんだから」

　ご褒美などなくとも立派に産んでみせる。なにしろ美夕は、もうこんなにも出産が楽しみで仕方がないのだから。

　この先の未来が待ち遠しい。お腹の子が心から愛おしいと思った。




　臨月直前、ぱんぱんに膨らんだお腹を抱え、美夕は慶とともに現在両親が住んでいる郊外の家に向かった。

　約七年ぶりに会った父は、再会の感動以前に、まずお腹を見つめて「すごい大きさだな！　母さんのときより大きいんじゃないか？」と豪快に笑った。

　七年前より細くなり、ぐっと老けた印象だが、元気そうで美夕は安心した。

　高嶺社長が暴露記事を書き、父の冤罪疑惑が公になったのは半年前。

　再審に向けて準備を進めているが、冤罪と確定するまでには長い時間がかかる。

　とはいえ、罪は償い終えており、暴露記事が大きな関心を集めていることから、世間での印象はかなりよくなったと慶は言う。

　勅使河原議員は数々の罪を争点に裁判中。

　当然議員職は辞職せざるを得ず、社会的にはすべてを失ったと言ってもいい。

「あのときは、美夕の意思も聞かずに無理やり嫁がせて悪かったね」

　謝る父に、慶は「今さら俺の前でそれを言いますか」と表情を引きつらせた。

「結婚自体に不満はなかったけれど、なにも教えてくれなかったのは不満だったわ」

「娘に『父さん逮捕されるんだ』とは言えないだろう」

　父は能天気に笑って言う。

「慶さんもなにも教えてくれなかったのよ」

「おや。それはよくないよ、慶くん」

「自分を棚上げしないでくださいよ……」

　リビングでそんなやり取りをしていると、母がキッチンから緑茶と茶菓子を運んできた。

「ごめんなさいね。私まで倒れてしまって。美夕のこと、全部慶さんに任せてしまって申し訳なかったと思ってるわ」

「あのときすでに美夕さんは嫁いでいました。俺が任されるのは当然です」

　緑茶を口に運びながら慶は言う。美夕は母が用意してくれたノンカフェインの紅茶を飲みながら、当時を懐かしく思い返した。

「慶くん。美夕を守ってくれてありがとう」

　不意に父があらたまった顔で慶に向き直る。

「俺の方こそ。大切な娘さんを任せてくださって、ありがとうございました。それに、今では俺の方が助けられています」

　驚いて慶を見つめると、柔らかな眼差しが美夕に注がれていた。

　ふたりのやり取りを見て、両親は安心したように微笑み合う。

「孫の顔を見られるのが楽しみだよ。美夕。がんばって元気な子を産むんだよ」

「もちろん」

　次に両親のもとを訪れるときは、きっと赤ちゃんと一緒だ。

　美夕はお腹の中で大暴れしている我が子を感じながら、早く出ておいでと祈りを込めた。




　それから一カ月。元気な女の子が生まれた。

　夏の暑い日に生まれたこともあり、慶は『夕ゆう夏か』と名付けた。

『夕』という字を入れてくれたことに、美夕はとても感謝している。自分の子であると同時に、父から受け継いだ命だと実感できたからだ。

「きっと父も喜ぶわ」

　病室でベッドに腰かけながら、美夕は生まれてまだ二十四時間しか経っていない夕夏を抱いて笑みをこぼす。

「先生だけじゃない。逞しい女性に育つようにと、願いを込めて『夕』にしたんだ」

「それって私のこと？」

　慶の大きな手が美夕を、そして、夕夏の小さな頭を撫でる。

「なんとなく、美夕に似てるよな」

「それは……正直複雑だわ」

　というのも、生まれて間もない夕夏はお猿さんのような顔をしている。この顔で似ていると言われても、喜んでいいのかわからない。

「雰囲気だ、雰囲気」

「それを言うなら、さっきの大きな泣き声は慶さん似じゃない？　迫力があったもの」

「いや、美夕だろ。生意気で主張の激しいところなんてそっくりだ」

「それは慶さんも一緒でしょ？」

　お互いに似ている部分を押し付けて、笑い合う。

　成長するに従って、夕夏の顔はどんどん変わっていくだろう。

　泣き方も性格も。どちらに似ていくのか、美夕は楽しみでもあるが――。

「どちらでもいいわ。元気に育ってくれるなら」

　寝息を立てる我が子を見つめて、美夕は晴れ晴れとした気持ちになる。

「ご褒美、やるって約束したな」

　不意に慶が美夕の隣に腰かけ、覗き込んできた。

「そういえば……なにか悪いことを企んでいたみたいだけど」

「企むか」

　ピン、と額を指先で優しくつつかれ、美夕は「きゃっ」と声をあげる。

　全然痛くなかったけれど、とりあえず「家庭内暴力だわ」と主張しておくと、慶は「ぬかせ。愛情表現だ」と言って、額のその場所に重ねてキスをくれた。

「ずっと、これを渡す機会をうかがっていた。お前の負担になってはいけないと」

　慶がポケットからなにかを取り出す。

　夕夏を抱く左手の薬指を少しだけ持ち上げて、するりとそれを通した。

「これ……」

　プラチナのリング。そこに大粒のダイヤがついていることに気づき、息を呑む。

「周囲を騙すための小道具みたいなリングしか、渡してなかっただろ」

　美夕は「そんなこと……」と声をあげる。

　入籍直後に渡されたペアリングは、離れていたふたりの心を確かに繋いでくれていた。美夕にとって大切な結婚指輪。

　だが今、指にはまっているものは、結婚指輪というよりは婚約指輪だ。

「結婚指輪はあえてシンプルなものを選んだ。いつでも捨てられるように。お前が、俺との離婚を決断したとき、うしろ髪を引かれないように」

　かつて慶は、自分に自信を持っていなかったという話を思い出す。

　慶は生来の自信家ではない。当然、根拠もないのに美夕から愛されているなどとおごった考え方はしないだろう。

　ふたりが離れて生活している間、美夕もつらかったが慶も苦しかったに違いない。そう思うと美夕は胸が痛んだ。

「婚約指輪はずっと渡せずにいた。お前の人生を縛ることに、躊躇いがあったからだ」

　慶の手が頬に触れる。謙虚で真剣な眼差しに、気持ちがぐんと引っ張られた。

「今なら迷いなくプロポーズできる。俺の妻でいてくれ。永遠をともに歩むと、このリングに誓ってほしい」

　美夕の指にはまったブリリアントカットのダイヤが、窓から差し込む日の光を受けてきらりと輝く。

　その輝きに誓って、美夕はこくりと頷いた。

　優しく包み込みながらも、縛りつけず尊重してくれる慶に、一生ついていきたい。

「ずっとあなたと一緒にいるわ」

　誓い合い、すやすやと寝息を立てる夕夏に視線を落とす。

　この小さな宝物を、これからふたりで守り育てていかなければならない。

「愛している。美夕のことも、夕夏のことも、俺がそばで支えていく」

「支え合いましょう。もう私は慶さんに守られているだけの子どもじゃないんだもの」

「そうだな。父として、母として、それぞれの役目を果たそう」

　これから三人の未来が始まっていくのだ。どんな道を辿ろうとも、きっと希望に満ちている。

　慶は夕夏を眩しそうに見つめた。

「夕夏には、夏の太陽のように元気いっぱい輝いてほしい」

「慶さんの子だもの。きっと強く輝くわ」

「美夕の子どもだから、明るく元気に育つだろう」

　三人で身を寄せ合い、その未来を祝福する。

　健やかに逞しく育っていく、愛し子の歩みを信じて。










エピローグ




「待って、夕夏！」

　とたとたと歩いていく一歳の夕夏を、美夕は慌てて追いかける。

　部屋は広々としており、床は柔らかめな木材でできているけれど、テーブルや椅子、ソファなどの障害物もあって危なっかしい。

「落ち着きがないよな、夕夏は。誰に似たんだか」

「好奇心旺盛なところは慶さんにそっくり」

「昔、先生が『うちの子はお転婆で困ってる』って言ってたのを思い出す」

　美夕は若干むくれた顔で、夕夏を抱いて慶のもとに戻ってくる。

　嫌みの応酬をしたあとは、だいたい頬にキスで仲直りと決まっていた。

　今日もお決まりの儀式を済ませ、夫婦の愛を確認する。

「旅行は、夕夏にはちょっぴり早かったかしら」

「そんなことはないだろう。新しい刺激は必要だ」

　慶は「それに」と言って美夕の腕の中から夕夏を預かる。

「お前の気分転換も必要だろう。夕夏は俺が見ているから、エステでもアクティビティでも好きに楽しんでこい」

「ありがとう。気持ちは嬉しいけど、楽しむならみんなで一緒がいいわ」

　三泊四日の、真夏のバカンス。

　一歳の夕夏に長距離移動は難しいことから、旅行先は国内に決め、ヴィラ風のラグジュアリーな別荘を一棟借りた。

　リビングからは海が見えて、開放感のあるバルコニーにはプライベートプールもついている。

　加えて、慶は小さな滑り台付きの子ども用プールを手配した。バルコニーで親子三人水遊びができる。

「慶さんも仕事で疲れているでしょ？　三人でのんびりしよう」

「仕事と育児の両立で大変なのは美夕の方だろう」

「職場ではみんなにフォローしてもらってるわ。育児中も働きやすいよう、高嶺社長がいろいろと制度を作ってくれたから」

　育児中の社員に対し、労働時間の短縮に加え、子どもが風邪を引いたときなどの急な休暇にも対応できるよう、ワークシェアリングに近い制度を導入した。

　周囲の人間は美夕に手を貸すことで報酬を得られる。美夕も気兼ねなく頼れるというわけだ。

　子どものいる人もいない人も、ウィンウィンになるような制度を整えてもらった。

「私は恵まれているわ」

「それでも平日は、俺があまり育児に参加できない分、がんばってくれているじゃないか」

　その分、慶の休日の夕夏ファーストは凄まじい。朝から晩まで夕夏、そして美夕のために尽くしてくれる。

　夕夏が慶の胸をぺちぺちと叩き出した。「パパ遊んで！」と言っているみたいだ。

「よし。じゃあさっそく水遊びするか。今日は暑いから気持ちいいぞ」

　慶はサーフパンツとタンクトップに着替え、バルコニーの子ども用プールに水を溜める。

　これほどカジュアルな格好の慶を見るのは美夕も初めて。『金融王』と呼ばれる財界の重鎮がごく普通のお父さんに見えてくるから不思議だ。

　いや、普通と言っても、ルックスは最上級のとんでもない男前で、ちっとも普通ではないのだが。

　うしろ姿は逆三角形で、正面には割れた腹筋。顔を見ると美貌が待ちかまえていて、思わず美夕はその麗しい立ち姿に手を合わせて拝んだ。

「……なにしてるんだ？」

「あ、ごめん。幸せだなって感謝してたの」

　美夕は夕夏にベビー用の水着を着せ、パパのもとに送り出す。

「かわいいな夕夏。ピンクのフリルか。そういえば、昔ママもそんなドレスを着ていたな」

　初めて出会った日のことを言っているのだろう。美夕はふふっと笑みをこぼす。

「で？　美夕の水着は？　持ってきていないのか？」

「私？　一応持ってきたけど……夕夏と遊ぶくらいなら、この格好でいいわよ。濡れても大丈夫だから」

　ボタニカル柄のワンピースを指さすと、慶が若干不満そうな顔で口を噤んだ。

（まさか水着を着てほしかった……とか？）

　慶は小さなウォータースライダーに夕夏のお尻を滑らせ「ばしゃーんっ」と遊んであげている。

　夕夏はきゃっきゃっとはしゃぎ、笑顔はまるで夏の太陽のようだった。

　夕夏はたくさん遊んで疲れたのか、いつもより少し早く、二十時には寝ついた。

　夜は大人の時間。美夕と慶は海の見えるバルコニーでウッドチェアに寝転がりながらトロピカルカクテルを飲む。

「これ、おいしいわ！　おつまみも」

　夜食に海鮮料理をデリバリーした。アサリやエビが入ったアヒージョに、牡蠣のホイル焼き、トロやウニの刺身など贅沢だ。

「でも、お酒じゃなくてよかったの？　普通のカクテル、飲みたかったんじゃない？」

　慶は明日を気にしているのか、ノンアルコールにしている。

「ああ。今日のメインはこれだ」

　そう言って慶はシャツを脱いだ。室内から漏れるわずかなライトと、星明かりに照らされて、筋肉質な肉体が剥き出しになる。

　ボトムは日中、夕夏と遊んでいたときに穿はいていたサーフパンツ。

　慶は美夕ににやりと笑みを送ると、大きな水しぶきをあげてプールに飛び込んだ。

「きゃあ！」

　しぶきがかかり美夕はびしょ濡れに。ちょうど美夕の陰にあったお料理は無事だ。美夕は慌ててウッドテーブルを退避させ、お料理を守る。

　十五メートルのプライベートプールは、慶が蹴伸びをしただけで端まで辿り着いてしまう。

　水中でターンし浮上すると、クロールでゆったり水をかいて戻ってきた。

　美夕の前で顔を上げ、濡れた髪を色っぽくかき上げる。

「気持ちいいぞ。ちょっと距離が物足りないが」

「……本当に気持ちよさそうね」

　泳いでみたい気持ちが疼いてくる。見透かした慶が、してやったりという顔をした。

「着替えてこいよ」

「私の水着姿、楽しみにしてくれてる？」

「当然だろ。なんのためにプライベートプール付きのヴィラに来たと思ってるんだ」

　そのためにここを選んだのだろうか。どうしようもないことを高らかに宣言する慶に、思わず美夕は苦笑してしまう。

「普通の海じゃダメだったの？」

「ほかの男に見られるだろ」

　とんだ独占欲だ。仕方なく美夕は持参した水着に着替えた。

　シンプルなオフホワイトで、セパレートタイプ。ラッシュガードを着てプールに入ろうとすると、慶に半眼で睨まれた。

「そんなもん、脱げ」

「きゃあ」

　問答無用でラッシュガードを剥ぎ取られる。慌てて腕をクロスして隠すと、慶は顎の下に手を添えてまじまじと美夕を見つめた。

「いい眺めだ」

「……毎日のようにベッドの中で下着姿を見てるじゃない」

「水着はまた違うんだよ」

　恥じらう美夕を置いて、慶は再びプールに飛び込み泳ぎ出す。

　向こう側に辿り着くと、「来いよ。泳げないのか？」と美夕を挑発した。

「お、泳げるわっ！」

　スイミングに通った経験はないけれど、学校の授業では習った。二十五メートル程度は泳げるはずだ。

　手を真っ直ぐに伸ばしすいっと漕ぎ出すと、体が水面にふわりと浮かんだ。

　泳ぐ感覚は久しぶりだ。全身を包み込む水と浮遊感が心地よい。

　平泳ぎで慶のもとに辿り着くと、「上手だ」と抱き留められた。

「泳ぐってこんなに気持ちよかったのね！」

「すっきりするだろ。育児が落ち着いたら、プール付きのジムにでも通うか？」

「いいかもしれない。出産で増えた体重がまだ落ちきってないの。ダイエットしなくちゃ」

　美夕が嘆きながら自身の体を見下ろすと。突然慶に抱き寄せられた。

　水音とともにふたりの体がぴたりとくっつき、予期せず鼓動が高鳴る。

「今のままで充分だから、よく見せてくれ」

　慶の指先が美夕の胸もとに沈む。水滴が肌に弾かれ、つるつると滑り落ちていった。

　見上げれば艶やかな微笑み。涼しげな瞳の奥から、燃えたぎるような欲情が覗いていて、呼吸が止まりそうになった。

「……慶さん。今、いやらしいこと、考えてる？」

「ふたりきりのときは、いやらしいことしか考えてない」

「……私も」

　慶の熱い素肌にきゅっと抱きつく。水に濡れて輝く筋肉は、美夕を誘惑しているとしか思えない。

「お前から誘ってくるとは思わなかった」

「だって、慶さんがそんな格好してるから」

　ほどよく鍛えられたシルエット、サーフパンツから覗く長い脚を見せつけられて、拒めるわけもない。

「触れたいって、思っちゃった」

　慶の胸もとに唇を当てると、顔を押し上げられ、熱のこもったキスを施された。

　背中のストラップに指を差し込まれ、結び目を解かれる。

　緩んだ水着からふるんと胸がこぼれ落ちそうになり、慌てて手で支えた。

「こんな場所で脱がすなんて」

「誰も見ていない」

　体が吸い付くくらい強く抱かれ、美夕の胸の柔らかさと慶の筋肉の硬さが重なる。

　いつもとは少し違う、不思議な抱かれ心地。ちゃぷちゃぷと跳ねる水が、体の感度を高めていく。

　慶は耐えきれなくなったのか、美夕を横抱きにした。プールの端にある階段を、美夕を抱いたまま上っていく。

　水を纏った体は重い。慶の腕にはかなりの重量が圧しかかったに違いないが、涼しい顔でプールサイドに上がりウッドチェアに美夕を寝かせる。

「ん……慶さん……」

　ベッドまで連れていってと言いたいけれど、体が疼いて待てそうにない。

　チェアに横たわる美夕に、慶は幾度もキスを落とす。

「……笑っていいぞ。十も年下の若妻に熱を上げている夫を」

「笑ってあげないわ。夢中になってくれないと困るもの」

　ひと言、愛をささやいては、ひとつキスを落とす。

　慶の手は愛する人を求め、さ迷うように、体のラインを辿っていく。

「ずっとお前に夢中だ。書面で契約を交わしたあの日から、俺の心はお前のものだ」

　婚姻届のサインなんて、当時の美夕にしてみれば、テストの答案に名前を書くようなものだった。

　夫婦が並んで、示し合わせてサインをしたわけではない。慶のサインの入った紙に、自分の名前を書いただけ。

　だが、今さらになってその署名は、重たい意味を持ちふたりを固く結び付けている。

「お前は気づかなかっただろうが、俺はずっと――」

　激しい欲情に流されながらも、慶の告白に涙が滲む。

　こんなにも愛されていたのに、疑ってばかりでなにも気づかない自分は、なんと愚かだったのだろう。

「ありがとう。大事に大事に守ってくれて。私を妻にしてくれて」

　慶はキスをやめ、美夕の目もとを指先で拭う。

「……ベッドへ行こう。ここでお前を抱くのはもったいない」

　ふたりが愛を交わすのに、簡素なウッドチェアではあんまりだ。慶は美夕を抱き室内に向かう。

　たくさんある寝室のひとつに足を運び、濡れた体のまま、ふかふかの大きなベッドに沈み込む。

「私、初めて出会ったあのときから、慶さんが大好きだったの。慶さんしか考えられなかった。本当よ」

「ああ。知っている」

「ねえ。パパをしている慶さんも好きだけど、今の慶さんも大好き」

「俺も同じだ。愛しているよ。かわいくて生意気で、愛おしい妻」

　意地やプライドを捨て去り、素直に心をぶつけて愛おしむ。

　ふたり、体がひとつにくっついて離れなくなるくらい強く重なり合って。

「ずっとずっと愛してて」

「ああ。ずっとずっと、そばにいる」

　年齢差も身分差も関係なく、ふたりはただの男女に戻り、深く深く愛し合う。

　強がり続けてきたふたりが、ようやく素直になれた一夜だった。




　翌日。夕夏は生まれて初めて海に行った。

　波打ち際、寄せては返す波を見つめて、不思議そうにしている。

　波が足にぴちゃっと触れて、かと思えば逃げるように引いていく。楽しかったのか、きゃっきゃっとはしゃいだ声をあげた。

「海、気に入ってくれたみたい」

「ああ。連れてきてよかった」

　たまに砂を食べそうになり慌てて手を掴むなど、まだまだ目が離せないが、行動の一つひとつが愛らしく新鮮だ。

「あっという間に大きくなっちゃうんでしょうね」

「ああ。なにしろ八歳だった美夕が、もうすぐ二十六歳になるからな」

　子ども扱いしないでと、美夕が膨れっ面をする。慶はいじわるな顔で美夕の膨らんだ頬をつついた。

「導いてやらなきゃな」

　慶がどこか懐かしそうに言う。かつてもそんな思いを抱きながら、美夕を見守ってくれていたのかもしれない。

「大丈夫よ。今度はふたり、一緒だもの」

　愛情をたっぷり注いでくれるお父さんとお母さんがいる。幸せに包まれて、健やかに育つだろう。

　美夕と慶と夕夏と、手を繋いで浜辺を歩く。

　夏の眩しい太陽が三人を照らし出し、砂に小さな影を三つ落とした。
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特別書き下ろし番外編










王子様に心を奪われて




「本当にいいの……？」

　ローテーブルの上にはウエディングカタログ。その中でも、胸もとの大きく開いたウエディングドレスを指さして、美夕は目をきょとんと瞬かせた。

「ああ。好きなものを着ればいい。一生に一度の結婚式なんだ」

「でも、以前、胸もとが見えるドレスは嫌だって……」

「結婚式の主役に手を出す輩はさすがにいないだろう」

　結婚式じゃなかったとしても、人妻、それも金融王の妻に手を出そうとする図太い人間はいないだろうけれど。

　いずれにせよ、新郎である慶やその家族をはじめ、多くの人に見守られているから安心なのは確かだ。

「それに、この日は俺の妻の美しさを全世界に知らしめる日だ」

「世界って。大袈裟よ……」

　とはいえ、このニュースが海を越え報道される可能性はある。

（日本の経済を担うケイ・ホクリョウが贅ぜいの限りを尽くす挙式を行った、なんて……）

　そんな報道を想像して美夕は青ざめる。そこに自分の写真も載るかもしれないと思うと、怖ろしい。

「で？　美夕はどんなドレスがいいんだ？　サンプルも何点か持ってきてもらっているから、試着するといい」

　部屋の隅には、プランナーと着付けスタッフが笑顔で待機している。ソファにどうぞと勧めても「これが私たちの仕事ですから」と遠慮して座ってくれないのだ。

　彼女たちのためにも、ササッと決めてしまった方がいいだろう。

　なにより、隣室でお昼寝をしている夕夏がそろそろ起き出す頃だ。

「それなら、私は……」

　再びページをめくり始めた美夕だが、魅力的なドレスがあまりにもたくさんあって、むしろ底なし沼にはまるかのように悩みを深めていった。




　ここは慶が懇意にしているホテルのスイートルーム。

　大手ブライダル企業の精鋭たちが代わる代わる訪れては、ウエディングプランをプレゼンしていった。

　チャーター便を使ったドイツの古城丸ごと貸し切りウエディングや、オーストラリアのグレートバリアリーフを臨むチャペルでリゾート挙式、水の都ヴェネツィアのゴンドラウエディング、中には砂漠の真ん中で披露宴なんてものも。

　だが結局は、たくさんの人を招待できるプランを優先し、このホテルにあるチャペルと大宴会場を使い、大々的な挙式を行うというところで落ち着いた。

　そして、話題はオーダーメイドのウエディングドレスへ。

（ふんわりしたチュール素材のドレスは子どもっぽい？　せっかくならレースやビジューでキラキラしたドレスも着てみたいけれど、浮ついて見えるかしら……）

　周りの目を気にした結果、飾り気のないシンプルなＡラインのドレスが一番無難なのではないかという結論に至る。

　胸もとは大きく開いているが、ミカドシルクのテロンとしたミルクのような質感が愛らしくもありエレガントだ。

（うん。これならすごく品があって、慶さんの隣に立つにはぴったり）

　素材の見本を見せてもらうと、想像していた通り、高級感と存在感が突き抜けている。これを選べばセンスのいい妻だと言ってもらえるだろう。

　美夕が「決めた」と言いかけたとき。

「本当にそれでいいのか？」

　慶が冷ややかに尋ねてきたので、美夕は「うっ……」と呻いた。

「ど、どうしてそんないじわるな聞き方をするの……？」

「どうせまた賢く見られたいとか、俺の隣に立つならとか、余計なことを考えているんだろう」

　図星だ。慶はカタログをめくり、美夕が悩んでいた一着を突き付ける。

「着たいものを選べよ、お姫様」

　レースとビジューがふんだんにあしらわれたプリンセスラインのウエディングドレス。オフショルダーで胸もとは開いているが、レースの袖がついていて清楚に見える。

　なにより、床を伝う長いレースのトレーンが美夕好みだった。

「私が着たいドレス、どうしてわかったの？」

「見ていればわかる」

　顔に出ていたのだろうかと、美夕は頬を押さえる。

「装飾を増やせるか？　チュールをもっと足して、ボリュームを出したいんだが」

「もちろんです！」

　慶がスタッフにオーダーし、ウエディングドレスをカスタマイズしていく。

（私の好みを本当によくわかってる……）

　嬉しいやら恥ずかしいやらで、思わず美夕は赤面した。

　そこへ、お昼寝明けの夕夏が隣の部屋からとことこと歩いてきた。

　二歳を過ぎた夕夏は、喋しゃべれる言葉も増えてきた。ドレスのカタログを見て「おひめしゃま！」と指をさす。

「そうね。お姫様みたいでしょう？」

「結婚式では、ママがこれを着るんだ」

　慶の言葉に夕夏はぱっちり目を瞬いて、飛び跳ねる。

「ゆうかも～！」

　え、と美夕は凍り付く。

「そうだな。夕夏も着るか」

　サラッと頷く慶。

「夕夏も……？」

　もちろん、子ども用のドレスを仕立てるつもりではあったが、ウエディングドレスを仕立てる発想はなかった。

「ふたり並べば、絶対かわいいだろ」

　そりゃあかわいいだろうけど、と美夕は頷く。夕夏が純白のウエディングドレスを着たら、控えめに言っても天使だ。

「ふたり纏めて、俺のもとに嫁に来い」

　夕夏がきゃっきゃっとはしゃいで、慶の膝に飛び乗る。

（いいのかしら……？）

　軽く頭を抱えるも、親子でウエディングドレスを着て結婚式だなんて、そうそうできることではない。いっそ楽しんでしまった方がいい。

　美夕は開き直って、北菱家独自の結婚式を満喫することにした。




　半年後。総勢七百名を招いた、大規模な結婚式が行われた。

　まずは賓客八十名とともにチャペルで挙式。

　ステンドグラスから色とりどりの光が差し込み、美夕のドレスのビジューがキラキラと輝く。それが艶やかな大理石のバージンロードに反射して、幻想的な光景を作り上げていた。

　美夕は父の腕に手を添えて、慶の待つ祭壇へゆっくりと歩みを進める。

　それだけ見ればごく普通の結婚式の光景ではあるが、先頭を行くもうひとりの姿に参列者たちの表情は綻んだ。

　夕夏が美夕と同じウエディングドレスを着てバージンロードを歩いている。

　夕夏のドレスは裾を踏まないように短めに仕立てたが、ブーケを持って歩く姿は親子そっくり、まるで分身のようだ。

「かわいい～……」

　そんな声が周囲から漏れ聞こえてきた。

「夕夏、ゆっくりね」

　美夕としては、夕夏がちゃんと歩けるかハラハラしてたまらない。

　しかも、この大理石の床、よく滑る。慣れない靴で転ばないか心配だ。

　案の定、夕夏はつるんと足を滑らせ、コテンと尻もちをつく。ふわふわのドレスがクッションになって痛くはなさそうだが、裾が邪魔してうまく立ち上がれない。

　助けに行こうとするが、美夕は美夕でドレスの下に着ているパニエが突っ張って、身動きがとれない。

　慌てて美夕の父が駆け寄ろうとしたが、ひと足早く、参列席からひとりの男の子が飛び出してきた。

「大丈夫？」

　そう言って手を差し伸べてくれたのは、グレーのチェック柄のスーツにシルバーのネクタイを締めた、夕夏より少し年上の男の子。

（確かあの子は……）

　旧財閥御み子こ神がみ家の御曹司、晴はるくんだ。以前、慶の経営する会社のパーティーで両親と話をしたのだが、年の近い子どもがいると盛り上がったことを覚えている。

　夕夏は晴を見てしばらく固まっていたが、やがてその手を取って立ち上がった。

　歩くのを忘れ、一心に晴を見つめている。ぽーっと、まるで見惚れるように。

（あの顔は……）

　まるで八歳の頃の自分を見ているようで、美夕は気恥ずかしくなった。あれは間違いなく、恋をする目、王子様を見つけたときの顔だ。

「一緒に歩く？」

　夕夏が歩けないのだと思って気を遣ったのか、晴が提案する。夕夏はこっくりと頷くと、晴の手をきゅっと握って歩き出した。

　予想外の展開だ。晴の両親も参列席で困惑している。

　美夕は両親へ「息子さんをお借りします」という気持ちを込めてぺこりと会釈した。両親は少々すまなそうに会釈を返してくれる。

　祭壇を見ると、慶が茫然とした顔で夕夏たちを見つめていた。

　美夕と目が合うと、あきらめたように苦笑する。娘と男の子がバージンロードで並んでいる姿は、父として少々複雑だったのかもしれない。

　祭壇まで辿り着くと、慶はしゃがんで夕夏を抱きしめ、晴に「ありがとうな」と声をかけた。

　晴は礼儀正しく一礼して、両親のもとに戻っていく。

　まだ四歳なのに紳士的で、見事な振る舞いだ。そのうしろ姿を、夕夏は名残惜しそうに見つめている。

　あとで夕夏と一緒にお礼に行こうと、美夕はこっそり考えを巡らせた。

　慶、美夕、夕夏の三人で祭壇に並び、神父が誓いの言葉を読み上げる。

「健やかなるときも病めるときも、喜びのときも悲しみのときも、妻と娘を愛し、敬い、命のある限り心を尽くすことを誓いますか？」

「誓います」

　慶と美夕の誓いが終わると、神父は夕夏に問いかけた。

「楽しいときも、悲しいときも、パパとママと仲よく、精いっぱいがんばることを誓いますか？」

「ちかいましゅ！」

　よくできましたというように、慶が夕夏を抱き上げる。

　誓いのキスは夕夏の頬に、両側から挟み込むようにして、ちゅっと落とした。




　無事に挙式が終わり、次は大会場に移動して披露宴だ。

　美夕と慶が座るメインテーブルに夕夏の席を用意したが、じっとはしていなかった。

　後方に座る祖父母たちの席へ行ったり、晴の席へ行ったり。とくに晴にはたくさん遊んでもらって、晴の両親にも随分と世話になった。

　美夕と慶が、披露宴の最後に晴とその両親に挨拶をすると、こちらこそありがとう、これからも息子をよろしくと丁寧に挨拶された。

　夕夏は晴とのお別れが寂しいようで、ずっと隣にしがみついている。

　晴が「今度一緒に遊ぼうか？」と誘うと、キラキラとした目でこっくりと頷き返していた。




　慌ただしい一日が終わり、ホテルの客室に戻った三人。

　夕夏は疲れていたのか、お風呂に入ってすぐに寝付いてしまい、夫婦だけの時間が訪れた。

　明日は仕事の予定こそないものの、今日世話になった招待客たちへ、電話なりメールなりで挨拶をしなければならない。

　また、遠方から来た招待客はこのホテルに滞在している。彼らを見送ることも考えるとドタバタしそうだ。

　――とはいえ、夫婦が息をつくひとときは必要である。

　バスローブを着て、ソファに並んで座り、甘めのシャンパンを開栓する。

「夕夏、晴くんに懐いていたわね」

　美夕の言葉に、慶はグラスを口に運びながら憂鬱なため息をついた。

「よりにもよって、御子神家のご長男に、か」

「ダメ……？」

「向こうの家柄、知ってるだろ？　うちと同じ旧財閥系。お互いグループ経営してるって意味ではライバルみたいなものだ」

　ライバルとはいえ、あからさまに険悪というわけではない。挙式に呼ぶような、良好な間柄ではある。

　ただ憎しみはなくとも、負けられないという強い対抗心をお互い抱えているのは確かだろう。

「幸い、主要な業界が違うから、うちと御子神家はうまいことやっているが。暗黙の因縁みたいなところはあるな」

「子ども同士が仲よくするのもダメ？」

「そんなことはない。だが、万一、夕夏が御子神家に嫁に行くことになったら……」

「もう嫁入りの話!?」

　確かに夕夏は晴を気に入っていた――まるで王子様を見つけたかのような目でうっとりと眺めていたが、さすがに話が飛びすぎではないだろうか。

　すると、慶が美夕の額にこつんと手を当てた。

「どっかの誰かさんは、八歳で嫁ぎ先を決めてたよな？」

　頬がかあっと熱くなる。

「花柳先生の気持ちがさっぱり理解できない。あの人、八歳のお前を嫁に勧めてきたんだぞ？」

「えっ……そうなの？」

「俺が優良物件だからとか言って。なぜあんなに平静でいられたんだ？　俺なら冗談でも勧める気になれない」

　慶はグラスをローテーブルに置いて、はあと息をついて頭を抱えた。

「でも、私は夕夏の気持ちがなんとなくわかるな……」

（王子様を見つけたときの、胸がきゅっと疼くような気持ち……）

　恋に落ちる瞬間のときめき。この人だ！と電撃が走り、世界が彼一色に染まるのだ。

　夕夏がそんな人に出会えたというのなら応援してあげたいと美夕は思った。

　年齢的に早すぎる気もするが、幼いなりになにか特別なものを感じ取ったのだろう。

「わかるって、実体験だからか？」

　慶がにやりと笑みを浮かべ、美夕を覗き込む。その余裕の表情は、ひと目惚れされたのが自分だという自負だろう。

「夕夏に好きな人ができたら、ちゃんと応援してあげてね」

「おい、話を逸らすな。今は幼い頃のお前が、俺に惚れ込んだときの話だろう」

「そ、そういうのは口にしちゃいけないのよ！」

　抵抗も虚しく、慶にくいっと顎を持ち上げられる。なにかのスイッチが入ってしまったようで、慶の目は早くも貪欲な野獣と化していた。

「日中は忙しなくて、ふたりきりでゆっくり言葉を交わす暇もなかったな。今日の美夕は、世界で一番綺麗だった」

　艶めいた表情で、キスを焦らしながら甘い褒め言葉を紡ぐ。

「一番は夕夏じゃないの？」

「夕夏は一番かわいかった。だがお前は――」

　とん、と美夕の肩を押し、ソファに倒す。貪り愛でる気満々の慶が、美夕の上に影を落とした。

「美しかった。世界で一番、麗しく魅力的だ」

　美しい女性なら、今日の招待客の中にも山ほどいたのに――と反論しかけたが、唇を奪われタイミングを失う。

「本当に、私？」

「ああ。この世でお前以外の女性はただの小綺麗な人形だ。お前だけが俺を突き動かし、昂らせる」

　再び唇を奪い、バスローブの襟を開く。慶の指が愛おしげに滑り込んできて、美夕の心地いい場所をつつく。

　情動的な指先の動きに煽られ、美夕は思わず「あ……」と吐息をこぼした。

「美夕。式も終わった。もういいだろう？」

　美夕の肩を剥ぎながら、許可を求める。シャンパンのアルコールと熱情で体を火照らせながら、美夕は「え？」と聞き返した。

「ふたり目を作ろう。俺はお前との愛の証がたくさん欲しい」

　式が終わる前に妊娠しては周りに迷惑がかかるからと避妊していたのだが、もう拒む理由もない。美夕はこくりと頷く。

「私も欲しい。慶さんの子ども、たくさん産みたい」

　その身を求めるようにしがみつくと、慶は笑みをたたえ、美夕のバスローブの腰ひもを解いた。

「お前と結婚して、もうすぐ十年。一緒に暮らし始めてからは四年だ。こんなに時間が経つのに、なぜ飽きない？」

　そう自問自答しながら、慶は自身のバスローブの前を開く。

「どうして冷めないんだろうな。初めてお前を求めたあの日から、揺らぐことなくずっとお前を追い続けている」

　慶の熱い肌が重なって、美夕の白い肌を桃色に変える。

　まるで化学反応を起こしたかのように、触れられた部分がじんじんと痺れ、美夕の神経を麻痺させていく。

「何度しても、足りないままだ。この先、一生満たされることなどないのかもしれない。何度抱いても、お前が欲しくて仕方がない」

　脚が絡まって、腰と腰が触れ合い、リズムを奏でる。

　もう何度こうしたかわからないけれど、それでも飽き足りずがむしゃらにお互いを求める。

「満たされるけれど、またすぐ足りなくなっちゃうのよ。人間ってきっと、わがままなんだわ。少しでも離れると、恋しくなっちゃう」

「……そうだな。訂正する。確かに今この瞬間は、満たされている」

　お互いの欠けた部分を埋め合う、この一瞬が幸せで仕方ない。

（私の体で慶さんを気持ちよくしてあげたい）

　目の前にある慶の顔が、快楽で歪むたび、美夕の心は満たされる。

「だが、きっとお前が眠りにつく頃、俺はまたお前を抱きたくなっている。賭けてもいい」

「なら、抱いて。何度でも。飽きるまで抱いて」

「悪いが、飽きる予定はない。永遠に抱き続けてやれそうだ」

　ソファの上で、お互いが満たされるまで体を交わらせたあと、キスとハグを重ねながらなんとかベッドへ辿り着き、同じことを繰り返す。体を重ね、踊り、求愛する。

　何度も何度も愛し続け、そのたびにもっともっとと欲しくなる。それはまるで逃げ道のない、愛という名の地獄のようでもある。

（だとしたら、なんて心地のいい地獄なのかしら）

　永遠にそこから出たくない。どこまでも慶と堕ちていきたいと、美夕は思った。

　お互いの体力が尽きるまで愛撫を続け、夜が更ける。

　結婚十年目。まだまだふたりの愛が色褪あせることはなさそうだ。




　それから約一年後の、とある日曜日。

　晴にお呼ばれした夕夏に付き添い、美夕と慶、そして生後三カ月になる息子、夕ゆう喜きは、都内にある御子神家の邸宅を訪れた。

　晴の母、陽ひ芽めはお腹が大きく、現在ふたり目を妊娠中だそうだ。

　夕喜がさっそくお昼寝タイムに入ってしまったので、陽芽は奥の和室にベビー用のマットを敷いてくれた。

「こんな大変なときにお邪魔して迷惑じゃありませんでしたか？」

　夕喜を寝かせながら、美夕は陽芽の膨らんだお腹に視線を落とす。

「安定期に入ったので大丈夫ですよ。ひとり目のときは、体調が悪かったんですけれど、今はとっても元気なんです」

　爽やかに笑う陽芽は、本当に健康そうだ。

　ローテーブルには手作りのスイーツが並んでいる。

　クッキーやキャロットケーキ、フルーツタルト、ジャムの挟まったヴィクトリアケーキなど、子どもたちや授乳中の美夕、妊娠中の自身が食べられるように体にいいスイーツを作ってくれたのだそうだ。

「晴が夕夏ちゃんをどうしてもお家に誘いたいって」

「晴くん、夕夏と遊ぼうって約束したこと、覚えていてくれたのね」

　美夕が声をかけると、晴は「はい」と笑顔で答えた。もともと賢い子だった印象だが、五歳になった今はさらにお兄さんに見える。

「夕夏も楽しみにしていたのよね？」

　夕夏はちょっぴり照れた顔で「うん」と頷く。

　ふたりは和室でおもちゃを広げて遊び始める。いや、夕夏が晴に遊んでもらっていると言った方が正しい。

「賢い息子さんですね」

　慶の言葉に晴の父、志し遠おんが穏やかな笑みで答えた。

「妻の教育がよかったようです」

　陽芽は「そういうこと、お客様に言わないで」と照れた様子で謙遜する。

「事実じゃないか」と追い打ちをかける志遠。どうやら、北菱家に負けず劣らず円満な夫婦のようだ。

「それに、小学校受験を考えているんです。勉強ももちろんですが、面接や行動観察も試験に含まれるので、いろいろと学ばせているところで」

「なるほど、それで言葉遣いや所作が美しいんですね」

　慶が納得したように頷く。

『ショウガッコウ』という単語が聞こえたのか、夕夏がきょろんと振り返って、美夕たちに尋ねた。

「ゆうかも、ハルくんとおんなじショウガッコウ、いける？」

　美夕は一瞬返事に悩む。これだけ家柄がよく賢い晴が入学を目指す学校だ。難関校に決まっている。

　ただでさえ小学校のお受験は難しいと聞くのに、夕夏が入れるかどうか……。

「晴くんはとっても頭がいいから、夕夏が同じ学校に入るには、たくさんお勉強しないといけないかな」

「する！　ゆうか、おべんきょうするもん」

　美夕と慶は目を丸くする。

　夕夏はおままごとやお絵描き、公園で遊んでいる時間が一番好き。

　少しずつひらがなや数字の勉強をさせてはいるが、集中力が続かない。ピアノやバレエも習わせているが同様だ。

　そんな夕夏がお受験となると――。

「いっぱい、がんばらないといけないのよ？」

「がんばるもん！　できるもん！」

　夕夏の意志の強い目を見て、これは本気だ、と美夕は直感する。

　かつて自分も慶に釣り合う女性になりたいと、ピアノやバレエ、書道など習い事を必死にがんばっていた。あのときと同じ想いを夕夏から感じ取る。

「じゃあ、僕が勉強を教えてあげるよ」

　晴の言葉に、夕夏は目をパッと輝かせた。

「うん！」

　美夕と慶はなんともいえない表情で顔を見合わせる。

　慶は北菱家の跡取りとして、幼少から厳しい教育を受けてきたが、それを夕夏や夕喜に強制するのはやめようと夫婦で決めたばかりだ。

　無理に勉強はさせず、興味を伸ばす、そんな教育方針を掲げていたのに、根底から覆されてしまった。

「慶さん……どうしよう」

「……本人がそうしたいって言うなら、やらせてみればいいんじゃないのか？」

「したいっていうより、どっちかっていうと……」

（恋のパワー、かしら？）

　夕夏と晴の遊びは、いつの間にかおままごとから文字のお勉強にシフトしている。

　あんなに熱心にひらがなを覚えようとする夕夏は初めてだ。

　慶と美夕は困惑した顔で、やる気満々の夕夏を見守った。




　夕夏は自宅に戻ってからも、ひらがな練習用の絵本を一心不乱に読み込んでいた。

　晴から「僕はもう使わないからあげるよ」ともらった絵本だ。

「ちょっと休憩したら？」

「ゆうか、へいき！　がんばる！」

　次に晴と会うときまでには、ひらがなをスラスラ読めるようになると、夕夏は張り切っている。

「本当に晴くんは、夕夏の王子様なのかもしれないわね」

　慶は「勘弁してくれ」と額に手を当てた。

「ねえ、ママ、パパ」

　ふと顔を上げた夕夏の目は、キラキラと輝いていた。

「おんなじガッコウいけたら、ハルくんのおヨメさんになれるかな？」

　ぎょっとする慶。ふふっと笑みを漏らす美夕。

「かもね」

　母の言葉に、夕夏はさらにモチベーションが上がり、いっそう熱心に絵本を読み進める。

「適当なことを言うのはやめてくれ」

「あら。夢は努力すればかなうのよ。だって――」

　今、美夕の目の前には慶がいるのだから。

　慶はふっと笑みを浮かべると、美夕の頭をくしゃくしゃと撫で「遺伝だな」と呆れたようにつぶやいた。

「二十年後が楽しみだ」

「あら、そんなにかからないかもしれないわよ？」

　慶が本気で焦った顔をする。普段、そんな表情はなかなか見られないので新鮮だ。

「言っておくが、俺は社会に出て一人前になるまで結婚は認めないからな。男女交際は十八歳以降――」

「言っておくけど、二十四歳まで手を出さずに待ってられる悠長な男の人なんて、あなたくらいよ？」

「悠長なんかじゃない、俺の愛が深いんだよ！」

　慶の声に驚いて、夕喜がふぎゃあと声をあげる。慶は慌てて「すまん、夕喜！」と抱き上げあやして、頬にキスをした。

「ねえ、ママ！　『は』はどうして『わ』ってよむの？」

「それはね――」

　賑やかな声がリビングに響く。夫婦が、子どもたちが、それぞれ未来に向かって歩みを進めていく。

　明日に不安など一切感じられない、希望しかないとでもいうように。

　家族四人の和やかな日曜日が過ぎていった。

ＥＮＤ










あとがき




　こんにちは、伊月ジュイです。『若き金融王は身ごもり妻に昂る溺愛を貫く』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　ベリーズ文庫で出版させていただいて、本作品で八作目となります。

　デビューしたときから社長や御曹司ヒーローを書いてきましたが、一作品出すごとによりリッチに、ゴージャスにとセレブ感が増していき、どんどんインフレしていくのを感じます。

　そして本作は『金融王』というテーマでお題をいただきました。

　金融王とはなにか。銀行の頭取だろうか？　それともとんでもない資産家か？と悩み、ふととある団体のトップが『財界総理』と呼ばれているのを思い出し、金融業界のトップに君臨するようなヒーローを描こうと思いました。

　慶は帝王感たっぷりで、美夕を弄ぶ不敵な俺様。

　なにを考えているのか読めない横暴な男ですが、話が進むにつれ、彼の優しさや繊細さ、美夕への献身を感じていただけるかと思います。

　本作の原題は『金融王の不器用な寵愛』だったのですが、慶の完璧に見えて実は不器用で一途なギャップを楽しんでいただけると嬉しいです。

　以前の作品のあとがきにも書きましたが、格好いいのにどこか欠落している、ウィークポイントのある愛らしいヒーローが相変わらず大好きです！

　また本作は光栄なことに、ベリーズ文庫で四作連続刊行される【極上四天王シリーズ】の一作に入れていただけることになりました。

　ほか三人の王たちを描くのは、私の大先輩の、大人気作家の皆様。私も読むのを楽しみにしています！

　そして四天王シリーズ通してカバーイラストを担当してくださっているのは、浅島ヨシユキ様。余裕たっぷりの素敵な慶と、儚はかなく愛らしい表情の美夕を描いてくださり、本当にありがとうございます。

　最後になりましたが、本作品に携わってくださった担当の若海様、本田様、そしてスターツ出版のみなさま、本当にありがとうございました。

　なにより、ここまでお付き合いくださった読者の皆様に一番の感謝を。ときめきに溢れた素敵な時間を過ごしていただけますように。

伊い月づきジュイ










『永遠の恋人』




「これ、なにかしら？」

　慶の書斎で偶然見つけたのは、細長いギフトボックス。真っ赤な包装紙でラッピングされ、リボンには有名なジュエリーブランドのロゴが刻まれている。

「確か二十代前半くらいの女の子に人気のブランドよね……」

　箱の形からしてネックレスかブレスレット、あるいは時計だろうと予想はつくのだが、問題はなぜそんなものを慶が持っていたのかということだ。

「……！　それは――」

　振り向いた慶の顔色が変わる。珍しく焦る彼を見て、なにかやましいことがあるのだと美夕は直感した。

「慶さん……？」

　じっとりとした目で慶を見つめる。

　もうすぐ三十歳になる妻へのプレゼントに選ぶとは考えにくい。つまり――。

「すまない、美夕。実は――魔が差して」

　浮気……!?

　美夕は常々、慶が浮気をしていないのは、奇跡に近いと思っていた。

　今や財界総理とも呼ばれている彼。加えて、年を重ねてもまったく衰えないルックス。

　あんな素敵な男性を、世の女性たちが放っておくわけがないのだから。

（そういえば、最近、仕事の帰りが遅かった……）

　慶が若い女の子に艶めいた微笑を向けている姿を想像する。

（あの逞しい腕で、私より若くてかわいい女の子を抱いて楽しんでいるんだわ……）

　美夕が青ざめたまま凍り付いていると。

「……くっ」

　突然慶が肩を震わせ、かと思えば破顔した。

「浮気していると思ったか？　そんなわけがないだろ」

　さらりと前言撤回され、美夕の頭の中はぐちゃぐちゃになる。

　今しがた味わった絶望と、安堵と、ついでに振り回された悔しさと。

　困惑していると「なんだ、本当に疑っていたのか」と慶は悪びれない顔で美夕の顎をすくい上げた。

「かわいい妻に、子どもたちもいる。こんなに幸せなのに、浮気なんてするはずがないだろ」

　カッと顔が熱くなる。今回ばかりはジョークでは済ませられない。

「っ、だったら、どうして――」

　感情の波が押し寄せ、処理しきれなくなった情動が涙となって目からぼろりとこぼれ落ちる。

　目の前で妻に泣かれた慶は、ぎくりと表情をこわばらせた。

「み、美夕？」

　やりすぎた、そう察し、なんともいたたまれない顔をする。

「……悪い。冗談がすぎた」

　さっきの演技とは違い、今度こそ焦った顔をして、美夕をそっと抱きしめる。

「泣き止んでくれ。そんな顔をされたら、どうしていいかわからない」

　金融王も形無しの、本当に頭が上がらないといった顔で、美夕を覗き込んでくる。

　今度は私が困らせてやろうかしらと、そんな考えが一瞬頭をよぎる美夕だが、企みに関係なく涙が溢れて止まらなくなった。

「美夕……」

　慶は美夕の額にちゅっと懺悔のキスを落とし、指先で涙を拭う。

　もう一度、キス。まだ泣き止まないのを確認して、さらにもう一度。

「…………俺が悪かった。許してくれ」

　慶の方が泣きそうな声を上げて、美夕をぎゅうっと抱き竦めた。

　ようやく涙が止まった美夕は、ぐすぐすと鼻を鳴らしながら「どうしてこんなものを持っていたの？」と尋ねる。

「これはお前のものだ。正しくは、十九歳のお前に渡そうとした。……結局渡せなかったが」

「え……？」

　慶が包装を解くと、中にはブラウンのジュエリーボックスが入っていた。

「以前にも話したと思うが、当時はお前に関わるべきではないと考えていた。だが、せめてクリスマスプレゼントくらいはと、悩んだ末に買ったのがこれなんだが……」

　ボックスを開けるとそこには、ダイヤがあしらわれたオープンハートのかわいらしいネックレスがあった。

「学生にあまり高価なものもよくないと思って、メジャーなブランドの、若者向けのアクセサリーを選んだ。だが、ミスチョイスだったな。よりにもよってオープンハートは」

　オープンハートに込められた意味は〝心を開いてほしい〟。

「無意識にそう願っていたのかもしれない。お前に渡さなくてよかった。もしも顔を合わせていたら、我慢できるかわからなかったしな」

　気恥ずかしそうに頬をかく慶。

　当時から美夕のことを愛してくれていたのだろうか。触れられずに苦しんでいたと？

　そう思うと、美夕は胸が疼き、たまらなく苦しくなった。

　美夕だって、きっとこれをもらっていたら、慶のことがますます好きになっていたはずだ。美夕の夢は慶のお嫁さんのまま、自立してひとりで生きていこうなどと思えなかっただろう。

「翌年から、クリスマスプレゼントは買わないことに決めた」

　慶は気恥ずかしさをごまかすように美夕を抱きしめる。

　慶の選択は正しかったのかもしれない。しかし、やはり美夕は――。

「今からでももらっていい？」

「やめておけ。今ならもっと上等なものを買ってやる」

「これがいいの」

　そう言って美夕は、ジュエリーボックスからネックレスを取り出すと、自身の首に回した。

「お家でつけるから、いいでしょう？」

「そりゃあ、かまわないが……」

　慶が美夕の背中に回り込み、ネックレスを留めてくれる。

　胸もとで輝く小さなダイヤ、そしてオープンハートを指で撫で、美夕は誇らしい気持ちになった。

「だってこれは、慶さんがずっと私のことを愛してくれてたっていう証だもの」

　慶は婚姻を結んだ瞬間から、美夕のことだけを愛してくれている。

「……悲しませた詫びがしたい。なにか希望はあるか？」

　まだ申し訳なく思っているのか、慶の口から殊勝な言葉が飛び出した。

　美夕はふと思いついたことを口にする。

「……遊園地に行きたい」

「遊園地？」

　その返答は意外だったのか、慶が目を丸くする。

「まあ、夕夏を遊園地デビューさせるにはちょうどいい頃合いだか……それはそれとして、お前自身の希望はないのか？」

「違うの。私が遊園地に行きたいの。……初めてだから」

「遊園地に行ったことがないのか？」

「デートで遊園地に行ったことがないの」

　家族や友だちとなら行ったことがある。だが男性とふたりきりでは――遊園地デートはしたことがない。

「了解」

　慶が小さく笑みをこぼし、美夕の頭を撫でる。

　そのとき、びえーん！という大きな泣き声が響いてきた。

「ママー！　ゆうきがおきたー！」

　奥の部屋で、お昼寝する夕喜を見守りながら折り紙遊びをしていた夕夏が声をあげる。

「はーい！」

　慶と美夕はふたりのもとに向かう。夕喜を抱き上げる美夕。慶は夕夏の方に向かい、小さなテーブルを挟んで正面に座った。

「夕夏。次の休みは遊園地に行こうか」

「ゆうえんち!?　やったあ！　パパだいすき！」

「お礼はママに言え」

　夕夏は美夕を見上げ、「ママ、だいすきー！」と満面の笑みを浮かべる。

「おじいちゃんやおばあちゃんたちにも来てもらおうか。みんなで近くのホテルに泊まって、朝から遊園地に行こう」

　慶の言葉に夕夏は飛び上がって喜ぶと「おじいちゃんとおばあちゃんに、しょうたいじょう、かく！」と張り切って画用紙を取りに行った。

　慶は立ち上がると、美夕のもとまでやってきて耳もとでささやく。

「両親もいれば、少しくらいふたりきりの時間が作れるだろ」

　短い時間であれば、両親に子どもたちを預けることもできる。

『デートで遊園地に行ったことがない』――慶は家族全員で遊園地に行くだけでなく、美夕の希望も叶えてくれようとしている。そう気づき、美夕は頬がほんわりと熱くなる。

「……すごく、楽しみ」

「とびきりおめかししろよ」

　慶が甘い笑みを浮かべる。軽く首を傾げる仕草は、キスをねだっているかのよう。

「一番かわいい服、着ていくね」

　それから、このネックレスも。

　美夕はふたりの子どものお母さんであると同時に、慶を愛する女性――永遠に彼の恋人なのだから。

　ようやく美夕は心から笑顔になって、慶のキスを受け止めた。
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